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第 ６ 日 １２月１２日 月  休   会 
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令和４年第６回和気町議会会議録（第１日目） 

 

１． 招 集 日 時 令和４年１２月７日  午前９時００分 

２． 会議の区分 定例会 

３． 会議開閉日時 令和４年１２月７日  午前９時００分開会  午後２時１１分散会 

４． 会議の場所 和気町議会議事堂 

５． 出席した議員の番号氏名        

    １番 今 西 宏 康     ２番 尾 崎 智 美     ３番 從 野   勝 
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   １０番 安 東 哲 矢    １１番 当 瀬 万 享    １２番 山 本 泰 正 

６． 欠席・遅参・早退した議員の番号氏名 

    な  し 

７． 説明のため出席した者の職氏名 

   町    長  太 田 啓 補        副  町  長  今 田 好 泰 

   教  育  長  徳 永 昭 伸        総 務 課 長  永 宗 宣 之 

   危機管理室長  河 野 憲 一        財 政 課 長  海 野   均 

   まち経営課長  寺 尾 純 一        税 務 課 長  豊 福 真 治 

   住 民 課 長  鈴 木 健 治        生活環境課長  山 﨑 信 行 

   健康福祉課長  松 田 明 久        介護保険課長  井 上 輝 昭 

   産業振興課長  新 田 憲 一        都市建設課長  西 本 幸 司 

   上下水道課長  田 村 正 晃        上下水道課長代理  柚 本 賢 治 

   総務事業課長  岡 本 康 彦        会計管理者  清 水 洋 右 

   教 育 次 長  万 代   明        学校教育課長  國 定 智 子 

８． 職務のため出席した者の職氏名 

   議会事務局長  則 枝 日出樹 
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９． 議事日程及び付議事件並びに結果 

議事日程 付  議  事  件  等 結  果 

日程第１ 会議録署名議員の指名について ２番 尾崎智美 

３番 從野 勝 

日程第２ 会期の決定について ９日間 

日程第３ 諸般の報告 議長、町長 

日程第４ 議員報告第１号 

総務文教常任委員会の閉会中における調査研究結果の報告について 

総務文教常任委員会委員長

報告 

議員報告第２号 

厚生産業常任委員会の閉会中における調査研究結果の報告について 

厚生産業常任委員会委員長

報告 

日程第５ 議案第９１号 

和気町職員定数条例の一部を改正する条例について 
委員会付託 

議案第９２号 

地方公務員法の改正に伴う関係条例の整理に関する条例について 
委員会付託 

議案第９３号 

和気町非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 

について 

委員会付託 

議案第９４号 

和気町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について 
委員会付託 

議案第９５号 

和気町手数料徴収条例の一部を改正する条例について 
委員会付託 

議案第９６号 

和気町教育振興基金条例の制定について 
委員会付託 

議案第９７号 

和気町放置自動車等の発生の防止及び適正な処理に関する条例の制定につ 

いて 

委員会付託 

議案第９８号 

和気町土地改良事業等分担金徴収条例の制定について 
委員会付託 

議案第９９号 

和気町県営土地改良事業分担金徴収条例の一部を改正する条例について 
委員会付託 

議案第１００号 

和気町急傾斜地崩壊対策事業分担金徴収条例の制定について 
委員会付託 

議案第１０１号 

和気町下水道事業の地方公営企業化に伴う関係条例の整備に関する条例に 

ついて 

委員会付託 

日程第６ 議案第１０２号 

令和４年度和気町一般会計補正予算（第７号）について 
委員会付託 

議案第１０３号 

令和４年度和気町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について 
委員会付託 

議案第１０４号 

令和４年度和気町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第２号）につい 

て 

委員会付託 
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議事日程 付  議  事  件  等 結  果 

 議案第１０５号 

令和４年度和気町介護保険特別会計補正予算（第２号）について 
委員会付託 

議案第１０６号 

令和４年度和気町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）について 
委員会付託 

議案第１０７号 

令和４年度和気町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）について 
委員会付託 

議案第１０８号 

令和４年度和気町特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第２ 

号）について 

委員会付託 

議案第１０９号 

令和４年度和気町和気鵜飼谷温泉事業特別会計補正予算（第３号）につい 

て 

委員会付託 

議案第１１０号 

令和４年度和気町上水道事業会計補正予算（第４号）について 
委員会付託 

議案第１１１号 

令和４年度和気町簡易水道事業会計補正予算（第４号）について 
委員会付託 

日程第７ 議案第１１２号 

町道路線の認定について 
委員会付託 

日程第８ 請願第４号 

学校生活において内閣、文部科学省、厚生労働省の方針に則ったマスクの 

自由化や黙食の緩和が徹底されるよう求める請願書 

委員会付託 

請願第５号 

何処の中学生も自由にクラブ活動ができるように求める意見書の提出を求 

める請願書 

委員会付託 
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               午前９時００分 開会 

（開会・開議の宣告） 

○議長（山本泰正君） 皆さん、御苦労さまです。 

 ただいまの出席議員数は、１２名です。 

 したがって、定足数に達しておりますので、ただいまから令和４年第６回和気町議会定例会を開会いたしま

す。 

 なお、議会中は、感染拡大防止のためマスク着用の奨励をいたしておりますとともに、風邪や発熱の症状があ

る方は出席を控えていただくようお願いをいたしておきます。 

 それでは、これから本日の会議を開きます。 

（議事日程の報告） 

○議長（山本泰正君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。御了承を願います。 

（日程第１） 

○議長（山本泰正君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、２番 尾崎智美及び３番 從野 勝君を指名いたし

ます。 

（日程第２） 

○議長（山本泰正君） 日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

 ここで、去る１１月２９日、議会運営委員会を開き、今期定例会の運営について協議した結果を委員長から報

告を求めます。 

 議会運営委員長 山本君。 

○議会運営委員長（山本 稔君） 改めまして、おはようございます。 

 それでは、議会運営委員会の委員長報告を行います。 

 去る１１月２９日午前９時から本庁舎３階第１会議室において、委員全員出席、執行部より町長、副町長、担

当課長出席の下、令和４年第６回和気町議会定例会の会期、日程等を協議いたしました。その結果を御報告いた

します。 

 まず、会期につきましては、本日１２月７日から１２月１５日までの９日間に決定いたしました。 

 日程につきましては、第１日目、本日、議案の上程、説明、質疑、委員会付託を行います。本会議終了後、議

会運営委員会を開催いたします。 

 第２日目、１２月８日、本会議は休会とし、午前９時から和気鵜飼谷温泉事業特別委員会を開催いたします。

特別委員会終了後、議会全員協議会を開催いたします。また、議会全員協議会終了後、議会広報編集委員会を開

催いたします。 

 第３日目、１２月９日、本会議は休会とし、午前９時から厚生産業常任委員会を、午後１時から総務文教常任

委員会を開催いたします。 

 第４日目、第５日目、第６日目は、休会といたします。 

 第７日目、１２月１３日は、午前９時から本会議を開催し、一般質問を行います。本会議終了後、議会運営委

員会を開催いたします。 

 第８日目、１２月１４日は、一般質問の予備日でございます。 

 第９日目、１２月１５日は、午前９時から本会議を開催し、委員長報告、質疑、討論及び採決を行います。 

 なお、今定例会に提案されます案件は、条例１１件、補正予算１０件、その他１件及び請願２件であります。 

 以上、委員長報告といたします。 
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○議長（山本泰正君） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、委員長の報告に対する質疑を終わります。 

 委員長、御苦労さまでした。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から１２月１５日までの９日間にしたいと思いますが、御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって会期は、本日から１２月１５日までの９日間に決定しました。 

（日程第３） 

○議長（山本泰正君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

 議長の諸般の報告は、別紙にてお手元に配付のとおりです。後ほど御一読をお願いいたします。 

 次に、町長から諸般の報告がございます。 

 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） おはようございます。 

 本日ここに、令和４年第６回和気町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位におかれましては早速御

参集を賜りありがとうございます。 

 それでは、令和４年第５回議会臨時会以降の諸般の報告を申し上げます。 

 初めに、新型コロナウイルス感染症についてでございますが、第７波以降、１０月中は感染状況も落ち着いて

おりましたけれども、１１月に入り、再度増加傾向に転じ、県内でも連日１，０００人を超える感染が確認さ

れ、第８波が到来したと言われています。町内においても、高齢者施設や医療機関でのクラスターが確認され、

また役場庁舎内においても職員１０名以上の感染が確認されており、これから年末年始を迎える中、さらなる感

染拡大が懸念されますので、引き続きマスクの着用や３密の回避、適切な換気など、基本的な感染防止対策の周

知、啓発に取り組んでまいります。 

 ワクチンの接種状況でございますが、町内では９月２８日からオミクロン株対応ワクチンの接種を進めてお

り、１２月５日現在で町内のオミクロン株対応ワクチンの接種者数は約３，５００人となっております。ワクチ

ン接種は感染拡大を抑制する有効な手段でありますので、今後も引き続き医療機関と連携し、接種の推進に取り

組んでまいります。 

 また、１１月に町内医療機関の接種において間違い接種が判明しております。今後このようなことが起こらな

いように再発防止に努め、町民の皆様に安心して接種していただくことができるように取り組んでまいりますの

で、よろしくお願いいたします。 

 次に、１０月２１日、老人クラブのグラウンドゴルフ大会に出席いたしました。町内の各地域から８５名の参

加で盛大に開催されました。 

 次に、１０月２１日、海上自衛隊呉基地に寄港のカナダ艦船バンクーバーとウィニペグの寄港レセプション

に、駐日カナダ大使館より招待され、参加いたしました。 

 次に、１０月２２日、東京の渋谷センター街の街頭ビジョンで和気町のＰＲ動画の上映視察をいたしました。

ＰＲ動画は渋谷以外の８か所でも同時上映を行いました。翌日の２３日には、代々木公園で行われているアウト

ドアイベント、アースガーデンの和気町ブースにおいて、観光と移住のＰＲ活動を行いました。アースガーデン

には１０６団体が参加し、和気町ブースへは４００名余り来場していただき、移住相談も１２名行いました。 



- 6 - 

 次に、１０月２４日、ピュアリティまきびで開催された町村長会議に出席いたしました。 

 次に、１０月２６日、全国わんぱく相撲大会に出場する選手の壮行式を行いました。本荘小学校４年生の小野

田創太さんと本荘小学校５年生の高取晴耀さんの２名が、１０月３０日に両国国技館で行われた第３７回わんぱ

く相撲全国大会へ出場されることを受け、実施いたしました。 

 次に、１０月２８日、総合教育会議を開催し、教育大綱の見直しに向け、協議を行いました。 

 次に、１０月２９日、第２９回全国消防操法大会が千葉県市原市で開催され、参加いたしました。全国の強豪

が集まる中、和気町消防団から第４分団が出場し、８位入賞を果たしました。 

 次に、１０月２９日、３０日の２日間、和気町中央公民館、学び館サエスタなどを会場に、和気町文化祭を開

催しました。多数の作品展示や舞台での発表を行いました。 

 次に、１０月３０日、益原多目的公園にて、岡山県みどりの大会２０２２を岡山県との共催により開催いたし

ました。みどりの少年隊など、約２００人の参加があり、緑化運動ポスターの表彰や記念植樹などが行われまし

た。 

 次に、１１月２日、和気町かわまちづくり完成記念お披露目式を吉井川河川公園において挙行いたしました。

式典では、地元自治会関係者のほか、和気にこにこ園の園児や約８０名の町内のグラウンドゴルフ愛好家の方々

に御参加いただき、完成記念グラウンドゴルフ大会も同日実施いたしております。なお、芝生広場は、育成期間

を経て、来年度中の利用開始を目指しております。 

 次に、１１月５日、閑谷学校ライトアップ式典に参加いたしました。 

 次に、１１月６日、和気町体育館相撲場において、岡山県相撲選手権大会兼和気町長杯相撲大会を開催いたし

ました。当日は町内外から合計６３名の選手に御参加いただき、小学生から一般まで、クラスごとに熱戦が繰り

広げられました。 

 次に、１１月１５日、県幹部との意見交換会に出席いたしました。 

 次に、１１月１７日、東京のホテルニューオオタニで開催された全国町村長大会に、県内の町村長とともに参

加いたしました。 

 次に、１１月２０日、和気アルプス及び和気町総合福祉センター大ホールにおいて、令和４年度和気町スポー

ツフェスティバルを開催いたしました。今年度はプロトレイルランナーの鏑木毅氏を講師にお招きし、午前中は

和気アルプスを会場としてトレイルランニング講習会を実施し、２１名の方に御参加いただきました。また、午

後からは講演会を実施し、約８０名の方に参加いただきました。 

 次に、１１月２２日、和気アルプスの山頂標識寄贈式を行いました。これは、本町の観光促進に役立てていた

だきたいということで、和気金融協議会様から和気アルプスの神ノ上山への山頂標識を御寄贈いただいたもの

で、現地には１１月２６日に設置いたしました。本町が進めておりますアウトドアを活用した観光促進施策に有

効に活用をさせていただきたいと思います。 

 次に、１１月２３日、和気ドームにて、和気町ふるさとまつりが３年ぶりに開催されました。特産品や野菜の

販売などの約４０店の出店があり、ステージでは清麻呂太鼓や和気中学校吹奏楽部の演奏などが行われ、多くの

方でにぎわいました。また、当日は片上ロマン街道ウオーキング大会も併せて実施いたしました。参加者の健康

づくりと交流、片上ロマン街道のＰＲを兼ねて実施しておりますが、当日はあいにくの雨にもかかわらず、県内

外から約２００名の参加をいただきました。 

 次に、１１月２６日、恒例となりました和気駅前のイルミネーションの点灯式に参加いたしました。今年で１

０年目を迎え、まちづくり協議会の方々が和気閑谷高校の生徒や本荘小学校の児童と一緒に製作した気球やもも

の馬車などのイルミネーションが和気駅前ロータリーを鮮やかに彩っており、１月１５日まで点灯されることに

なっています。 
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 次に、１２月３日、和気町人権尊重のまちづくり推進大会を開催いたしました。約３００名の方に御参加をい

ただき、人権作品の表彰、人権作文の朗読、そして今年度は落語家の露の新治さんをお招きしての記念講演がご

ざいました。笑いも交えつつ、人権感覚を活かした講演をしていただきました。 

 最後に、１１月４日から２１日まで、町内７会場において町政懇談会を開催いたしました。就任後、初めての

試みでもあり、多くの貴重な御意見をいただきました。議員の皆様には、お忙しい中、オブザーバーとして参加

いただきまして、大変ありがとうございました。参考となる御意見につきましては、今後の町政に反映させてま

いりたいと考えておりますので、御理解と御協力をよろしくお願いいたします。 

 以上、諸般の報告とさせていただきます。 

（日程第４） 

○議長（山本泰正君） 日程第４、議員報告第１号及び議員報告第２号の２件を一括議題とします。 

 まず、議員報告第１号総務文教常任委員会の閉会中における調査研究結果の報告について委員長から報告を求

めます。 

 総務文教常任委員長 居樹君。 

○総務文教常任委員長（居樹 豊君） それでは、議員報告第１号総務文教常任委員会の閉会中における調査研

究結果の報告を行います。 

 去る１０月３１日、１１月１日の２日間、島根県川本町へ、総務文教常任委員会委員４名、執行部からは町長

及び教育長の参加の下、視察研修を行いました。 

 今回の目的は、川本町が取り組む島根中央高校への魅力化事業についてであります。 

 １０月３１日に、川本町役場庁舎において、まちづくり推進課高校支援室から町の取組について説明がありま

した。今後も生徒数の減少が続き、県立高校がなくなると町がより一層衰退する、その危険感の中から、県立高

校との協働事業をスタートしていて、１０年前に高校魅力化プロジェクトを立ち上げております。取組に当たっ

ては、人材、資金、危機感の共有をどのように行っていくかが命題であり、高校魅力化コーディネーターを、地

域おこし協力隊制度を利用して、町の会計年度任用職員として７名を配置し、取り組んでおります。また、令和

２年には、まちづくり推進課内に高校支援室を設置し、町として全面的にバックアップをして努めてきておりま

す。当高校は部活動に特に力を入れていて、令和元年創部の女子硬式野球部、これは県内外から注目を集めてい

る強豪チームとして活躍をしております。また、男子硬式野球部の支援として、高校グラウンド横にある町民体

育館の床面を町が人工芝に改修して、雨天時や夜間の室内練習場として使用しています。同部の監督について

も、これまで甲子園出場経験のある元島根県の教員を町の会計年度任用職員として配置して、全国から優秀選手

の獲得を、それが生徒の確保にもつながっております。このように、川本町では、県立島根中央高校を町のシン

ボルとして取り組み、地元住民の理解を得る努力をしながら強力に高校魅力化を進めており、今回の先進地視察

から、今後の和気町における施策推進に当たり、大変勉強になり、特に川本町の町としての熱意を強く感じたも

のでございます。 

 次に、２日目の１１月１日には、高校及び学生寮の視察見学を行いました。島根中央高校は、平成１９年４月

に２校が統合し、新たに開校されています。高校の敷地内には、県立の男子寮、主に野球部員が使用しておりま

すけども、それと女子寮が併設されております。また、町内には、廃校の小学校校舎を活用した町営の男子寮

と、高校の近くの旧役場庁舎跡地に寄宿舎、いわゆるまちごと魅力化センターと言っておりますけども、この寄

宿舎を町が建設整備し、町営の女子寮として活用しております。３つの寮運営については、地域の協力もあり、

円滑な運営がなされ、これも住民の雇用機会の拡大にも、創出にもつながっておるという状況でございます。 

 以上のようなことから、当面、和気町の喫緊の主要課題である女子寮の創設についても、これらを参考にしな

がら、受入れ体制を検討していくことが急務であると感じました。 
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 以上、簡単ですけども、総務文教常任委員会の閉会中における調査研究結果の報告とさせていただきます。 

○議長（山本泰正君） ただいまの委員長報告に対し、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、委員長報告に対する質疑を終わります。 

 委員長、御苦労さまでした。 

 次に、議員報告第２号厚生産業常任委員会の閉会中における調査研究結果の報告について委員長から報告を求

めます。 

 厚生産業常任委員長 西中君。 

○厚生産業常任委員長（西中純一君） それでは、厚生産業常任委員会の閉会中における調査研究結果の報告を

行います。 

 去る１１月１７日、１８日の２日間、愛媛県内子町、今治市及び広島県府中市へ、厚生産業常任委員会委員６

名全員、執行部からは副町長及び担当課長の参加の下、視察研修を行いました。 

 １１月１７日でありますが、初めに内子町、道の駅内子フレッシュパークからりを視察いたしました。この場

所に隣接する小田川という川がありましたが、そこには透き通った水が流れ、つり橋もかかっていて、大変景観

のよい立地場所に開設されています。店内には、地元農産物の直売スペースや工芸品の販売、地元食材を生かし

たレストラン、そしてパン屋などもあり、店に活気があって、売上げも全国の道の駅の中でベストテンに入ると

いうふうなお話でした。 

 続いて、同町内の内子龍王バイオマス発電所を視察見学いたしました。古くから内子町は林業が盛んで、組合

員３，２５０名を有する森林組合も充実しています。その森林環境を踏まえて、町はバイオマスタウン構想とい

うものを立ち上げて、内子町産の針葉樹の間伐材から木質ペレットを製造して、これを燃料にした小型高効率木

質バイオマス発電事業により、地域に持続可能なエネルギーと経済の循環を構築する取組を進めています。木質

ペレットをガス化ユニットで可燃性ガスに精製し、そのガスを燃料に発電ユニットのエンジンを回して、電力と

熱を作り出しています。発電所で発生する熱は、地中に埋設した配管を通じて、約８０度の温水として隣接する

宿泊施設及びフィットネス施設へ供給されています。両施設はその温水を利用して温浴施設及び温水プールを加

熱しております。また、この電力を四国電力にも売電していて、エネルギー効率７０％以上を達成しておりま

す。この取組により、町内の間伐材の価格も高くなり、それを処理する業者の数も増えて、町内の雇用増加にも

つながっているということであります。 

 次に、１８日午前中は、今治市のクリーンセンターバリクリーンを視察見学いたしました。平成１７年１月、

今治市及び周辺１１町村の合併により、今の今治市が誕生しました。この施設は平成１８年から計画され、それ

まで今治市内に４施設あった処理場を統合するため、平成２５年から総事業費約１２８億円で５年かけて平成３

０年３月に竣工しております。施設の設計、建設、運営については、和気町同様、公設民営の方式で、運営業務

は民間委託で、２０年間で約１００億円、年間にすると５億円の事業費で、従業員は約６０名であります。可燃

ごみの処理については、１日２４時間稼働で１７４トン、方式はストーカー方式といい、焼却灰はセメント原料

として再利用しております。国の基準より大変厳しい公害防止基準値を設定して、焼却により発生した熱を利用

して発電を行い、施設の消費電力を全て賄うとともに、隣接する公共施設へも供給し、余った電力は四国電力に

売却をしております。そして、施設内には、体育館をはじめ広い床面が配備されていて、卓球も行ったときにや

っておられましたが、有事の際には広域避難所として市民３２０人を受け入れるとともに、非常食や飲料水も備

蓄しています。 

 次に、同日午後は、しまなみ海道を経由して広島県の府中市の子育てステーションちゅちゅの視察見学を行い
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ました。府中市内の天満屋ハピータウンの２階フロアの一部１，２５０平米を、市への無償譲渡により、令和３

年７月から開所しております。妊娠期から未就学期までの切れ目のない支援体制のため、保健師６名、保育士５

名、臨床心理士１名が配置され、土曜日、日曜日、祝日も開館していて、子育て世帯の相談や乳幼児健診を実施

している子育てステーションで、将来的には一時預かりも計画されているということであります。商業施設に開

設したことにより、買い物がてら気軽に来所できる施設を目指しているということであります。 

 以上、厚生産業常任委員会の閉会中における調査研究結果の報告といたします。 

○議長（山本泰正君） ただいまの委員長報告に対し、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、委員長報告に対する質疑を終わります。 

 委員長、御苦労さまでした。 

 以上で議員報告第１号及び議員報告第２号を終わります。 

（日程第５） 

○議長（山本泰正君） 日程第５、議案第９１号から議案第１０１号までの１１件を一括議題とし、提出者の説

明を求めます。 

 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） それでは、提案しております議案第９１号から議案第１０１号までの１１議案につきま

して提案理由の説明をいたします。 

 初めに、議案第９１号の和気町職員定数条例の一部を改正する条例についてでありますが、国の要請に基づ

き、令和５年４月から町の各下水道事業について公営企業法を適用とすることに伴い、職員定数条例における職

員数の内訳について、所要の改正を行うものであります。 

 次に、議案第９２号の地方公務員法の改正に伴う関係条例の整理に関する条例についてでありますが、地方公

務員法の改正により、職員の定年年齢が６５歳へと段階的に引き上げられることにより、職員の定年等に関する

条例をはじめとする関係する９条例について、一部改正、廃止など、所要の改正を行うものです。 

 次に、議案第９３号の和気町非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例についてであ

りますが、議案第９７号で提案いたします放置自動車等の発生の防止及び適正な処理に関する条例において新設

する放置自動車等対策協議会の委員報酬について、追加規定をするものであります。 

 次に、議案第９４号の和気町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例についてでありますが、国の人

事院勧告、岡山県人事委員会勧告等を参考として、若年層職員の本俸引上げ、職員の勤勉手当及び議員、特別職

の期末手当の支給率の引上げ等を内容とする給与改定について、関係する条例の改正を行うものであります。 

 次に、議案第９５号の和気町手数料徴収条例の一部を改正する条例についてでありますが、個人番号カード普

及促進による住民の利便性向上を図るため、コンビニエンスストアにおける住民票の写し、課税証明書等の発行

手数料を２年間に限り１０円とするものであります。 

 次に、議案第９６号の和気町教育振興基金条例の制定についてでありますが、モーターボート競走に係るボー

トレースチケットショップ岡山わけにおける勝舟投票券の売上げに関し、和気町に納入される環境整備協力費の

使途を教育振興等とすることを明確化するため、新たに基金を設置するものであります。 

 次に、議案第９７号の和気町放置自動車等の発生の防止及び適正な処理に関する条例の制定についてでありま

すが、公共施設の適正管理のため、町有地等における放置自動車の対応について、その処理手続等の規定を新た

に設けるものであります。 

 次に、議案第９８号の和気町土地改良事業等分担金徴収条例の制定についてでありますが、農林土木事業のう
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ち、町施行の土地改良事業と林業事業を運用するために整備を行うものであります。 

 次に、議案第９９号の和気町県営土地改良事業分担金徴収条例の一部を改正する条例についてでありますが、

農林土木事業のうち、県施行の土地改良事業を運用するために整備を行うとともに、県営事業であるため池等整

備事業について、分担金の賦課率の軽減を図ることを条件に、県負担額を４％上乗せする制度が成立したことを

受け、所要の規定を整備するために一部改正を行うものであります。 

 次に、議案第１００号の和気町急傾斜地崩壊対策事業分担金徴収条例の制定についてでありますが、公共事業

の分担金徴収条例の体系の見直しを行い、国土交通省所管の公共土木事業と農林水産省所管の農林土木事業とに

整理し、そのうち公共土木事業である急傾斜地崩壊対策事業について整備を行うものであります。 

 次に、議案第１０１号の和気町下水道事業の地方公営企業化に伴う関係条例の整備に関する条例についてであ

りますが、令和５年度から下水道事業の地方公営企業化に伴い、関係条例の整備を行うものであります。 

 以上、御説明申し上げましたが、詳細につきましては担当課長に説明させますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（山本泰正君） 次に、議案第９１号から議案第１０１号までの１１件、順次細部説明を求めます。 

 総務課長 永宗君。 

○総務課長（永宗宣之君） 議案第９１号・議案第９２号・議案第９３号・議案第９４号説明した。 

○議長（山本泰正君） 住民課長 鈴木君。 

○住民課長（鈴木健治君） 議案第９５号説明した。 

○議長（山本泰正君） 教育次長 万代君。 

○教育次長（万代 明君） 議案第９６号説明した。 

○議長（山本泰正君） ここで場内の時計が、１０時１５分まで暫時休憩といたします。 

               午前１０時０２分 休憩 

               午前１０時１５分 再開 

○議長（山本泰正君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 総務課長 永宗君。 

○総務課長（永宗宣之君） 議案第９７号説明した。 

○議長（山本泰正君） 都市建設課長 西本君。 

○都市建設課長（西本幸司君） 議案第９８号・議案第９９号・議案第１００号説明した。 

○議長（山本泰正君） 上下水道課長 田村君。 

○上下水道課長（田村正晃君） 議案第１０１号説明した。 

○議長（山本泰正君） これから議案第９１号から議案第１０１号までの１１件の質疑を行います。 

 まず、議案第９１号和気町職員定数条例の一部を改正する条例についての質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、次に議案第９２号地方公務員法の改正に伴う関係条例の整備に関する

条例についての質疑はありませんか。 

 ４番 神﨑君。 

○４番（神﨑良一君） これは、定年制を５年間かけて２年間ずつゆっくりとやっていって、６５歳までやって

いくという、こういうことかと理解しました。これに伴いまして、現状、新規採用されている方が今後はどのよ

うになっていくのかなと。いや、もう従来どおり数名ずつ入れていくというのか、いやいや、定年制の延長に伴

い、少しずつ職員の方が残られるというふうに認識していいのか、６５歳まで働かれると言っていいのか分かり

ませんが、そのあたりの新規採用に関しては何か影響があるんでしょうか。お願いいたします。 
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○議長（山本泰正君） 総務課長 永宗君。 

○総務課長（永宗宣之君） この定年制延長に伴う新規採用への影響はということでございます。 

 正規の定年年齢を迎える退職者というのは、２年に１度、定年退職者が発生するということでございますが、

職員定数の中にはフルタイムの再任用も職員定数の中に含まれてまいります。ですので、年次的に退職者は発生

するということにはなります。そういったあたりも踏まえて、全体の職員の所要人数、要員、ここらを十分検討

した上で、毎年継続的に新規採用は実施はしてまいりたいと思います。採用人数の枠につきましては、その都度

その都度、検討をしていきたいというふうに、現在のところ考えております。 

○議長（山本泰正君） ４番 神﨑君。 

○４番（神﨑良一君） 当然、その現状のメンバー、それで退職される方が年々違うし、おっしゃったように、

採用される方もそれに合わせてされるということなので、一定数を毎年取るというようなお話ではないというの

はよく分かりました。あとは、これに伴いということもないんですけど、前々から言われてる職員全体の数、こ

れについては、町長のほうで今後増やしていくと考えられるのか、減らされると考えるのか、そのあたりのお考

えがあれば、この際ですのでお聞かせいただけたらと思います。 

○議長（山本泰正君） 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） 現在、定数は２１０名ということになっています。それで、実態は１９１人で運用をし

ているわけでございますけれども、先日の課長会議の中でも、私のほうがそれぞれ課長の方々に現状でどうかと

いうお話をさせていただきました。少し増やしてほしいなという御意見も二、三ございましたけれども、今のと

ころ、現状で行けるんではないかという判断をしています。 

○議長（山本泰正君） よろしいですか。 

               （４番 神﨑良一君「はい」の声あり） 

 ほかに質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、次に議案第９３号和気町非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例についての質疑はありませんか。 

 ４番 神﨑君。 

○４番（神﨑良一君） この後ろに関係するのか、３８ページで、和気町放置自動車等対策協議会委員の学識経

験者は先ほどの御説明では弁護士等というか、弁護士と言われたんだけど、和気町でいろんな問題があったとき

に、弁護士っていうのはある特定の人を年間契約的にとか月ぎめとか、決められておられるんでしょうか。ない

からこういうふうにされたのか。もしくは弁護士以外でこの学識経験者というのはどういう方を考えておられる

のか、あれば教えてください。 

○議長（山本泰正君） 総務課長 永宗君。 

○総務課長（永宗宣之君） 失礼いたします。 

 弁護士につきましては、現在、和気町では顧問弁護士１名をお願いしておりまして、通常の日常業務の中で法

律相談等をお願いしているところでございます。それとは別に、この案件につきましては、自動車等の対策協議

会ということで、個別の事案となりますので、この件に関してのみ専門的な、法的な知識を持たれる弁護士に、

通常の顧問弁護士とは別に、これのみに特化した弁護士をお願いしたいというふうに考えております。また、そ

の他の委員のほうでは、自動車の性能機能の判断等もありますので、自動車関連に知識のある方へお願いするこ

とを想定いたしております。 

○議長（山本泰正君） よろしいですか。 

 ほかに質疑はありませんか。 
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               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、次に議案第９４号和気町職員の給与に関する条例等の一部を改正する

条例についての質疑はありませんか。 

 ９番 西中君。 

○９番（西中純一君） 前に人事院勧告で下がったから下げたというのが、たしかあったと思うんです、去年か

おとどしでしたか。去年か。今回はちょっと上げるっていうこと、若年層を上げるんじゃないかなと思うんです

けれど、結果としては給与関係の歳出がどれぐらい増えるんですか。 

○議長（山本泰正君） 総務課長 永宗君。 

○総務課長（永宗宣之君） 失礼をいたします。 

 今回の給与改定に伴って、実質どれぐらいの財政費用に影響があるのかということでございますが、本俸、並

びに勤勉手当、あるいは特別職、議員の期末手当、あるいはこれに関連しての共済費負担金といったようなとこ

ろに影響は出るかと思いますが、申し訳ございません、そこらの試算については、今現在できてない状況でござ

います。 

○議長（山本泰正君） よろしいか。 

               （９番 西中純一君「よろしくないですけど、しょうがないですね」の声あ

り） 

 ほかに質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、議案第９１号から議案第９４号までの４件の質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第９１号から議案第９４号までの４件を総務文教常任委員会に付託したいと思いますが、御異議ありませ

んか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第９１号から議案第９４号までの４件は、総務文教常任委員会に付託することに決定しまし

た。 

 次に、議案第９５号和気町手数料徴収条例の一部を改正する条例についての質疑はありませんか。 

 ９番 西中君。 

○９番（西中純一君） これは、先ほど言われたようにマイナンバーカードを請求すると２万円分ポイントが付

与されるんですかね。要するに利便性を図るためにというふうなことなんですけど、聞くところによると和気町

は結構取得してる人が多くて５０％以上にどうもなってるというふうなことなんですけれど、これによって町と

して何か利点があるんでしょうか。町民にとっては、私はマイナンバーカードはいろいろと情報が漏れるんじゃ

ないかとか、個人情報が。それから、今、健康保険証を病院で、そういう機能、マイナンバーカードを入れた

ら、それが保険証の代わりに使えるようにしようとしているということで、かなり機器の設置も進んでることも

聞いてるんですけど、これに関しては、いろいろと病院のほうで問題が起こるということで、全国的には情報が

漏れるとか、あるいは健康保険証が使えなくなる人が出てくるんじゃないか、高齢者でマイナンバーカードをつ

くるというようなことが難しいというところで、そういうトラブルがあるということで、今、いろいろな団体の

ほうでは、マイナンバーカードを強制するなというふうな、１８万人のそういうインターネット署名も集まって

いるというふうなことなんですけど、全体として見て、今言う利益が町民にとってあるのか、それからまた町と

して財政上、何か優遇されるのか、その辺を教えていただきたいというふうに。いわゆる２万ポイントを入れる
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と言っても、結局はもともとは税金ですから、何かそういう税の公平性としては問題があるんじゃないかと思い

ます。その辺、教えてください。 

○議長（山本泰正君） 住民課長 鈴木君。 

○住民課長（鈴木健治君） 町民の利便性の向上ということについてでございますが、窓口に来れば２００円か

かるものが１０円で済むということと、午前６時半から午後１１時まで、年末年始は除きますけれども、開いて

いるということ、土日も開いております。そのあたりで、かなり利便性が高まっているというふうに考えており

ます。 

 あと病院との、保険証との関係でありますけども、これから進めていくことでありますので、そのようなこと

にならないように検討していきたいと思います。 

 それから、ポイントについては、２万円分つくということで今はやっております。今年中にやれば２万円分つ

くということでございます。 

               （９番 西中純一君「財政上、何かええことがあったん」の声あり） 

○議長（山本泰正君） 西中議員、この条例に関する質問にしてください。ちょっと飛び過ぎようるとこがある

かと思います。 

 答弁できますか。 

 財政課長 海野君。 

○財政課長（海野 均君） 今のところ、国のほうからマイナンバーの交付率に係る財政上の影響についての通

知はございません。 

○議長（山本泰正君） ９番 西中君。 

○９番（西中純一君） 町長に最後にお尋ねします。そういう点で、リスクの問題です、情報が漏れるとか。そ

れから、保険証をつくるのがなかなか難しくなる方も、高齢者、出てくるとか、そういう問題もいろいろと内包

してるんですけれど、町民にこれが優しいことなのかどうなのか、その辺どうなんですか。最後にお気持ちをお

願いします。 

○議長（山本泰正君） 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） このマイナンバーカードは国の施策としてされています。それで、町民の方がマイナン

バーカードを持ちたいという方がおられたら、その方にはそのようなお気持ちに沿ったことをしていくのが、町

の行政運営であろうと考えています。今回、この１０円にしたということは、普及も含めて、町民の方々が少し

でも利便性が高まるのであればという思いでこのような形にさせていただきました。 

 あと情報が漏れるだとかということにつきましては、私、実際そのようなことがあったのかどうかということ

を承知をしていません。そのようなことが言われることは聞いていますけれども、承知をしていませんので、そ

のようによろしくお願いいたしたいと思います。 

○議長（山本泰正君） ほかに質疑はありませんか。 

 １０番 安東君。 

○１０番（安東哲矢君） この３点について、コンビニでやれば２００円のものが１０円でできると。ただ、こ

れ、２年間限定ということですよね。ですから、この２年間限定というのはどういう意味があるのか。２年間た

った場合は、また通常の２００円に戻るのかどうか、この辺お願いしたいと思います。 

○議長（山本泰正君） 住民課長 鈴木君。 

○住民課長（鈴木健治君） 失礼します。 

 ２年間ということなんですけれども、これはマイナンバーカードの普及促進のためということについてでござ

いまして、２年の間で普及促進を進めるということで期限を絞っております。その後については、もうそのとき
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の普及率等を考えて、そのときにまた考えたいと思いますのでよろしくお願いします。 

○議長（山本泰正君） ほかに質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、議案第９５号の質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第９５号を厚生産業常任委員会に付託したいと思いますが、御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第９５号は、厚生産業常任委員会に付託することに決定しました。 

 次に、議案第９６号和気町教育振興基金条例の制定についての質疑はありませんか。 

 ２番 尾崎君。 

○２番（尾崎智美君） ７４ページの第５条に、どういうことに充てるかというのが書いてあるかと思います。

家庭教育とか放課後児童クラブに関しては、スポーツ等の、その「等」のところに入ってるということで対応で

きるような感じなんでしょうか。 

○議長（山本泰正君） 教育次長 万代君。 

○教育次長（万代 明君） 失礼します。 

 今のところ、具体的にこういった事業というのはまだ決めかねとるところでございまして、教育振興に係るも

のに充てたいと。ということで、「等」を入れさせていただいております。 

○議長（山本泰正君） ２番 尾崎君。 

○２番（尾崎智美君） 分かりました。 

○議長（山本泰正君） ほかに質疑はありませんか。 

 ５番 山本君。 

○５番（山本 稔君） すいません、第３条の２項、前項の規定に係る基金に属する現金は必要に応じ最も確実

かつ有利な有価証券に換えることができるとありますが、これ、今までも町の財政についてはこういうことをや

っておると思うんですが、これ、どういうふうな有価証券に換えるというんですか、有価証券に換えて利益を生

むようにするということでしょうか。 

○議長（山本泰正君） 会計管理者 清水君。 

○会計管理者（清水洋右君） 失礼いたします。 

 一定の金額が基金に、それなりの金額がたまりましたらば、今も調整基金でありますとか、そういったものは

国債とかそういったものに、利率等を見まして運用をしておるところでございます。そういった意味で、ある程

度、基金がたまりましたらば、今、超低金利の時代でもございますので、ある程度、利益が上がることを見据え

て、そういった国債でありますとか地方債のほうを購入いたしまして、運用に充てることが可能になるような条

文として記載をしておるところでございます。 

               （５番 山本 稔君「分かりました」の声あり） 

○議長（山本泰正君） ほかに質疑はありませんか。 

 ６番 居樹君。 

○６番（居樹 豊君） この積立ての第２条のほうですけど、基金として積み立てる金額は、一般会計歳入歳出

予算で定めるということで、まだこれ始まったばっかりですけども、通常の平常ベースでいくと、年間二千七、

八百万円ぐらいが想定されますけども、この意味合いは、金額をもうきちっとはできませんので、年度当初で約

という形にして、あとの差異といいますか、上下半期で年２回、基金がありますわね。それをどういう形に、そ
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このところもちょっと、事務的なことかも分かりませんけども、そこのところを少し、年２回、倉敷市のほうか

ら入ってくる、それを予算的には大体、予算ですから、ある程度推計しながらということですけど、その辺の差

というのは、今度はあれですか、一般財政に行くのか、それでも差額が確定したら基金のほうに持っていくの

か、それとも一部差額についてはもう、これは雑収じゃありませんけども、一般会計の歳入に入れるのか、その

辺の、少し細かいですけども、お願いします。 

○議長（山本泰正君） 教育次長 万代君。 

○教育次長（万代 明君） 一応予定してますのは、月額２００万円程度を予定しております。来年度から運用

開始ということで、教育振興のほうでこういったものに充てたいというものに対して、それの財源とすると。残

りを基金に積み立てるというふうなことを、今現在、考えております。 

○議長（山本泰正君） よろしいですか。 

               （６番 居樹 豊君「分かりました」の声あり） 

 ほかに質疑はありませんか。 

 ４番 神﨑君。 

○４番（神﨑良一君） もうちょっと聞かせてほしいんですけど、私の理解が。全額を基金には入れない。ここ

がちょっと。 

○議長（山本泰正君） 暫時休憩といたします。 

               午前１０時５８分 休憩 

               午前１０時５９分 再開 

○議長（山本泰正君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 ここで１１時１５分まで暫時休憩といたします。 

               午前１０時５９分 休憩 

               午前１１時１５分 再開 

○議長（山本泰正君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 財政課長 海野君。 

○財政課長（海野 均君） 教育振興基金の運用に関しまして、第１条でボートレースのチケット、和気町に納

付された環境整備協力金の使途を明確化しということで、教育の振興等という明確で、来年度、令和５年度に関

しては、入ってきたお金については教育に係る費用として活用のほうをさせていただこうと思いまして、残金が

生じた際には基金のほうに積み立てて、翌年度以降も有効に活用させていくというふうに、現時点で考えており

ます。よろしくお願いします。 

○議長（山本泰正君） よろしいですか。 

 ４番 神﨑君。 

○４番（神﨑良一君） 私は根本的に考え違いをしておりました。もう当然、この公布の日から二千数百万円が

基金に入ってくると。基金に入ったものについて、学校関係、教育で使うというふうに理解をしておったので、

ちょっと頭がすぐ回らないですけど。だから、今、財政課長が言われたように、教育関係に使った残りを基金に

入れる、こういうふうに、それも来年度はと言われとるから、再来年度はまた違うんかなというふうに聞こえる

んですが、今、そういうふうな中でこういう条例を制定したいというもとでの質問を、細かいですが６件させて

ください。 

 まず、１点目が、第３条第２項の前項の規定にかかわらずっていう、山本 稔議員が聞かれた国債等に運用さ

れるということで答弁があったんですが、非常に初歩的ですが、これを決めるのは、財政課長、町長でしょうか

というんが１つと、第５条の基金は、学校教育、当然学校教育ということであれば、中学校以下かなと思うんだ
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けども、今、和気町は和気閑谷高校を魅力化ということで非常に頑張っておられるんで、和気閑谷高校にも当然

使われるのかどうか。 

 ３点目は、余ったらと言うけど、できるだけいろんなことに使われたほうが私はいいと思いますけど、一義的

には教育、これが一番でしょう。教育で残らなければ仕方がないんですが、この名前にもあるように、環境整備

協力費、これはたまたま倉敷市がつけた名前なんで、それにどうこうということはないんですが、荒廃地だと

か、農業振興とか、その辺が二番煎じで、有効に使われたほうが、基金として積立てていくよりは、もし単年度

で全部使わなあかんというようなことであれば、されるほうがいいのかなというのが３点目。 

 それから、４点目は、第６条、ここの文章が私が理解できないんで説明してください。町長は、財政上必要が

あると認めるときは、確実な繰戻しの方法、ここがよう分からん、繰戻しというんがよう分からんですけど。そ

れから、期間及び利率を定めて基金に属する現金を、これ歳計現金というんかな、ここも分からんですけど、に

繰り替えて運用することができると書いてある。ここが、簡便な言い方をしていただいて、私がよく理解できな

い。それから、第７条、この条例に定めるもののほかって言ってもあまり細かく規定はされてないんですが、基

金の管理に関し必要な事項は、町長が別に定めるというのは、これは、今見せてくれというわけじゃけど、そう

いうことはもうできとんでしょうか、町長が定めるというのは。都度、何かあったときに町長が決めるというこ

となんでしょうか、そのあたりと、最後は、来年度はとおっしゃってたけど、附則のところ、この条例は公布の

日から施行ということなんで、これが来年度４月１日かなという、ここは確認です。だから、４月１日以降の売

上金の１％が月々入ってくるのか、半年ごとなのか、年間で入るのか、そのあたりを教えてください。 

 以上、６件、お願いします。 

○議長（山本泰正君） 会計管理者 清水君。 

○会計管理者（清水洋右君） 神﨑議員の御質問にお答えいたします。 

 運用については誰が決めているのかという御質問でございますが、こちらについては、総務課長、それから財

政課長、それから私、会計管理者と、基金の運用に関係する職員で資金運用の会議をしております。そちらのほ

うで年間の運用方法、購入するとかしないとかということを決めまして、もしいい利率の国債等が出てきました

場合には、町長までの決裁で起案のほういたしまして、御同意を得ることができましたならば購入に充てるとい

うふうなことをしております。 

○議長（山本泰正君） 教育次長 万代君。 

○教育次長（万代 明君） 失礼します。 

 ２点目の和気閑谷高校の魅力化に使うことができるのかということですが、こちらの第５条の処分のほうに

「等」という言葉がございまして、和気閑谷高校の魅力化支援事業に使いたいと考えております。 

 それから、あと余った場合です。そのほかの教育以外にも使うべきではないかというふうな御質問があったと

思いますが、あくまでも教育振興に充てるための目的としてこの基金を設置しておりますので、教育振興等の中

で活用したいと考えております。 

○議長（山本泰正君） 会計管理者 清水君。 

○会計管理者（清水洋右君） お答えいたします。 

 第６条の財政上必要があると認められたときは、確実な繰戻しの方法、期間及び利率を定めて基金に属する現

金を歳計現金に繰替えて運用することができるということの意味でございますが、こちらのほう、一時的に歳計

現金、いわゆる一般会計でありますとかが、一時的な資金不足等が生じた場合、こういった基金を歳計現金、い

わゆる一般会計等に一時的に繰入れをして運用する場合がございます。その場合、確実な繰戻しの方法といいま

すのが、交付金等で一般会計にそれなりの資金が入ってきた折には、現在の普通預金で運用されておる利率等を

上乗せをして、また再度、その歳計現金に回した現金を基金のほうに戻すことができるというようなことでの第
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６条で条文に定めておるということで御理解いただきたいと思います。 

○議長（山本泰正君） 総務課長 永宗君。 

○総務課長（永宗宣之君） 失礼いたします。 

 第７条の委任の項目でございますが、町長が別に定めるということでございますが、今、具体的にこれこれを

想定してということで定めたものはございません。ここに規定したもの以外で、運用上、何らか問題等が生じた

場合には別途町長が定めるということでございまして、具体的なものはございません。 

 あわせまして、附則でございます。この条例は公布の日から施行するということでございますので、今議会で

御議決をいただいた後に、早い時期にこの条例については執行したいと。取りあえずこの議決をいただいた後、

速やかに基金は設置をいたします。その基金に積立てるとかっていうお金の動きというのは、来年度、令和５年

度以降というふうに考えております。 

○議長（山本泰正君） よろしいですか。 

               （４番 神﨑良一君「はい」の声あり） 

 ほかに質疑はありませんか。 

 １番 今西君。 

○１番（今西宏康君） 混乱しとんですが、まず第２条、一般会計予算で定めると、この積立額を。ということ

は、年度初めに幾ら積み立てるんです。さっきの教育次長の話では、教育振興に使った残りを積み立てると言わ

れましたが、年度初めにいきなり残りがあるんですか。この辺、もう一回教えてください。 

○議長（山本泰正君） 教育次長 万代君。 

○教育次長（万代 明君） 失礼します。 

 予算ですので、予算として計上するという意味です。幾らあるということではなくて、予算として幾ら残る見

込みということで予算計上をさせていただくというものでございます。 

○議長（山本泰正君） １番 今西君。 

○１番（今西宏康君） そうしましたら、教育振興に幾ら使うかというのも、当然予算で組まれるんでしょう

が、ちょっと分かりにくいですよね。やっぱり、倉敷市から整備協力費として入ってくるものを、これ、そのま

ま基金にしておけば、幾ら何に使ったかっていうのが分かりやすい、ひもがついてますから。お金っていうのは

色がついてないので、教育振興に使った残りと言われても、全部使ったと言われればそれまでですし。教育振興

の予算というのも別途、いろいろあるんでしょうけれども、お金に色がついてないというところで、残りを積み

立てるというの、その発想がいまいち分かりにくい。私の意見としては、もう倉敷市から入ってくる協力費、全

て丸々基金にしたらいいんじゃないのかなと思いますけど、いかがでしょうか。 

○議長（山本泰正君） 総務課長 永宗君。 

○総務課長（永宗宣之君） 失礼いたします。 

 今西議員の御指摘というか、御質問の趣旨というのは我々も十分理解はできるところでございますが、具体的

に、これは予算編成上の技術的なものといいますか、例えば歳入で言いますと、倉敷市のほうからいただく環境

協力金として２，０００万円歳入があります。片や、それを基金に積むとすれば、基金からまた２，０００万円

繰り入れますっていう、同じお金を予算書に２度計上するようなことになってまいります。そういったこともあ

りますので、その当該年度に具体的に使途が定められているものは、基金を経由することなく直接執行、歳出予

算に組むというような考え方に立っております。 

               （１番 今西宏康君「分かりました」の声あり） 

○議長（山本泰正君） ほかに質疑はありませんか。 

 よろしいですか。 
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               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、次に議案第９７号和気町放置自動車等の発生の防止及び適正な処理に

関する条例の制定についての質疑はありませんか。 

 ２番 尾崎君。 

○２番（尾崎智美君） ７６ページのところで、自動車等というのが、説明が第２条第１号にあるんですが、第

二種原動機付自転車というのは、５０㏄を超えるバイクとかが対象になるということのようですが、ということ

は５０㏄以下の４９㏄とかのバイクとかスクーターとかは、そのあたりはもう対象にならないということで進め

ていくということでよろしいんでしょうか。 

○議長（山本泰正君） 総務課長 永宗君。 

○総務課長（永宗宣之君） 失礼いたします。 

 第２条第１号のところに第二種原動機付自転車というのは、今、議員御説明のとおりでございまして……。す

いません、ここは確認をして、改めて後ほど報告をさせていただきます。すいません。 

○議長（山本泰正君） よろしいですか。 

               （２番 尾崎智美君「後で大丈夫です」の声あり） 

 ほかに質疑はありませんか。 

 ５番 山本君。 

○５番（山本 稔君） 意味が分からんので説明してほしいんですが、第１１条第３項、犯罪捜査のために認め

られたものと解釈してはならないというのがありますが、これ、どういうことなのか、御説明お願いします。 

○議長（山本泰正君） 総務課長 永宗君。 

○総務課長（永宗宣之君） ここの項目は、調査権を付与するということではありますけども、警察の事件捜査

等に関するような、そういった調査権が認められているものではないよという意味合いの規定でございまして、

我々が調べ得る調査の範囲には、そういったものは含まれないよということの規定でございます。 

○議長（山本泰正君） ５番 山本君。 

○５番（山本 稔君） ほんなら、犯罪捜査は警察のほうがされるので、そういう捜査でなしに、車を特定する

とか、所有者を特定する、そういうふうなことに限るということですか。 

○議長（山本泰正君） 総務課長 永宗君。 

○総務課長（永宗宣之君） 議員おっしゃられるとおりでございます。ナンバープレート等があれば、陸運局等

への照会、こういったものは我々にもできますので、そういった調査に限られるという趣旨でございます。 

               （５番 山本 稔君「分かりました」の声あり） 

○議長（山本泰正君） ほかに質疑はありませんか。 

 ６番 居樹君。 

○６番（居樹 豊君） この条例、条文は、条例というたらこういう細かく書くもんじゃから、このことを一々

言いません。この条例をつくるきっかけというのは、私の推察するところでは、駅南の１７０台の駐車場がござ

います。それに今も２台放置されてますけども、前回もあったけども、４台ほどありましたけども、２台ぐらい

が撤去、今現在２台ということが、現に今ありますけども、これがきっかけだと思います。それはそれで、こう

いうのをつくって、きちっとあれは線を、もうこれ、駐車場ができてからずっとぐらいありますから。それをや

ってもらうということで、条例制定は結構なことですけども、その他、実際、あとこの条文では和気町の公共施

設ということで、他にそういう状況を把握はされてますか、現状。特に今現在そういうのはありませんと、あく

までも実際はもう駅南のあの２台をというのか、現状把握はされてますか。他の公共施設の放置自動車等。 

○議長（山本泰正君） 総務課長 永宗君。 
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○総務課長（永宗宣之君） 駅南の町営駐車場以外では、中央公民館、こちらの駐車場のほうにも該当物件があ

るというふうに伺っております。 

○議長（山本泰正君） よろしいか。 

               （６番 居樹 豊君「よろしい」の声あり） 

 ほかに質疑はありませんか。 

 ５番 山本君。 

○５番（山本 稔君） すいません、忘れておりました。この条例は、土地所有者の方が、よその人がうちの土

地へ車を置いて放っとんじゃということもオーケーということですか。 

○議長（山本泰正君） 総務課長 永宗君。 

○総務課長（永宗宣之君） 失礼いたします。 

 土地の所有関係でございますが、民地、個人所有の土地への放置車両については、この条例については対象と

しておりません。あくまで対象としていますのは、町有地と国、県の、８０ページです。第２４条でございま

す。当然その土地の管理者、国、県の土地であればその管理者が当然すべきではありますけども、国、県等の所

有しております物件についても、必要があらば町のほうでこの条例を適用して対応ができるようにということに

はいたしておりますが、国、県、町以外の民間所有の土地については対象としておりません。 

○議長（山本泰正君） ほかに質疑はありませんか。 

 ４番 神﨑君。 

○４番（神﨑良一君） ２点、質問します。 

 今おっしゃられた公共施設、道路、公園、河川、公営住宅、町営のもの、プラス県、国が管理する土地、土地

というか場所に置かれて、２週間たったら放置だということになって動くということになっとるんですが、該当

の箇所に防犯カメラはどのくらいありますか。が１点と、この第２条第２号の放置という定義がありますけど、

自動車等が、正当な権原に基づくことなく、公共の場所に１４日というのもなかなか難しいし、仕事が増えるこ

とだなと思うんだけど、何か効果的なというか、ある程度、それは２週間というても２週間じゃなくて１か月に

なったり１年になって分かったとか、ほかの方からの通報でということになると思いますが、このあたりが非常

に運用面、難しいのかなと。もし今の現状で何かいい方法があれば、それも教えていただけると。要するに防犯

カメラなんかがあると、定期的に、月１回見るとかすりゃあ、分かりますから、大体。というようなことで、特

に駐車場、今現在２つ、それから中央公民館ということなので、特によく置かれる便利のいい辺は、防犯カメラ

があれば、それでもって１４日間放置だなというようなことも簡単に分かるしと思ってます。そのあたりで、今

後、そういうことをされたくないので、それからそうなった場合も早く見つけて早くコンタクトしてやらない

と、何年も放置されると、あとの手間暇、負担が物すごいものになるので、そのあたりを心配して言っとりま

す。 

 以上、２点、お願いします。 

○議長（山本泰正君） 総務課長 永宗君。 

○総務課長（永宗宣之君） 恐れ入ります。公共施設等への防犯カメラの設置場所、設置数等については、今、

手元に資料がございませんので、申し訳ございません、どういった場所にカメラがあるかというのは確認をして

おりません。 

 それと、放置自動車の定義の中で１４日以上というのは、放置自動車を認定するのにある一定の期間として１

４日を設定したものでございまして、管理する職員、あるいは一般の方からの通報があれば、そこからというこ

とになろうかと。一応、何らかの基準が要るというところで１４日というような設定になったものと理解をして

おります。 
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○議長（山本泰正君） よろしいですか。 

               （４番 神﨑良一君「それなら結構です」の声あり） 

 ほかに質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、議案第９６号及び議案第９７号の２件の質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第９６号及び議案第９７号の２件を総務文教常任委員会に付託したいと思いますが、御異議ありません

か。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第９６号及び議案第９７号の２件は、総務文教常任委員会に付託することに決定しました。 

 次に、議案第９８号和気町土地改良事業等分担金徴収条例の制定についての質疑はありませんか。 

 １番 今西君。 

○１番（今西宏康君） 議案第９８号から議案第１００号までが一連の議案だということで、８８ページにその

考え方というか、これだけでもまだ分かりませんが、そもそもこれをしなきゃいけない問題っていうのはどうい

うことだったのかというのが聞きたいです。都市建設課長にお伺いしたいのは、今回、この条例をつくったり規

則をつくったりという、その背景です。今までどういう問題があったのかというのを教えてください。 

○議長（山本泰正君） 都市建設課長 西本君。 

○都市建設課長（西本幸司君） 失礼いたします。 

 まず、この改正の経緯になったというものでございますが、８８ページの上にある県の条例改正が発端といい

ますか、県の条例改正を入れなければ４％の上乗せが、条例改正をしなければ４％上乗せをしないというものを

受けまして、条例等を精査していたところ、農林関係等につきましては、合併当時、条例等をつくっております

が、２つの条例でこの負担金を運用しとったという形になっとります。ちょっと見にくいという形で、私どもも

弁護士に法律相談をさせていただきました。そうすることによって、もっとスムーズな運用の仕方ということ

で、整理をしたほうがいいですよということで、１つの条例と１つの規則に基づいて、町の施行する農林の関

係、県が施行する農林の関係、それともう一つが議案第１００号の国土交通省所管の土木関係の３つの３本立て

でやったほうが今後も整理がしやすいということで、県営事業のため池を発端としまして、全体の体系の見直し

をさせていただいたという経緯でございます。 

               （１番 今西宏康君「分かりました。ありがとうございます」の声あり） 

○議長（山本泰正君） ほかに質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、次に議案第９９号和気町県営土地改良事業分担金徴収条例の一部を改

正する条例についての質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、次に議案第１００号和気町急傾斜地崩壊対策事業分担金徴収条例の制

定についての質疑はありませんか。 

 ９番 西中君。 

○９番（西中純一君） 例えば竪町、急傾斜地、今、県の事業としてやってる、そういうのは該当にはならない

ですかね。もう一遍、それだけお願いします。 

○議長（山本泰正君） 都市建設課長 西本君。 
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○都市建設課長（西本幸司君） 失礼します。 

 この条例につきましては、急傾斜地、竪町をやっておりますが、町の施行の分でございます。県の分につきま

しては、以前からいただいておりません。ですから、県へはあくまでも大きな事業になってきますので、公共性

が非常に高いということで、竪町についても負担金はゼロということでございますので、こちらの条例に竪町の

ほうは入ってこないということでございますので、御理解のほうをよろしくお願いいたします。 

               （９番 西中純一君「分かりました」の声あり） 

○議長（山本泰正君） ほかに質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、次に議案第１０１号和気町下水道事業の地方公営企業化に伴う関係条

例の整備に関する条例についての質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なし認め、議案第９８号から議案第１０１号までの４件の質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第９８号から議案第１０１号までの４件を厚生産業常任委員会に付託したいと思いますが、御異議ありま

せんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第９８号から議案第１０１号までの４件は、厚生産業常任委員会に付託することに決定しまし

た。 

（日程第６） 

○議長（山本泰正君） 日程第６、議案第１０２号から議案第１１１号までの１０件を一括議題とし、提出者の

説明を求めます。 

 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） それでは、議案第１０２号から議案第１１１号までの１０議案につきまして提案理由を

説明いたします。 

 議案第１０２号の令和４年度和気町一般会計補正予算（第７号）についてでありますが、この補正は既定の予

算に３，９８９万３，０００円を追加し、予算総額を９２億８，４８８万６，０００円とするもので、主な内容

は、歳入においては償却資産に係る固定資産税の追加、子ども・子育て支援交付金に係る国庫補助金及び県補助

金の追加、財政調整基金繰入金の減額等で、歳出では人事異動に伴う職員等給与費の補正、学童保育事業費の追

加、家庭の省エネ対策加速化事業補助金の追加、観光費の追加、住宅リフォーム補助金の追加等を行うものであ

ります。 

 次に、議案第１０３号の令和４年度和気町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）についてでありますが、

この補正は既定の予算から５００万６，０００円を減額し、予算総額を１９億７，４９２万２，０００円とする

もので、主な内容は、歳入では県補助金の減額、繰入金及び国庫補助金の追加、歳出では職員人件費、委託料及

び保健事業費の追加等を行い、予備費で調整するものであります。 

 次に、議案第１０４号の令和４年度和気町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第２号）についてでありま

すが、この補正は日笠診療所勘定の歳出において人件費を追加し、予備費で調整するもので、予算の総額に変更

はございません。 

 次に、議案第１０５号の令和４年度和気町介護保険特別会計補正予算（第２号）についてでありますが、この

補正は保険事業勘定では、既定の予算に９２７万１，０００円を追加し、予算総額を１８億５，９８９万９，０
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００円とするもので、主な内容は、歳入では国・県支出金、支払基金交付金及び一般会計繰入金の追加、歳出で

は職員人件費及び保険給付費等を追加し、予備費で調整するものです。サービス事業勘定では、既定の予算に９

２万円を追加し、予算総額を１，２３２万円とするもので、主な内容は、歳入では一般会計繰入金の追加、歳出

では職員人件費を追加するものであります。 

 次に、議案第１０６号の令和４年度和気町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）についてであります

が、この補正は歳出において人件費を追加し、予備費で調整するもので、予算の総額に変更はございません。 

 次に、議案第１０７号の令和４年度和気町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）についてであります

が、この補正は既定の予算に１５０万円を追加し、予算総額を１０億８，５４６万２，０００円とするもので、

主な内容は、歳入では雑入として県補償金を追加し、歳出では人件費、雨水排水機場の電気代、入田橋中継ポン

プの操作盤移設工事費を追加し、予備費で調整するものであります。 

 次に、議案第１０８号の令和４年度和気町特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について

でありますが、この補正は既定の予算に２００万円を追加し、予算総額を３億６３８万６，０００円とするもの

で、主な内容は、歳入では一般会計繰入金を追加し、歳出では人件費、消費税、終末処理場の電気代を追加し、

予備費で調整するものであります。 

 次に、議案第１０９号の令和４年度和気町和気鵜飼谷温泉事業特別会計補正予算（第３号）についてでありま

すが、この補正は既定の予算から３，０５８万５，０００円を減額し、予算総額を３億５，３６８万１，０００

円とするもので、主な内容は、歳入では事業収入等を減額し、歳出では管理運営費の人件費、需用費等を減額

し、予備費で調整するものであります。 

 次に、議案第１１０号の令和４年度和気町上水道事業会計補正予算（第４号）についてでありますが、この補

正は収益的支出において１１万円を追加し、予算総額を８，３０８万２，０００円にするもので、主な内容は人

件費を追加するものであります。 

 次に、議案第１１１号の令和４年度和気町簡易水道事業会計補正予算（第４号）についてでありますが、この

補正は収益的支出において７９９万３，０００円を追加し、予算総額を２億２５７万円にするもので、主な内容

は、配水施設の修繕費の追加、人件費の追加をするものであります。資本的収入においては５，６００万円を追

加し、予算総額を２億１，８２６万５，０００円にするものです。資本的支出においては５，６００万円を追加

し、予算総額を２億４，４５５万３，０００円とするもので、主な内容は石生配水池増設工事に伴う企業債及び

工事請負費を追加するものです。併せて継続費の総額を２億４，１３０万円とするものであります。 

 以上、御説明申し上げましたが、詳細につきましては担当課長に説明させますので、御審議、御議決賜ります

ようよろしくお願いいたします。 

○議長（山本泰正君） 次に、議案第１０２号から議案第１１１号までの１０件、順次細部説明を求めます。 

 財政課長 海野君。 

○財政課長（海野 均君） 議案第１０２号説明した。 

○議長（山本泰正君） ここで場内の時計が、午後１時まで暫時休憩といたします。 

               午後０時００分 休憩 

               午後１時００分 再開 

○議長（山本泰正君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 財政課長 海野君。 

○財政課長（海野 均君） 議案第１０２号説明した。 

○議長（山本泰正君） 住民課長 鈴木君。 

○住民課長（鈴木健治君） 議案第１０３号・議案第１０４号説明した。 



- 23 - 

○議長（山本泰正君） 介護保険課長 井上君。 

○介護保険課長（井上輝昭君） 議案第１０５号説明した。 

○議長（山本泰正君） 上下水道課長 田村君。 

○上下水道課長（田村正晃君） 議案第１０６号・議案第１０７号・議案第１０８号説明した。 

○議長（山本泰正君） 産業振興課長 新田君。 

○産業振興課長（新田憲一君） 議案第１０９号説明した。 

○議長（山本泰正君） 上下水道課長 田村君。 

○上下水道課長（田村正晃君） 議案第１１０号・議案第１１１号説明した。 

○議長（山本泰正君） これから議案第１０２号から議案第１１１号までの１０件の質疑を行います。 

 質疑をされる方は、ページ数と項目を明確にされ、質疑をお願いいたします。 

 まず、議案第１０２号令和４年度和気町一般会計補正予算（第７号）についての質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、議案第１０２号の質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第１０２号を総務文教及び厚生産業の各常任委員会並びに和気鵜飼谷温泉事業特別委員会に付託したいと

思いますが、御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第１０２号は、総務文教及び厚生産業の各常任委員会並びに和気鵜飼谷温泉事業特別委員会に

付託することに決定しました。 

 次に、議案第１０３号令和４年度和気町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）についての質疑はありませ

んか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、次に議案第１０４号令和４年度和気町国民健康保険診療所特別会計補

正予算（第２号）についての質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、次に議案第１０５号令和４年度和気町介護保険特別会計補正予算（第

２号）についての質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、次に議案第１０６号令和４年度和気町農業集落排水事業特別会計補正

予算（第２号）についての質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、次に議案第１０７号令和４年度和気町公共下水道事業特別会計補正予

算（第３号）についての質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、次に議案第１０８号令和４年度和気町特定環境保全公共下水道事業特

別会計補正予算（第２号）についての質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、議案第１０３号から議案第１０８号までの６件の質疑を終わります。 

 お諮りします。 
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 議案第１０３号から議案第１０８号までの６件を厚生産業常任委員会に付託したいと思いますが、御異議あり

ませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第１０３号から議案第１０８号までの６件は、厚生産業常任委員会に付託することに決定しま

した。 

 次に、議案第１０９号令和４年度和気町和気鵜飼谷温泉事業特別会計補正予算（第３号）についての質疑はあ

りませんか。 

 ６番 居樹君。 

○６番（居樹 豊君） これ、もう明日、特別委員会ありますんで、細かいことは結構ですけども、一言、明日

に備えて、この数字は予算上分かります。過去に経営改善策、その辺が具体的に見えてこない。もう議論するよ

りも、もうあと実践、行動あるのみということで、その辺を明日の委員会のほうでは町のほうの姿勢といいます

か、コロナ絡みでということは、いつまでもコロナコロナとは言っておられんので、コロナとどういう共存した

形で収益見通しを立てていくかという、基本的なところで、表面的なことじゃなしに、本当にそもそものところ

を、明日の委員会のほうでは期待しておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（山本泰正君） 答弁はよろしいな。 

               （６番 居樹 豊君「はい」の声あり） 

 ほかに質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、議案第１０９号の質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第１０９号を和気鵜飼谷温泉事業特別委員会に付託したいと思いますが、御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第１０９号は、和気鵜飼谷温泉事業特別委員会に付託することに決定しました。 

 次に、議案第１１０号令和４年度和気町上水道事業会計補正予算（第４号）についての質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、次に議案第１１１号令和４年度和気町簡易水道事業会計補正予算（第

４号）についての質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、議案第１１０号及び議案第１１１号の２件の質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第１１０号及び議案第１１１号の２件を厚生産業常任委員会に付託したいと思いますが、御異議ありませ

んか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第１１０号及び議案第１１１号の２件は、厚生産業常任委員会に付託することに決定しまし

た。 

（日程第７） 

○議長（山本泰正君） 日程第７、議案第１１２号町道路線の認定についてを議題とし、提出者の説明を求めま
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す。 

 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） それでは、議案第１１２号について提案理由を説明いたします。 

 議案第１１２号の町道路線の認定についてでありますが、道路法第８条第１項の規定により、町営団地５号線

ほか１路線を新規認定したく、同条第２項の規定により議会の議決を求めるものであります。 

 以上、御説明申し上げましたが、詳細につきましては担当課長に説明させますので、御審議、御議決賜ります

ようよろしくお願いいたします。 

○議長（山本泰正君） 次に、議案第１１２号の細部説明を求めます。 

 都市建設課長 西本君。 

○都市建設課長（西本幸司君） 議案第１１２号説明した。 

○議長（山本泰正君） これから議案第１１２号の質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ９番 西中君。 

○９番（西中純一君） ２７１ページのこれ見たら、もっと実際の道になるところは縦とか横、まだあるような

感じに見えるんですけど、取りあえずこの赤と青のこの区間だけということで、後ほどまた認定が増えるという

ことなんですか。その辺はどんなですか。 

○議長（山本泰正君） 都市建設課長 西本君。 

○都市建設課長（西本幸司君） 失礼いたします。 

 この赤の道路と水色の道路で示している部分で最終でございます。この町道沿いと、今既存の町道沿いに敷地

に沿って建つということで、今回で敷地造成が完成するというものでございます。 

               （９番 西中純一君「分かりました。既にもうあるということですね」の声あ

り） 

○議長（山本泰正君） ほかに質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、議案第１１２号の質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第１１２号を厚生産業常任委員会に付託したいと思いますが、御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第１１２号は、厚生産業常任委員会に付託することに決定しました。 

（日程第８） 

○議長（山本泰正君） 日程第８、請願第４号及び請願第５号の２件を一括議題とします。 

 まず、請願第４号学校生活において内閣、文部科学省、厚生労働省の方針に則ったマスクの自由化や黙食の緩

和が徹底されるよう求める請願書についてを議題とします。 

 これから請願第４号の紹介議員であります尾崎智美君から説明を求めます。 

 ２番 尾崎君。 

○２番（尾崎智美君） それでは、説明をさせていただきます。 

 学校生活において、内閣とか文部科学省、厚生労働省が出しておる方針にのっとったマスクの自由化とか黙食

の緩和が徹底されるようにお願いしたいという内容でございます。 

 黙食に関しては、緩和していくのがよいのではないかというふうなことがもう言われておりますので、そのよ
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うに従っていただいたらと思っております。大人はもう既に食事のときも、大声ではなくても普通のおしゃべり

は当たり前のようにしとりますが、学校ではいまだにちょっとでもおしゃべりしたら先生から注意されるような

状況が続いておりますので、普通に、大声を出さずにおしゃべりするぐらいはいいだろうということで、そのほ

うが子供の教育上にもいいだろうということで、そのような方針になってるかと思いますので、それが徹底され

るようにということです。 

 それから、マスクに関しても、状況に応じてというふうなことも言われておりますので、外で体育をする場合

ですとか、それから状況によって、もう全然しゃべらないような筆記試験とか、そういったところから徐々に、

マスクをするもしないも、もう本人の自由ということでしていただくようにお願いできたらと思います。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（山本泰正君） これから請願第４号の質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 尾崎君、御苦労さまでした。 

 次に、請願第５号何処の中学生も自由にクラブ活動ができるように求める意見書の提出を求める請願書につい

てを議題といたします。 

 これから請願第５号の紹介議員であります山本 稔君から説明を求めます。 

 ５番 山本君。 

○５番（山本 稔君） それでは、何処の中学生も自由にクラブ活動ができるように求める意見書ということ

で、趣旨としては、今書いてあるように、各体育の項目において、全国の中学生の体育大会の要項がございま

す。その要項が、現在の都市部では有効に行われていると思いますが、地方では実情に合ってないということ

に、今なってきております。また、職員の働き方改革によって、その職員の働いていた分を地域のほかのところ

に負担をかけるような内容で、クラブ活動とかの地域移行になっております。これをもう少し見直していただい

て、中学生が、今現在では部活をしたくても部がない、部をつくってくれないということがございます。そうい

うことのないように、したいと思ったらその地域でできるような方向で進めていただきたいというのが趣旨でご

ざいます。そういうことによって、改善を早急にしていただきたいというのが、この要望書でございます。今、

クラブ活動は地域移行になっておりますが、地域移行になる前に、もう既に弊害が出ていますので、早急にその

制度を改革して、すぐにでも何かいい方法でクラブ活動ができるようにしてほしいというのがお願いでございま

すので、よろしくお願いします。 

○議長（山本泰正君） これから請願第５号の質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ６番 居樹君。 

○６番（居樹 豊君） この請願２件につきまして、総論的に特にございませんけども、参考までに、この請願

第５号のほうは、法人、個人は問わず、この方については個人という資格でというふうに理解しとんですけど

も、個人じゃ駄目だということじゃなしに、その辺のこういう団体の場合は、ほかの請願の仕方として、和気町

の、例えばスポ少とか、何か一つ公的な、そういうとこでの方法もあったんかなという感じが、素朴な質問です

けど。 

 それと、これは岡山県下でも、これ、今、部活関係は私も、この前、教育委員会の傍聴に行きましたけども、

今そういう問題を抱えとるけども、岡山県下の２７の市町村の中でこういう動きを、というのをなぜ聞くかとい

うと、タイミング的には今がこういうタイミングなのかどうか、少し私も分かりませんと思うて。せっかく和気
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町議会として出す以上、国のほうへ、内閣総理大臣に出すんで、その辺の感触、紹介者じゃなくても事務局のほ

うでもある程度把握しとんであれば、併せて教えていただきたい。 

○議長（山本泰正君） ５番 山本君。 

○５番（山本 稔君） これについては、地域のスポーツ少年団とか、そういうクラブとか、そういうとこから

の意見はいただいておりませんが、一指導者として、個人がそういうことを思っているということで出していた

だいております。この方、体育指導員みたいな、免許を取りに行くとき、よその中学校とかの意見も聞いている

そうです。同じような悩みを持ってるところが多いということで、私もそういうことを常々感じておりましたの

で、早急にしたほうがいいということで、この時期になったというところでございます。今の時期にしていかな

いと、来年度に変更するということにならないということで、今の時期になったということで御理解いただけれ

ばと思います。 

○議長（山本泰正君） 他の市町村の動きが分かれば。 

○５番（山本 稔君） 他の市町村は、もうこういう動きは今のところ聞いておりません。ただ同じような悩み

は持ってるというのは聞いております。 

○議長（山本泰正君） よろしいですか。 

 ほかに質疑はありませんか。 

 １番 今西君。 

○１番（今西宏康君） ２項目めの教職員の働き方改革ということが要望されているんですが、これは職員数な

どもっと検討してとあるのは、具体的に、いわゆる教職員を増やせという意味なんでしょうか。それとも今、地

域の、民間の人を動員してクラブ活動を維持しようという、何かそういう指導が文部科学省から出ておるやに聞

くんですけれども、それとのすり合わせといいますか、ちょっと教えてください。 

○議長（山本泰正君） ５番 山本君。 

○５番（山本 稔君） 国のほうからクラブ活動の地域移行ということが出ておりますが、職員数が、今、子供

の人数が少なくなってるので、職員の数も減っています。それで、その減っている職員の中で今までクラブ活動

していたので残業が多くなって、それで職員の働き方改革でそういう残業を少なくしようということで、地域移

行に持っていくようになってます。ですから、その残業分は地域移行に全部投げて、自分らの職員の中で改革は

しないと。もう、少し職員を増やして、今までやってきたクラブ活動とかの負担を職員数で少し軽減する、そう

いうことも混ぜて、それで地域とやれば、地域移行に全部投げられると地域の人は大変困るということで、こう

いうことを取り上げていただいております。 

               （１番 今西宏康君「分かりました」の声あり） 

○議長（山本泰正君） ほかに質疑はありませんか。 

 １１番 当瀬君。 

○１１番（当瀬万享君） 山本 稔議員に聞くんじゃなくって局長に聞くんですけど、先ほどの質問は、個人で

国に出すよりは団体名で出したほうがいいんじゃないですかということじゃから、そのことに関して、局長はど

ういうふうに思われとるか。個人で出して、和気町議会が仮に通って、きちんと国が対応してくれるんかという

ような心配があって、そういう質問があったんじゃと思う。できたら団体名で出したほうが有効なんじゃないで

すかということじゃから、大富さんじゃったんかな、何かの団体名でもこしらえてから出すとかというたほう

が、個人名でも大丈夫なんですかということ。自分もそれを聞きたい。 

○議長（山本泰正君） 事務局長 則枝君。 

○事務局長（則枝日出樹君） 請願を出すことに個人で提出されて、賛同された議員がおられるということは何

ら問題ないです。ただ、意見書として、今後、国のほうへ出すとあれば、先ほど議員が述べられたほうが適当か
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という意見もあると思いますが、個人が駄目ということは事務局としては言えませんので、この状況で審議して

いただけたらと思います。 

○議長（山本泰正君） １１番 当瀬君。 

○１１番（当瀬万享君） ほんなら、山本 稔議員に聞くんですけど、何とかならんのですかね、団体名という

の。多分、私が国の人間でも、何なら個人の名前で来とるがなというような話。幾ら和気町議会がオーケーを出

してもそういうふうに思われるんじゃないかなというふうに思うんで、そこを心配するわけです。やられること

はいいことだと思うんじゃけど、その重みが心配なんで。それで局長はオーケーということなんじゃけど、本気

で考えてくれるかどうかという心配があるから。それを何とかならないんですかということです。 

○議長（山本泰正君） 意見書は議会名で提出になります。請願は個人という流れになりますんで、ちょっと説

明が悪かったというんか誤解を招いとる部分があるんじゃないかと思いますが、個人から出たものも、議会が通

れば和気町議会として提出するという流れになりますので、御了解願いたいと思います。 

               （１１番 当瀬万享君「いやいや、そうしてあげてください。何とか通るよう

に。終わり」の声あり） 

 よろしいですか。 

               （１１番 当瀬万享君「はい」の声あり） 

 ほかに質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認めます。質疑を終わります。 

 山本君、御苦労さまでした。 

 請願第４号及び請願第５号の２件を会議規則第９２条第１項の規定により、お手元に配付した請願文書表のと

おり所管の常任委員会に付託しますので、審議方よろしくお願いいたします。 

 総務課長 永宗君。 

○総務課長（永宗宣之君） 失礼をいたします。 

 本日午前中に、尾崎議員から御質問いただいております議案第９７号の放置自動車に関する条例の中で、議案

書で言うと７６ページにあった中で、この条例では自動車と第二種原動機付自転車が書いてあるが、第一種の５

０㏄のバイクはいかがかというようなお尋ねであったかと思いますが、この件につきましては、平成２６年の条

例第１４号で和気町自転車等の放置防止に関する条例といったようなものが既にございまして、こちらの中で自

転車並びに道路交通法に規定する原動機付自転車というようなことで、こちらの条例で対応ができるようになっ

ております。回答が遅くなり申し訳ございませんが、御理解よろしくお願いいたします。 

○議長（山本泰正君） 以上で、本日の日程は全て終了しました。 

 明日は、午前９時から和気鵜飼谷温泉事業特別委員会が予定されております。また、特別委員会終了後、議会

全員協議会を開催いたしますので、御出席方よろしくお願いいたします。 

 本日は、これにて散会します。 

 御苦労さまでした。 

               午後２時１１分 散会 
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               午前９時００分 開議 

（開議の宣告） 

○議長（山本泰正君） 皆さん、御苦労さまです。 

 ただいまの出席議員数は、１２名です。 

 したがって、定足数に達しておりますので、これから本日の会議を開きます。 

（議事日程の報告） 

○議長（山本泰正君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。御了承を願います。 

（日程第１） 

○議長（山本泰正君） 日程第１、一般質問を行います。 

 一般質問は、会議規則第５５条及び第５６条の規定に基づき、１人４０分以内、同一項目につき質問回数４回

以内を原則とし、一問一答方式で行います。なお、４０分は、質問、答弁を合わせてですので、答弁者は特に簡

明、的確なる答弁をお願いいたします。 

 それでは、通告順位に従いまして、６番 居樹 豊君に質問を許可します。 

 ６番 居樹君。 

○６番（居樹 豊君） 皆さん、おはようございます。 

 それでは、議長の許可を得ましたので、ただいまから一般質問に入ります。 

 まず、第１ですけども、草加町政から太田町政に替わりまして、約８か月経過しました。町民の皆さんの声を

代弁しながら、本日は１番目に町役場の組織体制の強化についての考え方をお聞きしたいと思います。 

 まず、町内を、私、結構昼も夜も徘回をしておりますけども、役場へ来ますと、町民の声として、職員の皆さ

んは一様にパソコンに向かって忙しそうに仕事をしているようだというようなことをよく耳にいたします。こ

れ、私じゃなしに町民の方が言われます。時折あります。職員の皆さんは、基本的に真面目に仕事に取り組んで

おられるということは十分承知をしております。ただ、人口減少下の中で、税収も減り、今後、町民負担を増や

すことも難しい状況であります。多くの町民の声として、役場職員の総数も、人口減少に応じて新規採用等を抑

制しながら、少数精鋭の職場組織をつくる必要があるということをよく聞かれます。皆さん方も、多分そういう

声を耳にすることがあると思いますけども、そういう状況の中で、以下の要旨にありますように、まず１つは業

務遂行に当たっての組織課題、組織見直しの必要性、配置人員は適正かと、それから人財育成と活用、これにつ

いての、まず総務課長のほうから全体的な考え方をいただきまして、再質問でまた議論したいと思います。 

○議長（山本泰正君） 総務課長 永宗君。 

○総務課長（永宗宣之君） 失礼をいたします。 

 それでは、居樹議員の役場組織等の強化見直しについての御質問にお答えをいたします。 

 まず、１点目の業務遂行に当たっての組織の課題は何かについてでございますが、地方分権の進展、地方創

生、人口減少、移住推進への対応、安全・安心のまちづくりへの取組など、年々新たな事務事業が増える状況下

にありまして、合併以来、財政的なこともあり、２００名弱の職員数を維持してきておるところでございます。

組織、人員体制の見直しも行いながら、限られた現有人員の中で日々の事務を進めるといったような状況にあり

まして、将来の重点課題、戦略的施策に向けての実施体制の構築、要員確保といった部分については、課題もあ

るものと認識をしております。 

 次に、組織見直しの必要性をどのように考えているかの御質問についてでございますが、役場組織について

は、これまでも行政ニーズの変化や業務量の変化に対応するため、近年では、危機管理室の創設、企画、地方創

生を担うまち経営課から財政部門の分離、移住推進室の創設など、随時見直しを行ってきているところでござい

ます。来年度、令和５年度におきましては、子育て支援に係る部署を設け、専従の専門職を配置し、妊娠期から
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出産、育児について、総合的に支援できる体制の整備を予定いたしております。 

 今後におきましても、時代の変化、行政需要の変化に柔軟に対応してまいりたいと考えております。 

 次に、３点目の配置人員は適正かについてでございますが、職員の配置人員につきましては、毎年度、人事異

動に際し、業務量等を勘案し、職員からのヒアリングなども踏まえて、その適正配置に努めているところでござ

います。年度途中におけます育児休業、あるいはその他、休職者等への対応につきましては、そのときに即時に

なかなか補充手当てができず、年度末まで欠員状態のまま、その業務についてはほかの職員が補い、その職員に

負荷がかかるといった事態が発生している状況もございます。 

 次に、４点目の人財育成と活用は十分に図られているかについてでございますが、人材育成は、役場に限ら

ず、企業、団体、いずれにとっても重要かつ難しい課題であると思います。外部機関におけます研修や講師を招

いての研修会は、専門知識の習得や他団体の人との関わりの中での気づきの機会となり、有意義であるというふ

うに思いますが、やはりＯＪＴ、職場における研修、職場における上司、先輩などから実務を通しての知識、経

験、技術の伝達、継承、職務への取組姿勢などの指導が重要であると考えております。管理監督者は特に、人材

育成の必要性、重要性を認識し、部下、同僚と行う通常の業務こそが人材育成の場であるとの意識を持ち、日々

の指導に取り組むことが必要であると考えます。また、業務遂行を通じてともに味わう達成感や充実感は、意

欲、探究心の向上につながりまして、職員個々人の資質の向上、組織力向上に資すると考えますので、そういっ

た環境づくりに配慮することで、人財育成を今後も進めてまいりたいと考えております。 

 先ほどの議員の御質問の中にございました、役場の組織は総数抑制、少数精鋭というフレーズがあったかと思

います、当然、職員の資質を向上させる少数精鋭ということ、その言葉には、私といたしましても共感するとこ

ろでございます。最も当然であり、重要なことであるというふうに考えております。 

 また、もう一点の総数の抑制についてでございますが、人口が減少していけば、それに比例して職員数も少な

くて大丈夫だろうという捉え方、考え方というの、当然こちらも理解はできるわけではございますが、小さな自

治体と言いましても、各種サービス、それぞれ住民福祉に対して事務事業、サービスを少なくするといったよう

なことにはつながりません。各種メニューに対応する必要がございますので、人口減少の比率と比例する形で職

員数の減少というのは、一朝一夕にはなかなか難しいのかなという思いは持っておりますが、体制として、その

方向を目指すというところに異論はないところでございます。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（山本泰正君） ６番 居樹君。 

○６番（居樹 豊君） それでは、一通り御答弁いただきました。この問題は、８年前の初当選のときから何回

かお聞きしましたけども、あまりそのときの答弁とそんなには変わってない。よく言えば模範的、悪く言えばあ

まりにも一般的という形でありますので、あえて私がここで私自身の考え方というのを述べさせていただきたい

と思います。 

 まず、こういうことを質問したということは、これ裏腹に、組織課題があるのはあるけれども、総務課長のほ

うから具体的にこういう問題もということぐらいは少しは聞きたかったというのが本音でございます。それか

ら、組織の見直しの必要性、これ、私はこれからの和気町の重点目標といいますか、まず人口減少対策というの

は言わずもがなですけども、そのほかにも子育て支援という大きな課題、これも全て人口減少に起因するんです

けども。それから、もう一つ、私は個人的に今まで一般質問で何回も同じことをやりましたけども、観光振興、

こういうこの３つ、これぐらいを中心にやってもらいたいということから、私は組織の見直し、それについて

は、そういう重点施策をやる場合は、人の配置をしないとなかなか、仕事の体制を整えないと仕事に取りかかれ

ない。そういう意味で、新年度に向けて、子育て関係の組織づくり、前にちょっとそういうことをにおわされた

ことがありますけども。それと、私は観光施策ということで、所管は産業振興課ですけども、あそこに今、商工
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観光係がありますけども、あるだけで実際の、機能的にもう少し人の配置も含めて。それから、これについて

は、地域おこし協力隊員が今、和気町に６名おられますけども、その辺も、人の動きが難しければ、地域おこし

協力隊を例えば産業振興課の観光のところに配置するという、そういうことを含めての組織見直しの必要性とい

うのを考えてほしいということで、私自身の個人的な考えですけども、執行部からそういう具体的な話をお聞き

したいというのが本音でございます。 

 それから、配置人員、これも仕事の関係で、先般、町長からお話があったかも分かりませんけども、職員の配

置に当たっては、関係課長に聞きますと、どうしても自分のところは今手いっぱいだというようなことが、うち

は余力ありますからという声はなかなか出ません。しかし、これは各担当課長がどうこうという意味じゃなし

に、これは町長、副町長、トップのリーダーシップで、きちっと平素の仕事の質、量を見ながら、これがトップ

の仕事で、それをきちっと適正配置するのが、言葉としては適正、今現在も適正配置でしょうけども、それじゃ

あ前進はありません。現状維持は後退を意味しますんで。物事は、現状を肯定じゃなしに、現状を否定するぐら

いじゃないと、新しい発想は出てこないと思います。そういう意味であります。 

 それから、４つ目は人財育成、これ、皆さん気づいとると思いますけども、人財の財は財産の財と書いてます

けども、これは駒じゃありません。材料じゃありませんので、人財ということで、これも言葉としてはＯＪＴ、

言われました。本当に一番大事なのは、外部研修、オフＪＴよりも日常の職場の課長の指導が一番大きいと思い

ます。その辺が、私は日々つぶさに見てませんので。ただ、町民の皆さんから聞くと、役場へ行っていろいろ聞

いても、なかなか的確な答えが出てこないというの。それから、人の異動も激しいし、なかなか、職員そのもの

が町民から見て、そういうことを私に言われるから、まあそんなことはないと思いながらも、そういうのが実情

なんです。そういうところというのは、本当の今の生の、みんなで褒め合うとかというんじゃなしに、こうこう

じゃということでしとかないと物事に進歩がないんで、そういうところが、私もこの４年間、もういろいろ耳に

しました。公式の場でなかなかこういうことは一般の方は言いにくいかも分からんけども、やっぱり私らが聞く

のは本音を聞きますので、そういうことを含めて、総務課長、今のこの４つ、観点から言いましたけども、それ

について、総務課長のほうの考え方を再度お願いしたいと思います。 

○議長（山本泰正君） 総務課長 永宗君。 

○総務課長（永宗宣之君） 失礼をいたします。 

 議員のほうから、例えば観光であるとか人口減少対策、移住のあたり、こういったところに重点的に、戦略的

に職員を配置してはどうかというような御提案であろうかというふうに思います。 

 私のさきの答弁にもございましたように、現状のところは、今の固定事務で現状の事務が手いっぱいのような

状況で、先ほどの答弁にありましたように、将来、重要施策に重点配置ができるような状況にはなかなかないと

いったあたり、ここらが我々としても課題であるという認識をしております。そういったところで、例えば産業

振興課から観光部門だけを独立させて専従職員を置いてというところまでは、今の現状ではなかなかいっており

ませんけども、今は和気美しい森の事業に協力をいただけるような協力隊員の配置もしたりしております。ま

た、移住のあたりには、正規の職員枠とは別にはなりますけども、移住推進員を配置し、あるいは移住と、あと

町のＰＲ、情報発信のための協力隊員を配置する等の手当てをしております。こういったところで、今、御提案

いただいたようなところをより充実する形で、今後の和気町の将来課題へ重点的に注力、取り組んでいくと、こ

ういったような体制もどうにかして構築をしてまいりたい。既存の事務を整理する中で、そういったところに人

を割くといったような方向に向けて検討をさせていただきたいと考えております。 

○議長（山本泰正君） ６番 居樹君。 

○６番（居樹 豊君） 町村の場合、今、新しい業務というのはいつも聞いてます。確かにいろんな業務が自治

体のほうにはかぶせとるということ、それとは逆に今度はコンピューター化しながら、かなり事務的なことは簡
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素化されてます。そういう意味で、仕事が増えとるというのは、いつも私も耳にしとりますし、当然そうなんで

しょう。ただ、事務の簡素化というんか、そういうこともされてますんで、そういう中でやっぱりということ

で、もうそれ以上、このことについては言いません。 

 それから、具体的に、私、この時期というのは、来年４月に向けてこういうことをやるとすれば、もう新年度

に、今からでも、あまり早くはないけど遅くもないかというぐらいで、４月に向けて組織体制を。なぜかと言う

たら、旧体制ならともかく、新しい太田町政ということがありますんで、このタイミング、これ、やっぱりタイ

ミングが大事ですから、いつでも言うたらええもんじゃないんで、この時期にやるしか、来年の３月に言ようた

んでは遅い。だから、きちっとそういうことも含めて、私が今提言させてもらった、先ほど３つありましたけ

ど、移住推進室は今ありますわね。それから、今、私が考えたのは、子育ての支援室みたいな形のものを、具体

的に言わせてもらえばそういうことが必要かなと。新しい課をつくるとかというんじゃなしに、中に。それか

ら、専従体制というんか。それから、観光推進室とか、例えばの話ですけど、そういうことを３つぐらい、今１

つありますけど、あと２つぐらいはそういうことを、町としても内外に町の仕事の体制を示すということも必要

だと思うんです。ただ組織をいじくりゃあええというもんじゃありません。そういうことをあえて申し上げま

す。 

 それと、産業振興、和気美しい森、今、佐藤君が、彼は来年の８月で満期ですけども、その辺も、あとの問題

とか、私は和気美しい森はこれで続けるならば、後の人もお願いして、もし職員の課間の異動が、配置人員の見

直しができんのであれば、今からでも遅くないから、そういう部署に、今の子育てとか観光なんかに、こういう

とこへも地域おこし協力隊をという考え方もなくはないと思います。そういう泳ぎのやり方があります。これ、

うまく活用すると、自主財源もほとんど使わなくても済むような形の仕組みでしょうから、他の自治体もうまく

これを活用してる。その辺はどんなかなというのもあります。 

 それから、適正配置はそういうことで、そういう泳ぎ方をしていただければということで、その辺は各担当課

長とも十分意思疎通をしながら、そういうことをしていかないと、これからの自治体競争には負けてしまうと思

います。ただ、あえて人員のことを言うと、第１次総合計画で、私もメンバーにおりましたけども、１５０人と

いうのがありましたけど、これはなかなか難しいけども、今、約２００人、１９８人ですか、約２００人ですけ

ども。これ、いつも私、ワンパターンで言いますけども、正職員の場合、１人あたり年間約７００万円のお金、

これは結構小さくないお金です。単純計算で言えば。そういうことをすると、今、もうけることよりも出ること

を抑えるしか、収入を増やすか支出を抑えるかと。温泉でもそうですけども、そういうことは聞いたことだけど

も、人間、本当に分かっとるということは、頭じゃなしに実際にアクションを起こさんと、人間は常に分かった

分かった言いますけど、分からんことも分かったような気持ちになるということなんで、それをアクションに起

こすということがこれからの行政に必要だと思うし、町民の方も、そこは皆さん、よく見られとるというのが、

以外と町民の方は知らぬようなけども、我々議員以上によく知っとる部分もあります。そういうことを含めて、

これ以上はいいですけど。 

 それから、もう一つ、最後の研修ですけども、私も議員になってから２年目ですか。滋賀県のほうの全国の自

治体職員の、議員とか職員の研修所があります。２泊３日で私、勉強させてもらいましたけど、本格的な研修は

初めて受けさせてもらって、結構勉強になりました。あのときにも、たしか議員だけじゃなしに地方の職員が、

結構中堅職員が研修に来てました。ベースはあくまでもＯＪＴ、職場内研修ですけども、そういう研修で、やっ

ぱり中堅職員に、あえて課長とか言いません。これからの中堅職員に、これから役場を担う、担い手の職員にそ

ういう研修の機会を与えてほしい。このお金は、逆に、私に言わせたら先行投資ということで、そういう金を、

研修経費を削るようでは、これからのいい町にはならないんかも分からない。そういうことを含めて、ちょっと

真剣に。今、太田町長以下、精力的にやられとんですけども、私、具体的な話として、そういうことも含めて、
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機会があれば課長等とも議論していただきたいということで、最後に取りまとめた形で、太田町長のほうから答

弁をお願いしたいと思います。 

○議長（山本泰正君） 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） 居樹議員の質問に答弁をしたいと思います。 

 職員個々人には、職務に対する責任感と熱意、町民の福祉向上のため、適正かつ迅速な事務執行が求められて

いるところです。高度な知識、技術の習得とその発揮が求められてるということは言うまでもありません。役場

の組織運営、職員に対しましても、各方面からいろいろな厳しい御意見もいただいておりますので、そういった

ことも参考としながら、町民の期待に応えられるよう頑張っていきたい。私も組織の責任者として、そのことは

私の命題でございますので、不断の取組をしてまいりたいと考えています。 

 具体的に、居樹議員のほうからいろいろと出されましたけども、子育て支援室、これ、仮称でございますけれ

ども、来年４月１日から、障がい者の支援だとかひきこもりの支援だとか、妊娠から出産、それから中学生ぐら

いまでのところを含めてやっていけるような、専門の方を配置して、大体３人体制ぐらいでやっていきたいとい

うふうに考えているところです。 

 それから、移住推進室は、御承知のとおり４人体制、課長を入れますと５人ということでやっています。この

６年間で６００人の移住者の方に来ていただきましたし、１０年間、１，０００人ということを目標にして、

今、移住推進室、頑張ってますので、そこにも力を入れていきたいというふうに考えているところです。 

 それから、研修の必要性を言われまして、今年も１人、上下水道課の若い職員、資格取得に行っております。

そういうことで、またもう一人、上下水道課のほうも考えているようです。そうした資格取得、それから勉強会

など含めて強化をしていきたいというふうに考えているところです。 

 それから、最後になりますけども、来年度から部長制をきちっと敷いて、総務、それから建設、民生というと

ころで部長制をきちっと敷いて、横の連携を綿密にできるようにしてやりたいというふうに考えていますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（山本泰正君） ６番 居樹君。 

○６番（居樹 豊君） それでは、次に入ります。 

 ２点目は、吉井川を利活用した観光施策についてということでございます。 

 先ほども申し上げましたけども、和気町の今後のまちづくりにおきましては、私は個人的に観光推進が欠かす

ことができないと、特に重点施策ということで考えております。人口減少の関係の歯止めと言いましても、いろ

んな移住促進やっていただいてもなかなか自然減には勝てない。ですから、なるべく減少をある程度、少しでも

食い止めるべくということで、人口減少対策だと思います。その中で、できることは観光推進という、交流人口

の増というのは、これは自治体の、和気町の施策いかんによってはまだまだ可能性はございます。そういう意味

で申し上げております。 

 そして、また和気町は、山陽自動車道和気インター、ＪＲ山陽本線和気駅など、交通アクセスに、県下の市町

村の中でも非常に恵まれておる町だと思っております。また、交通の便だけでなく、公共下水道や高速通信網、

光回線、町内循環バスなどの生活インフラも非常に充実してるというように思っております。そして、周囲を山

に囲まれまして、南北に吉井川が流れ、風光明媚な有数な住みやすい町だと思っております。あと必要なのは、

和気町の施策そのものを問われると言っても過言じゃないと思っております。そういう意味で、今回は具体的に

吉井川ということを限定しておりますけども、中身的には、１番は具体的に観光施策の現状ですけども、これは

もう幅広いですから、簡潔で、時間もありませんのでよろしい。 

 それから、観光プログラムの進捗状況も、これも長々となりますんで、観光プログラムを今現在どの程度活用

しとんかということに絞ってお願いしたいと思います。 
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 それから、３番目が本題との関連ですけども、御承知のように、ＩＰＵとの包括連携協定を結んでおりますん

で、トップの話題として、ＩＰＵのボート部の新設、Ｂ＆Ｇなんか、その辺を使って、岡山県の三大河川をあの

まま置いとくのはもったいないと思います。そういう意味で、その辺はすぐできると思いません。中・長期かも

分かりませんが、そういうことをトップの話題にしてほしいというのが、意図でございます。 

 それから、それと両面で、和気閑谷高校の場合も、当面の課題は、取りあえず数字を、志願者数を何とかとい

うことですけども、中・長期には、場合によっては島根県の、私どもも視察に行った高校でありませんけども、

江の川にカヌー部をつくってやってるということも、これはすぐにはできません。中・長期でそういうこともか

なり差別化ができますし、そういうことも含めて検討していただければというのが、この趣旨でございます。 

 それから、皆さん、御承知でしょうけども、今、和気の職員の中には、Ｂ＆Ｇのボートの関係の１か月研修を

沖縄へ今まで行かれて、今たしか３名おられると思うんだけども、この辺も、夏場のちょっとしたとこのカヌー

教室じゃなし、私の言うように、そういう用地だけじゃなしに、あそこをもっと使うことを、この３人の方にそ

の期間ぐらいはある程度張りつけで、そういうことも含めて検討されたらどうかなというのが、私の個人的意見

でございます。あと答弁のほうよろしくお願いします。 

○議長（山本泰正君） 産業振興課長 新田君。 

○産業振興課長（新田憲一君） 失礼いたします。 

 居樹議員の吉井川（Ｂ＆Ｇ）を利活用した観光施策についての御質問にお答えをいたします。 

 まず、１点目の観光施策の現状ということでございますが、今年度は藤まつりやふるさとまつりなどのイベン

トを３年ぶりに開催することができまして、観光ＰＲについても、大阪、東京でのイベントにも出展を行いまし

た。コロナ禍で制限されていた本町の観光施策も、少しずつではございますが、回復しつつあるというふうに考

えております。本町は、片鉄ロマン街道、それから和気アルプス、和気美しい森など、自然やアウトドアを楽し

める観光資源を多く有しておりまして、こうした観光資源が、現在、コロナ禍で人気を集めております。こうい

った流れを好機と捉えまして、現在、こうしたアウトドア観光の促進に努めているところでございます。 

 次に、観光プログラムの進捗状況と活用はどうなっているのかということについてでございますが、令和元年

度に、アウトドアと健康をテーマにいたしました観光プログラムを開発いたしました。内容といたしましては、

片鉄ロマン街道のサイクリング、それから自然保護センターでのウオーキングなどの体験をしてもらいまして、

和気鵜飼谷温泉の食事と入浴を楽しんでいただくというものでございます。現在、コロナ禍によりまして、バス

ツアーなどの団体旅行、これは本当に深刻な状況でございますが、回復の兆しも見られております。これらの観

光プログラムについて、引き続きＰＲしていくために、町ホームページの改修やＰＲチラシの作成など、現在検

討をしているところでございます。 

 また、７月には、会員数２，０００万人を持ちます日本自動車連盟――ＪＡＦです――と観光協定を結びまし

て、和気町のお勧めドライブルートというのをＪＡＦのホームページで掲載をさせていただいております。今後

は和気アルプスなどをプログラムに加えるなど、引き続き魅力ある観光プログラムの開発に努めていきたいとい

うふうに考えております。 

 それから、最後、３点目のＩＰＵとの包括連携協定の中で、例えばボート部の新設などを協議内容として考え

てはどうかという件についてでございますが、佐伯Ｂ＆Ｇ海洋センターでのカヌー体験でありますとか、金剛川

での水遊びなど、水をテーマにした観光には、現在、実際のところあまり取り組めておりませんので、前向きに

検討させていただきたいというふうに考えております。 

 また、ＩＰＵのボート部の新設につきましては、再度、先方の意向も確認をいたしまして、検討させていただ

きたいというふうに思います。 

 以上、御答弁とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 
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○議長（山本泰正君） ６番 居樹君。 

○６番（居樹 豊君） 一通り答弁いただきました。 

 先ほども申しましたけど、今、産業振興課長のところの仕事というのは、温泉からいろんな施設から、私もず

っと見てきて、年間、本当にフル稼働で、本当にこのスタッフで、そりゃあもちろん役場全体で大きな事業は相

互応援ということですけども、課があればどうしても、これは他から見ればそれぞれ仕事を抱えとるという中

で、ですから少し、先ほども言いました１番と関連しますけども、やはり人の配置。ですから、応急的には地域

おこし協力隊を、例えば和気美しい森は、来年８月に担当の協力隊員は退任するんかも分かりませんけども、も

うあそこに個別の配置をした意図は私もよく知らんかったんですけども、産業振興課の本体のほうに組織をつく

るじゃなしに、和気町の観光施策に先端でということのプロがおると思うんで、そういうことも含めて、少し掘

り下げた形で、もちろんもとより検討はされとんですけども、具体的なやっぱり。私、あえて素人ですけども提

案させていただくのは、そういう意味で、好きなことを言うとるかも分かりませんが、そういうことを具体的

に、現状はもうある程度、何をせにゃあいけんかということは、皆さん、多分、分かっとられると、もう分かっ

とられるんですわな、執行部の方は皆さん、賢明な方ばかりですから。だから、私らもあえて、少し議員という

外野の立場で言いますけども、一応、全体を少しは眺めた中で言っとるつもりでございます。そういう意味で、

観光施策については、全体的な分と、それから個別の分は後で副町長に答えていただきますけども、これはこれ

からもう少し厚く、予算的に、人、物、金じゃないけども、そういうことをして、和気町をこれからもっともっ

と、先ほども、私も言いましたけども、課長のほうから出ましたけども、この和気町のこのロケーションという

か、全体的に、なかなか岡山県２７市町村でこれだけ恵まれたとこはないかも分かりませんね。あえてそれを、

人が増えていくことは、ちょっと失礼な言い方すれば、無策と言われてもしょうがないんで、そういうことを町

民の方は結構、私ら耳にするんで、そういうことをこれから、特に今回はこういうことを言うのは、新体制とい

うことがある、私の頭の中には特に、新しい体制の中で、新しいという意味で言っとりますんで、その辺を含め

て。 

 最後に、特にここでは、１番、２番の細かいところは、今担当課長のことで、これで私も十分でございます。

あと最後の大きな課題であります吉井川の本題の、Ｂ＆Ｇ、あの辺の両岸の活用といいますか、そこの辺を包括

協定の中で、町長、副町長、そういう年間議論がありましょうけども、そこで少し話題にしてくれんことを、別

に和気町がこうだというんじゃなしに、せっかくのあれですから、トップの話題というの、そういうことを。 

 それから、和気閑谷高校にしてもそうですけども、そういうことを、あそこを何かうまく使ってと。利用者が

直接やるのじゃいけませんけども、そういう誘致的なことができると思いますんで、その辺を全部話題にしてい

ただきたいということで、個別に今までも副町長にもお願いしたことはありますけども、その辺、改めて御答弁

を願いたいと思います。 

○議長（山本泰正君） 副町長 今田君。 

○副町長（今田好泰君） 吉井川（Ｂ＆Ｇ）の利用のことを議員のほうから御質問いただきました。 

 Ｂ＆Ｇの施設利用につきましては、御提案の観光施設としての利用というのはなかなか捉えにくいとは考えて

おるんですけど、本年８月９日に締結しました包括連携協定の中で、スポーツの振興、人材育成交流、施設の相

互利用に関しての内容として、ＩＰＵとの協議は可能と考えております。以前、私が教育次長として、山田小学

校の跡地利用に関して、当時の理事長と学長と御案内させていただきました。その際、眼下を流れる吉井川と少

し上流のＢ＆Ｇの施設を利用することを考えていただけないでしょうかといったお話もさせていただきました。

その際には回答はいただけなかったんですが、今の現状を見ると、利用者が本当に少ないＢ＆Ｇの施設を利用し

てＩＰＵと連携した取組ができないか、再度話合いの場は持ちたいと、先ほど課長のほうからも話がありました

が、話合いを持って、施設利用について前向きに取り組んでいきたいと考えております。 
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○議長（山本泰正君） ６番 居樹君。 

○６番（居樹 豊君） ただいまの２件の問題、具体的な回答もいただきまして、ぜひこれからの和気町という

ことを考えたときに、町政として、特に１番の問題、現状維持というのはこれからは後退を意味するというの

は、皆さん、よく言葉にしますけども、現状をやっとるからそれでいいんだということじゃなしに、これからの

自治体競争に負けないように、組織体制をずっと固めていただいて、これ、私の個人的な意見を言いましたけど

も、ぜひそういうことも内部検討で、そんなもの必要がなければそれでよろしい。そういうことを含めて考えて

いただければということでございます。 

 それから、町長が言われますけども、トップダウンからボトムアップということで、これはもう職場の課長方

の奮起を期待しながら、これからますますこの和気町がいい形で進んでいきますように期待しながら、一般質問

を終わりたいと思います。 

○議長（山本泰正君） これで居樹 豊君の一般質問を終わります。 

 次に、５番 山本 稔君に質問を許可します。 

 ５番 山本君。 

○５番（山本 稔君） 皆さん、おはようございます。 

 議長の許可をいただいたので、御質問をさせていただきます。 

 私のほうからは、２点、質問をするようにいたしております。 

 まず、和気鵜飼谷温泉の汲み上げポンプの状態はということで質問をさせていただきます。 

 平成２８年にポンプの交換をする際に事故がありまして、それから１台で稼働しているわけでございます。も

うそろそろメンテナンスの時期が来てると思っておりますので、このポンプのメンテナンスの時期がいつなの

か、そしてそのメンテナンスをするにはどのくらいの時期、時間がかかるか。そして、今までですと予備のポン

プを持っていたわけです。その予備のポンプを使いながらポンプのメンテナンスを行ってきておりました。もし

そういうふうにするのであれば、予備のポンプが必要となります。ですから、予備のポンプを必要とするのであ

れば、購入するのかどうか。そういうことをお聞きしたいと思いますので、この点についてよろしくお願いしま

す。 

○議長（山本泰正君） 産業振興課長 新田君。 

○産業振興課長（新田憲一君） 失礼いたします。 

 山本議員の和気鵜飼谷温泉汲み上げポンプの状態はという御質問についてお答えをいたします。 

 和気鵜飼谷温泉は、地下１，５００メートルに源泉がございます。約９５０メートルのところまで、揚湯管と

言いまして、湯を上げる管を下ろしまして、管の先端に揚湯ポンプを取りつけ、くみ上げております。湯量につ

きましては、インバーター式の制御でコントロールを行いながら、１日約３０トンをくみ上げているという状況

でございます。この揚湯システムにつきましては、平成２９年に揚湯管が破損いたしまして、ポンプが落下する

という事故がありまして、その際に交換をいたしております。通常、６年から８年ごとにメンテナンスが必要と

されておりますので、来年度から計画的に更新をさせていただきたいというふうに考えております。 

 メンテナンスの方法につきましては、稼働ポンプと予備ポンプの２台が必要となります。稼働ポンプを引き上

げまして、予備ポンプと交換をいたし、源泉の洗浄等を行った上で再設置するという流れになります。これまで

稼働していたポンプは、引上げ後にオーバーホールを行い、予備ポンプとして地上で管理をし、次回のメンテナ

ンスのときに備えることとなります。平成２９年にポンプが落下していることから、現在、町のほうでは予備ポ

ンプというのは所有しておりませんので、次回メンテナンスの際は、新たにポンプを購入する必要がございま

す。 

 また、現在使用しておりますポンプは、アメリカのＥＳＰ社製ということになっておりますが、現在廃番とな
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っているために、オーバーホールの際、部品等について互換性がない場合は、同じような能力の製品購入につい

て再検討する必要がございます。前回更新から６年が経過いたします令和５年度より、インバーター付き制御装

置と併せて計画的に実施してまいりたいと考えておりますので、御理解賜りますようよろしくお願いいたしま

す。 

 以上、御答弁とさせていただきます。 

○議長（山本泰正君） 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） 課長の答弁に引き続いて、私のほうから、和気鵜飼谷温泉の源泉ポンプシステムでござ

いますけれども、当施設の心臓部でありまして、先ほど説明がありましたように、地下９５０メートルからポン

プを引き上げるという特殊な作業でございますので、実施に当たっては慎重に行う必要がございます。先ほど課

長も申し上げましたとおり、来年度、２０２３年度から、一連の事業に着手をさせていただきたいと思います。

和気鵜飼谷温泉は、本町の観光施設としての役割だけでなく、町民の福祉や交流拠点としての役割をしています

ので、今後も十分に継続をしていくように、ポンプの交換、メンテナンスを含め行っていきたいと考えています

ので、よろしくお願いいたします。 

○議長（山本泰正君） ５番 山本君。 

○５番（山本 稔君） ありがとうございました。まず、メンテナンスはもう来年から一応やるということで、

それに対して予備ポンプを購入しないといけないということでございますが、この予備ポンプ、どのくらいの値

段で、どこのメーカーがあるのか、そこら辺もお聞きしたい。 

 それから、このポンプ購入に当たって、どういうふうな予算をもってこのポンプ購入に充てるのか、そこら辺

がしっかり分かるようでしたら、再度お願いしたいと思います。 

○議長（山本泰正君） 産業振興課長 新田君。 

○産業振興課長（新田憲一君） ２点、御質問いただきました。 

 １点目のポンプのメーカーですが、今稼働しておりますポンプというのが、アメリカのＥＳＰ社というところ

のメーカーでございます。廃番になりまして、同じような能力のポンプというのを探してますが、これ、もとも

と石油なんかをくみ上げるポンプなんです、ＥＳＰのポンプ。今、１社、ＢＨ社というメーカーがあります。Ｂ

Ｈというメーカーなんです。これもアメリカのメーカー。こちらのポンプが同じような能力で同じような耐用年

数でというふうにお聞きしておりまして、こちらのほうを今検討しているところでございます。 

 それから、予算についてなんですが、このほかにも、先ほど言いましたインバーターの制御装置、それから揚

湯管というて、湯をくみ上げる管なんです。これ、約１００本、地中へ入っとんですけど、こちらも交換する必

要がございます。それから、そのポンプの交換、全て地方債で対応していきたいというふうに考えておりまし

て、かなり大きな額になってまいります。大体６，０００万円から７，０００万円ぐらい、一連の事業でかかる

んではないかというふうに、現時点ではですけど、予想しておりまして、今後さらに精査をして、具体的な数字

というのも出して、議会のほうでも御説明はさせていただきたいというふうに考えております。 

○議長（山本泰正君） ５番 山本君。 

○５番（山本 稔君） 今お聞きしたの、もう廃番になってるということなんで、同じメーカーのものはないと

いうことですね。同じような能力でもう一社のポンプがあるということで、これ以外はもうほとんど同じような

能力はないん。ですから、このメーカーのを買うということになりますと、もう言いなりということになります

よね。この辺はしょうがないと思いますが、ちょっとでも安くなるのであれば、競争するメーカーがあればなと

思います。 

 それから、今まで使っていたポンプをメンテナンスをするのに、部品とか交換しないといけないというような

ことがあれば、ＥＳＰ社のほうからまだ部品とかが購入できるのか。そこら辺もちゃんと聞いておかないといけ
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ないと思います。 

 それから、予算ですが、なるだけ安く上げるのは当然なんですが、これ、温泉の心臓部です。長くもつような

ことを考えて、少し高くてもちゃんと長いこともつようなことを考えて、安くして損をするようであれば駄目な

ので、少し高くても、しっかりと長もちして安全であるというようなものを選んでほしいと思いますが、これに

ついて、ひとつ、もう一回、よろしくお願いします。 

○議長（山本泰正君） 産業振興課長 新田君。 

○産業振興課長（新田憲一君） 現在、源泉のほうで稼働しておりますポンプですが、先ほども申し上げました

ように、今、廃番ということになってございます。ただ、今後、引き上げてオーバーホールという作業をする予

定ではおるんですが、廃番となっておりますので、ほかのメーカーとか、統合したメーカーの部品の互換性とい

うのを十分確認しないといけないというふうに思います。もちろん、費用については精査をいたしまして、なる

べく負担の少ない方法で考えていきたいというふうに思っております。ただ、１回ポンプを稼働すると、６年か

ら８年、地下９５０メートルのところで動く機械ですので、作業についても慎重に、それから選定についても慎

重に行っていく必要があるというふうに考えておりますので、また機会ごとに、議会のほうでも御説明をさせて

いただきたいというふうに思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（山本泰正君） ５番 山本君。 

○５番（山本 稔君） ありがとうございました。和気町の観光施設、一番大きな観光施設でございます。そし

て、町民の皆さんにとって、温泉というのは憩いの場であり、楽しみのところでございますので、これを閉ざし

てはいけないと思いますので、しっかりと下準備をして、温泉の経営ができるようにお願いしたいと思います。 

 次に、町のＰＲと広報を今以上にしてほしいということで質問させていただきます。 

 前の一般質問で、ＳＮＳを使って町のＰＲをしているのはどういうふうなことをしているのかということでお

聞きしたときに、ＳＮＳを使ってやっているというのを聞いております。そのＳＮＳは、どういうふうな媒体を

使って、どのぐらいの頻度で行っているのか。そういうとこをお聞きしたいと思います。私も、最近、皆さんも

御存じのようにグループ活動をしておりまして、ティックトックとかツイッターとかインスタグラムとかユーチ

ューブ、ここら辺のところをよく見るようにしております。その中で、和気町のＰＲがたまには出るんです。た

まに。ですから、もっと毎日、少しでも、ツイッターとかは毎日つぶやくようなほうがいいというふうに聞いて

おります。インスタグラムとかもそうです。１つツイッターでつぶやくと、インスタグラムとかフェイスブック

とか、連動してアップできるような仕組みもあるようなんで、そういうことを利用して、多くの方に町のＰＲを

していったらどうなのかということをお聞きしたいと思います。 

 それから、こういう物を使うときには、リツイートという仕組みがありまして、リツイートするのをまた見た

人がもう一回、ほかのところに拡散をするような方向になっております。ですから、私たちがやっているような

グループが、今４万人ぐらい、フォロワーというのがありますが、そういうものを利用すれば、１回つぶやくと

そのグループがリツイートする。そういうことになりますと、４万人の人が見れるというような格好になりま

す。また、職場内でもリツイートする人がいれば、１人の人が１００人なり２００人なりに見てもらえるように

なります。それが積み重なって何万人というようなことになりますので、こういう仕組みをうまく利用すると、

もっともっと和気町のＰＲになるんじゃないかと思いますので、こういうことをよろしくお願いしたいと思いま

す。 

 それから、ちょっと前ですか、東京へ、和気町のＰＲということで、新橋のほうで移住推進とか和気町の特産

品とかのＰＲがあったそうでございます。これについて、トップセールスということで、和気町長も行かれてお

ると伺っております。この状況について、どういうふうな状況であったのか、またＰＲしてどういうふうな感触

を得たのか、そこら辺のこともお聞きしたいと思います。 
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 それから、もう一つ、町の広報誌です。私も大体来たら開いて目を通すようにしているんですが、字が多いの

はしょうがないんですが、ちょっと見にくいというか読みにくい。それから、ページを開いていくと、見方で

す。上のほうに両面にわたって題があったりすると見にくいので、そこら辺、見る人の立場に立って、もうちょ

っと広報誌をうまく利用できるようにしたらどんなかなと思います。 

 そして、この前、説明がありましたが、町のほうの放送です。これを今度ＳＮＳとかに変えていくようであれ

ば、そこでしっかりと詳しいことが説明できるようになると思うので、広報のほうは大きい題、皆さんに見てほ

しいような、関心のあることをしっかりとＰＲできるようなものにしていったらいいんじゃないかと思いますの

で、ここら辺のことをお聞きしたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（山本泰正君） 財政課長 海野君。 

○財政課長（海野 均君） 失礼いたします。 

 それでは、山本議員の一般質問に対してお答えをいたします。 

 まず、ＳＮＳを使ってどういう媒体、頻度で、具体的にティックトック、インスタグラム、ユーチューブ、そ

ういったものを全国的、世界的にも毎日発信しているということで、そのあたり、あるいは広報誌についても御

質問がありましたので、ＳＮＳと広報について、私のほうから答弁をいたしたいと思います。 

 まず、ＳＮＳは何を使っているかという御質問からお答え申し上げます。 

 情報のデジタル化やスマートフォンの普及により、町の魅力や情報を発信する手段として、議員御指摘のとお

り、ＳＮＳの活用については欠かせないものと考えております。和気町では、平成２３年度からフェイスブック

の利用を始め、現在、ツイッター、インスタグラムを加え、主にこの３種類のＳＮＳを利用しております。 

 次に、ＳＮＳを利用してＰＲをしているが、どのくらいのペースで行っているかという御質問です。 

 現在、和気町では、ツイッターを中心に、それぞれの特徴に応じた投稿をしております。ツイッターに関しま

しては、先ほど議員御指摘のように、情報拡散力が強く、リツイートです。最新の情報の検索に優れているとい

う特徴から、職員が頑張って、平日に関しては毎日投稿しております。１２月１日現在で、昨年４月のアカウン

ト開設以来、ツイッターに関しましては４０２件の投稿をしております。内容について、観光、子育て情報のほ

か、町内の出来事やささいなことでも投稿し、和気町の魅力や取組などを知ってもらうきっかけづくりとして活

用しております。ツイッターに関しては、議員御指摘のとおり、リツイート機能があるということで、こちら、

毎日投稿し、気に入った投稿内容によっては、町民あるいは町外の方にリツイートしていただいて、その後、町

の情報を拡散していただいてるような状況でもございます。次に、インスタグラム、こちら、写真投稿に特化し

たサービスであり、藤公園の開花状況であったり観光情報などを中心に、視覚的な情報発信に努めております。

インスタグラムもリツイートに似たような機能がありまして、町民、町外の方が町内の観光施設をインスタで発

信した場合に、和気町がそのインスタの写真をリツイートのような形で引用するようなケースもあったり、逆の

ケースがあったり、そういったリツイート機能を使いながら、インスタグラムに関しても投稿のほうを行ってお

ります。フェイスブックについては、和気町が最初に始めたＳＮＳであり、ツイッターの利用開始以前はメイン

の情報発信の手段として活用しておりましたが、ツイッターに比べて閲覧数、拡散数が少ないため、現在ほとん

ど投稿していないという状況になっております。 

 次に、町の広報誌は見やすくいいものだと思っているかという御質問にお答え申し上げます。 

 町の広報誌は、単に行政情報を発信するための役割だけでなく、町と町民を結び、よりよい関係を築くための

重要な手段であると考えております。特に、紙媒体である広報誌は、ＳＮＳが普及している現在において、高齢

者を中心としたデジタル弱者にも情報を届けることができる、重要な役割を担うものと位置づけております。広

報誌は多くの町民に見ていただくことが重要であり、そのためには、町民が求める情報、町からのお伝えしたい

情報を、誰もが分かりやすく、見やすい内容となるように努めております。 
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 その取組の一例を挙げます。まず、視覚的に見やすくするために、平成３１年から全ての紙面をカラーに刷新

しております。また、町の取組などに興味、関心を持ってもらうために、毎月、特集記事を掲載するよう努めて

おります。その結果として、令和３年度、昨年度、岡山県広報コンクールの広報誌の部において、片上鉄道の特

集記事が入選いたしました。町の報道委員会においても、広報誌が見やすくなったという意見もいただいており

ます。このような声をいただきますと、一定の評価を感じるとともに、担当課としても大変励みになっていると

ころでございます。 

 最後になりますが、情報のデジタル化、スマートフォンの普及により、町の魅力や情報を広く発信するための

手段として、議員御指摘のとおり、ＳＮＳの活用は欠かせないものであると考えます。今後も積極的にＳＮＳを

活用した和気町の魅力発信を行ってまいります。 

 また、広報誌においても、誰にとっても分かりやすく見やすい内容となるよう、町民の皆様の御意見をいただ

きながら、引き続き改善に努めてまいりたいと考えております。 

 最後に、議員御指摘のとおり、今回、告知放送が、今、音声の情報だけということで、今後、告知放送の改

修、更新に当たっては、ＳＮＳ、文字情報も発信できるような、そういった機能も、随時考えていきたいという

ふうに考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（山本泰正君） まち経営課長 寺尾君。 

○まち経営課長（寺尾純一君） 失礼いたします。 

 それでは、山本 稔議員からいただきました町のＰＲと広報についての御質問のうち、東京でのＰＲの内容等

につきまして、私のほうからお答えさせていただきます。町長が諸般の報告で申し上げたものと重複する部分も

ございますが、御了承いただきたいと思います。 

 本町では、コロナ禍による移住の流れが強まっているという状況を踏まえ、令和２年度に移住観光キャラバン

の実施を計画しておりましたが、感染状況が落ち着かないという状況が続いておりましたので、これまで実施を

ずっと延期をしてきておりました。本年度は、状況が変わってきておりましたので、ようやく実施にこぎ着けま

して、産業振興課と一緒に、１０月２２日、２３日の２日間、東京の代々木公園で行われたアウトドアイベント

のアースガーデン秋２０２２にブースで出展いたしまして、移住相談や観光ＰＲ、特産品の販売等を行っており

ます。また、和気町の認知度を高める相乗効果を狙いまして、時期を同じくして、渋谷、新宿、池袋等の８か所

の街頭ビジョンに和気町のＰＲ動画を約５０日放映する企画も実施いたしました。和気町ブースへ来られた方は

約４００人、そのうちプラス移住相談にも１２人がお越しいただいております。２日目の２３日には、太田町長

も参加して、和気町ブースや会場内でのステージのトークセッションで、移住相談や観光ＰＲをトップセールス

で行いました。やはり町長自らが来場者に直接ＰＲすることは、町の熱意を伝えるという、そういう部分で速力

が非常に高かった。ＰＲに効果的だったというふうに考えております。 

 今年度は、１０月のキャラバン以外にも、移住関係では７月に移住相談会へ参加をしており、年明け以降も、

東京、大阪での移住相談会への参加を計画しております。観光関係におきましても、産業振興課が９月に大阪市

のあべのキューズモールで開催された中四国９県観光物産展に、備前市、赤磐市とともに参加しています。ま

た、１０月には、大阪駅で開催された備前県民局主催のびぜんおかやま！晴れの国マルシェに備前県民局管内の

市町村とともに参加し、それぞれ観光と特産品のＰＲも行っております。今後は、より効果的なＰＲの実施を目

指して、スケジュール的に可能であれば、また町長が参加できる機会を増やせればと、担当課としては考えてお

ります。 

 以上、山本議員への答弁とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（山本泰正君） 町長 太田君。 



- 42 - 

○町長（太田啓補君） それでは、トップセールスを行った感触はどんな感じかという点について、私のほうか

ら答弁をさせていただきます。 

 定例会初日の諸般の報告で話をさせていただきましたけれども、１０月２２、２３日にかけまして、まち経営

課と産業振興課の職員とともに、東京の渋谷センター街及び代々木公園において、観光と移住ＰＲ活動を行いま

した。先ほどの、まち経営課長の答弁と重複する部分もありますけれども、少し状況も交えて、感想を述べさせ

ていただきたいと思います。 

 ２２日は、午前中、閑谷学校での釈菜行事に参加をしたため、午後から岡山を出発し、夕方から渋谷センター

街での広告ビジョン放映の様子を視察いたしました。同時に、そのビジョン放映を背景に記念撮影を行い、それ

をＳＮＳで発信するということも行いました。この広告ビジョンは、渋谷、新宿、池袋で各２か所、それとＪＲ

高田馬場駅前、及び立川の合計８か所で、１０月３日から１１月中旬までの約５０日間、放映がされました。こ

の企画は、株式会社フィルムメーカーズクラブの御厚意により行われたもので、大手広告代理店では通常１，０

００万円相当の料金が必要ということですが、今回は無料でお世話になりました。今回の企画では、関係人口の

増加、知名度とブランディングの向上、観光誘致、移住促進、ふるさと納税のＰＲなど、多くの効果が見込まれ

たと思っています。 

 また、２日目の２３日には、代々木公園で開催されましたイベントにも参加をしました。そのときに、相談に

来られた若い御夫婦が、地域おこし協力隊として和気町に移住をしていただける、そのような状況も生まれてい

ます。同時に、当日は東京都あきる野市の中嶋市長とともに、ステージ上で町の宣伝をさせていただきました。 

 トップセールスを行った感触はという御質問でございますが、私の主観ではありますけれども、東京に行って

よかった、可能であれば今後も継続をしていきたいと考えています。 

 大阪ではしないのかということにつきましては、まち経営課長からも答弁があったように、今年については産

業振興課が観光ＰＲとして２回行っています。今後、機会があれば、私も参加をしたいと考えています。 

 最後になりますが、全国の自治体が生き残りをかけて、様々な手段を用いて、我が町の魅力の発信に力を入れ

ています。本町としましても、移住や観光といった分野だけでなく、和気町が持つ多様な魅力を幅広く発信して

いかなければならないと考えています。効果的なＰＲには、ＳＮＳや映像メディアといった様々な手段を重層的

に駆使しながら、プロモーションを継続的に実施していく必要があり、トップセールスによるＰＲが効果的であ

るならば、今後もできる限り対応していきたいと考えています。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（山本泰正君） ５番 山本君。 

○５番（山本 稔君） ありがとうございます。まず、ＳＮＳは大体ツイッターを中心にしているということで

ございますが、これ、アカウント名、多分、わけまろくんだと思うんですが、まず毎日上げているということで

あれば、私のほうのチェックが甘いんかなと思います。毎日上げていただくと、リツイート率もかなり高くな

る、和気町の知名度も大変高くなると思いますので、ここら辺のことをしっかりとお願いしたいと思います。も

う一つ、和気鵜飼谷温泉のほうも、こういうことを使って、時々上がっておりますが、最近、あまり上がってな

いようです。ですから、もう町全体のＰＲとして、どんな部署でも、何かＰＲをするときにはＳＮＳもしっかり

と使ってＰＲをするということを心がけていただきたいと思いますのが１つ。 

 それから、町長は大阪もできれば行きたいということでありますが、大阪のほうもかなり和気町に興味を持っ

ていただいて、移住してこられる方もおられますので、大阪、近いということで、東京よりも移住する人が多い

んではないかと思いますので、ここら辺のＰＲもぜひ行ってほしいと思います。産業振興課のほうで、特産品と

かふるさと納税のＰＲとかはしているんでしょうが、移住のほうはなかなかＰＲできてないと思いますので、そ

こら辺をしっかりと、町長自ら、一遍でも行ってやっていただくと、やっぱり魅力も伝わると思います。そこら
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辺を、これからの考えについて、もう一度、よろしくお願いします。 

○議長（山本泰正君） 財政課長 海野君。 

○財政課長（海野 均君） 失礼いたします。 

 ツイッターのアカウント名につきましては、平仮名でわけまろくん和気町公式というアカウントで、平日は基

本的に毎日更新しております。移住推進室、まち経営課、産業振興課、財政課、あと子育て支援の健康福祉課と

いった、若手の職員を中心に、各課の情報、１週間であったこと、その日のあったこと、直近であったこと、ニ

ュース、いろんな町の出来事を基本的につぶやいております。今後も、観光、温泉も含めて各課の町のＰＲ情報

を、職員に声かけしながら、気をつけていきながら、情報発信に努めてまいりたいと考えております。 

○議長（山本泰正君） 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） 観光ＰＲだけでなく、大阪で移住のＰＲをしてはどうかということでございますので、

ぜひそういったことにも力を入れて、大阪でのトップセールスも行ってまいりたいというふうに考えてますの

で、よろしくお願いいたします。 

○議長（山本泰正君） ５番 山本君。 

○５番（山本 稔君） ありがとうございました。移住推進はしっかりできていると思っております。今後とも

各課におかれましてＰＲをしっかりとして、ますます和気町の魅力を皆さんに届けられるように、そして定住し

てきてくれた皆さんにも、和気町に来てよかったというような町になるように、これからも皆さんと努力を重ね

ていきたいと思いますので、今後ともよろしくお願いします。 

 以上で一般質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（山本泰正君） これで山本 稔君の一般質問を終わります。 

 ここで場内の時計が、１０時４０分まで暫時休憩といたします。 

               午前１０時２０分 休憩 

               午前１０時４０分 再開 

○議長（山本泰正君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 次に、３番 從野 勝君に質問を許可します。 

 ３番 從野君。 

○３番（從野 勝君） 議長の許可をいただきましたので、質問をさせていただきます。 

 私は、和気町で特別奨学金制度を作ることはできないかということについて質問をさせていただきます。 

 現在、和気町では、和気閑谷高校の存続ということが非常に大きな問題になっとると思います。もう既に１０

０名の定員を大きく割って、８０名を２年連続で切った場合は募集停止という瀬戸際まで来ている状態でありま

す。学校、町ともにいろいろと対策を講じられとると思いますけれども、今現在では、男子寮の完成、女子寮を

造る計画等があります。しかしながら、一度でも８０名を切ってしまうと、恐らく次の年も同じ状況になるんで

はないかと思われるわけであります。そういうことになりますと、学校の存続は非常に難しい問題になると思い

ます。今、全国枠で募集をされて、何とか８０人のラインを辛うじて守り、学校の存続を長引かすように努力を

されております。しかしながら、体育会系の生徒は、私学が、それこそもうあの手この手、金に飽かして集める

わけですから、公立高校にそういう体育会系の子供を集めるってことは非常に難しいんじゃないかというふうに

思います。そこで、我々も和気閑谷高校の卒業生でありますけれども、なぜ和気閑谷高校が魅力をなくしたかと

いうことについて、原点に立ち返るべきじゃないかなと思うわけですが、まず閑谷学校は、日本国内最古の庶民

の学校として発足して、現在３５０年まで続いとる学校であります。いわゆる和気閑谷高校は、学問をする、勉

強をする学校でなければならないわけであります。体育会系の生徒を集めるのも必要ですけれども、町内外を問

わず、和気閑谷高校に来てくれる生徒を増やすため、給付型の奨学金制度をつくり、経済的な問題で大学進学を
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諦めざるを得ない優秀な生徒を集めることが必要なんじゃないかと思います。そして、奨学金制度を活用し、い

わゆる学校の偏差値を上げることにより、国公立に入れる生徒を育て、生徒数を増やし、将来的に、和気町に役

立つ人材を育成するためにも、奨学金制度をできるだけ早く検討され、一日も早く実行されることが急務じゃな

いかと思われます。このことについて、町長の考え方をお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（山本泰正君） 教育次長 万代君。 

○教育次長（万代 明君） 失礼いたします。 

 從野議員から、和気閑谷高校存続のため、和気閑谷高校生を対象とした特別奨学金制度をつくることはできな

いかとの御質問をいただきましたので、御答弁をさせていただきます。ここでは授業料以外の必要経費等への助

成や補助金等も含めた広い意味での奨学金制度ということでお答えをいたします。 

 まず、全国には、和気町同様、自治体として高校魅力化支援に取り組んでいる市町村がございます。授業料以

外の必要経費に対する助成の例としては、入学準備金として定額給付するもの、制服、タブレット等の物品購入

費を補助するもの、定期代等の交通費を補助するもの、下宿費の一部を補助するもの、部活動費の一部を補助す

るもの、成績優秀な生徒に奨学金を給付するもの、学力向上支援として各種検定の受検料や教材費を補助するも

のなど、様々な取組がございます。県内の例を見てみますと、矢掛町が、県立矢掛高校の生徒、保護者を対象

に、制服等の被服費補助、通学費補助、通塾費補助、端末費補助などを実施しております。また、備前市が、備

前緑陽高校の生徒、保護者を対象に、通学費補助や入学費助成などを令和５年度から実施するよう、４，３００

万円の債務負担行為を上程した旨が、先日新聞に掲載をされました。和気町においても、和気閑谷高校の生徒、

保護者に対しどのような助成ができるか、令和５年度当初予算への計上を目指し、プロジェクト会議で検討を進

めているところでございます。なお、和気町では、和気閑谷高校生に特化はしておりませんが、高校進学や大学

進学に際し、貸付型の奨学金制度を設けております。 

 次に、奨学金制度をつくる上での問題点ではございますが、次のような点が懸念されます。給付型ということ

で考えますと、恒久的に一定の財源が必要になること、町外、県外から和気閑谷高校に通う生徒への給付に対す

る町民の理解、また町外の高校へ通う和気町在住の生徒との公平感をどう保つか、こういったことも含め、和気

閑谷高校存続に向け、和気町としてどういった支援が適切かつ効果的であるか、検討を急ぎたいと考えておりま

す。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（山本泰正君） ３番 從野君。 

○３番（從野 勝君） 今、矢掛町、備前市、それぞれに何だかんだ子供たちの教育のために一生懸命やられと

るようですが、今、もう和気町は、８０名を切ったら募集停止だというような、そこまで来とる。私の言いたい

のは、３５０年続いた学校を、ちゅうちょして、手をこまねいとったばっかりに灯を消す。これ非常に全国に対

して、先ほどから和気町のＰＲをしろとかなんとか言ようりますけども、とんでもない汚点になるんじゃないか

と。３５０年続いた和気閑谷高校の灯を消す。これは恐らく考えられないほどダメージ大きいんじゃないかと。

そのために何ができるかを考えなきゃいけんと思う。今、確かに和気閑谷高校の教育程度は非常に低いです。だ

から、私の孫も和気閑谷高校へ行きゃあええが、わしも行ったんじゃからと言ったら、じいちゃん、和気閑谷高

校へ行ったら大学やこう行けれんのんじゃって。何がって言ったら、偏差値が低過ぎるって。それで、皆さんも

よく御存じだと思いますけど、和気閑谷高校の生徒が和気駅でどういう形で座っとるか。あまりにもレベルが低

い。そりゃあ、学校の指導が悪いんかも分かりませんけども、そういう姿を見せると、保護者は行かせたくない

んですよ。教育長もよく分かっとられると思いますけども、岡山県の教育委員会としても、レベルの高い高校に

は優秀な教員を配置しますよ、当然。もう潰れようかという高校に、とんでもなくいい先生をやって、潰したく

はないんですよ。だから、私が思うのには、和気町の子供たち、それから全国的にも町外の子供たちにでも、経
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済的に、もう親の状況を見とったら僕はもう大学へ行くまあか、私も行くまあかというような子供たちに和気閑

谷高校へ来てもらって、それで大学へ行くときに、一時金としてでも、幾らかでも給付型のことができたり、そ

ういうことまで考えて、本当にもうなりふりを構ってる状態じゃないん。私はそう思うんです。財源は、私は、

大きな声では言えないんですけども、先輩の議員が一生懸命頑張っていただいて、このたびボートレースの収入

を教育に使うという条例までできた。立派な財源があるわけですよ。その財源を本当に活かして使う。子供たち

の給食費を無料にするとかなんとかという簡単なことに使わずに、本当にそういう、今、何をすべきかというこ

とを十分考えて、和気閑谷高校が偏差値が上がって、国公立にぼんぼん子供たちが入るようになったら、誰も岡

山まで電車賃を使って行かさんですよ、親が。朝晩、車で送り迎えをしながらやっとんですよ、皆。何で行かん

のんかというて、偏差値があまりにも低過ぎるからですよ。学校は確かに就職する生徒もおる。しかし、和気閑

谷高校には普通科に定員が多過ぎるんですよね。でも、普通科は、今専門学校へ行く予備校になっとんです。和

気閑谷高校を出とるから、専門学校へ行くのに内申書を書いてもらえると。そんな形で普通科があるんですよ。

私は違うと思うんです。ぜひ、そういう意味でも、優秀な子供はいっぱいおりますよ。その子供たちが和気閑谷

高校へ自分から進んで来れるぐらい、和気町が自分のとこにある高校でしょ。それにお金を使う。もしこれでき

なんだら、男子寮も、女子寮を造っても、何も要らんですよ、これ。もうほんまに造っただけですよ。邪魔にな

るだけですよ、あと。そういうことになりかねない状況に来てるのに、あれが問題がある、これが問題があると

いうふうな問題意識を上げずに、ほんまにもう頑張って、もう決めていく、そういう姿勢が必要なんじゃないか

と思いますので、その点について、町長、ひとつよろしくお願いします。 

○議長（山本泰正君） 教育長 徳永君。 

○教育長（徳永昭伸君） 失礼します。 

 今、議員から数々の御提言をいただきました。御存じのとおり、県が進めております高校再編整備計画、本年

度末の入試、来年度の入試で数のことが本当に出てきておりますけども、現在、１００名、８０名という２つの

段階を設けて、県のほうも再編整備計画をつくっておるところでございます。今回の、今、こういう再編整備計

画に該当するんではないかというような心配が危惧されるような状況になったその原因については、本当にいろ

いろな様々な要因が考えられまして、上げていけば切りがないんですけども、ただ先ほども議員からお話があっ

たように、歴史のある閑谷学校の流れをくむ和気閑谷高校として、今求められているものは何かということにつ

いて考えますと、やはり保護者、子供たちから文武両道の、自分のやりたいことができる、そういう高校ではな

いかなと思っております。そのためにどういうことが必要なのかということで、我々、県立学校は所管しており

ませんけども、和気町としての和気閑谷高校への魅力化推進事業の関わりという部分から、和気閑谷高校の校長

先生をはじめ、他の先生ともいろいろ連携を取りながら、お話をしておるところでございます。高校がもうそう

いったことについては十分理解をされておられて、何とか今の状況を打開したいということで、進学一つについ

ても、上級学校への進学を目的に、あるいは就職を目的にコース制を引き、その中でより効果的な成果を得られ

るような授業の在り方というところも進めておられます。町としても、高校内での公営塾の設置とか、学力向上

に向けての公営塾の設置とか、そういうあたりも考えて進めておるところであります。なかなかこれ、ほんなら

すぐに打開できるかというとこは難しいんですけども、今後も高校側と連携を取りながら、多分今、從野議員が

言われた思いというのは、ここへおられる議員も、あるいは和気町民の方も共有できる部分ではないかなと思っ

ておりますので、今後もそういうとこを踏まえて頑張っていきたいと思っております。 

 また、財源についてもいろいろ御提言をいただいております。先ほども次長が答弁させていただいたように、

せっかくの財源でありますので、より効果的な形で活用させていただいて、少しでも効果が現れるような、皆さ

んに納得していただけるような、そういう魅力化事業の推進をしていきたいと思っております。具体的な解決方

法についてお話ができないのは大変残念なんですけども、プロジェクトチーム等で具体策についてもいろいろ検
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討していますので、そういうもんも含めて、今後、数的なことを皆さんにお話しすることがないような形になれ

たらと思っておりますので、今後とも頑張っていきたいと思っておりますので、御理解のほどよろしくお願いし

ます。 

○議長（山本泰正君） 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） 私のほうにも質問がございました。県立和気閑谷高等学校の存続は、和気町の喫緊の課

題であるということで、課を横断して、現在、プロジェクトチームを立ち上げて、来年度以降の支援策を検討し

ているところです。多くの案が出てきていると聞いてはいますけれども、それを厳選をしながら、取組を進めて

まいりたいと考えています。從野議員の提案につきましても、それに類似した内容が、プロジェクトチームでも

検討をされています。高校入学や大学等の進学について、和気閑谷高等学校に特化した奨学金制度ということで

御提案もいただきました。実は、プロジェクトチームでもその内容はもう出てきていまして、現在、検討中でご

ざいます。町内者の方には給付型、町外の方につきましては貸与型というようなことの検討なんかも、具体的に

現在しているところでございますので、奨学金制度は各市町でも現在、制度化をされているということがござい

ますので、各市町のバランスも見ながら、検討も進めていくというふうにさせていただきたいと思っています。 

 それから、女子寮の建設なんですが、今、男子寮は御承知のとおり校内に整備をされていますが、女子寮につ

きましても、これ、急務でございますので、来年度入学者の状況を鑑みながら取り組みたいというふうに考えて

います。当面は、和気鵜飼谷温泉を女子寮として、一部改修というか、今回、予算も出させていただいてます。

簡単なパーティションを組み立てたりして、それから備品を購入したりする予算でございますけれども、当面と

してつなぎの寮として使わせていただきたいというふうに考えていますので、その準備のための予算も計上させ

ていただいたということでございます。今後、来年度予算でも、関係予算につきましては議会の皆様にお諮りを

することになると思いますので、今後ともどうぞよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（山本泰正君） ３番 從野君。 

○３番（從野 勝君） 今、町長のほうから、それから教育長のほうからも、いろいろお話をいただいたんです

が、これはゆっくりやったらいいもんじゃないんです。もう恐らく、これだけ少子化になっとるときに、この来

春の高校生が、恐らく８０名を切るのはもう見えてますよ。だから、少しでも早く、それこそ駆け足でもやるぐ

らいのスピードを持って対応しないと、せっかくいいアイデアも何にもならない、惜しかったと、考えとったん

じゃけど間に合わなんだ、そんな状況じゃどうにもならないんで、スピード感を持ってやっていただくというこ

とが非常に大切でありましょうし、町内、町外って区別すべきかどうか、これは非常に大きな問題ではないかと

思います。もう優秀な子供が来て、国公立に入ってくれる。そういう子供を育てておけば、必ず、私は和気町の

役に立つと思います。今、余談になるかも分かりませんけど、和気閑谷高校のキャリア探求科を卒業の子が、う

ちの会社で働いてくれてます。今年で１０年になります。もっくりもっくりやりょうたんですけど、一人前にな

りました。だから、そりゃあ進学だけがいいわけじゃないです。そりゃあキャリア探求科も非常に大事です。だ

から、いずれにしても、やっぱり子供たちが和気閑谷高校へ入ってくると。そして、和気の企業に１人でも２人

でも就職してくれる、そういう体制をつくることが非常に大事でないかと思いますので、ぜひ急いでお願いした

いと思います。 

○議長（山本泰正君） ３番 從野君。 

○３番（從野 勝君） 次に、移住者を増やすためにどのような計画を持ってるのかということについてお尋ね

をいたします。 

 和気町に移住してこられる人は結構おられるわけですけど、移住してこられた人が住宅に困ってるんです。そ

れで、前には空き家とか、そういうすぐ住めるような住宅が結構あったんです。しかし、移住者もかなり来られ

たし、それで、長い間、空き家になってたら、すぐに住めるような状態ではないんです。非常に困っとんのが住
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宅問題だということを、来られる人がほとんど言います。今もお試し住宅に２人来られて、毎日のように住宅探

しをされてますけども、なかなか頃合いのもんがないということを言われて、非常に困っとるわけですが、その

ところで、和気町には古い町営住宅がまだまだ佐伯のほうにはいっぱいあって、住宅はいっぱい建っとんだけど

も、入っとる方は３人おったり２人おったりとかというような状況が、米沢であるとか、佐伯庁舎の後ろの若草

とかというところにあります。そのあたりを再編して、移住してこられて、当座は町営住宅でもいいですから住

ませてあげる。そしてあと、そういう人たちに住宅を建ててもらう。町営住宅に入っていただいて、それもいい

ですけども、やはり自分の家を持ってもらう。いわゆる和気町にもうそれこそは骨を埋めてもらえる、そういう

人たちを増やさなきゃいけないんじゃないかと思うんですが、そういう住宅を再編して移住者用に分譲するよう

な住宅ができないものか、それをお尋ねしたいと思います。 

 それと、もう一点は、今、空き家の取得にこの地区の不動産屋を主体にして動いとるわけですが、和気町の職

員の中に、不動産の事業とか、そういうものに詳しい職員、臨時でもいいじゃないですか。採用して、移住者に

寄り添った形で家を探すお手伝いをする。また、先ほども協力隊の話が出てましたけども、ただ単に協力隊で来

てもらって、しばらくおって、３００万円のお金がもう出なくなったら帰りますっていうようなんじゃなくて、

和気町のためにひとつやってやろうというふうな者の、そういう協力隊の隊員を使いながら、本当に移住をして

くれる、この間の町政懇談会の中でも、町長のほうも、人口減少を食い止めるのは、対策はどうだっていう話が

町民から出たときに、もう移住を何とかしなきゃいかんとはっきり言われたように私は聞いとんですが、それだ

け移住というものがもう非常に大きな問題になっとんじゃないかと思います。ぜひそういうことも踏まえてお答

えをいただければありがたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（山本泰正君） まち経営課長 寺尾君。 

○まち経営課長（寺尾純一君） 失礼いたします。 

 それでは、從野議員からいただきました、移住を増やすための方策に関しまして、移住者向けの住宅地の確

保、それから空き家の取得等の関係とか、そういった移住の関係の、そういう人の配置とか、そういった部分に

つきましてお答えをさせていただければというふうに思います。 

 まず、現状についてでございますが、移住者向けの住宅の確保につきましては、現時点では、宮田分譲地の宅

地造成とか朝日団地の民間企業への売却による住宅地の整備と、そういったものをやっておりまして、宮田分譲

地では、今、１８区画のうち、ハウスメーカーが３区画、個人が２区画の計５区画が売れているという状況でご

ざいます。朝日団地につきましては、今建築されている戸建て住宅のうち、賃貸物件が１０棟ほど建設されると

いう計画というふうに聞いております。この賃貸物件は将来的には購入も可能な物件ということで、移住者が将

来的に住まいを購入、または新築されて定住いただく前のつなぎといいますか、前段階の期間をカバーできるも

のとして、これは期待しているものでございます。 

 次に、空き家の取得と改修に関しましては、空き家の掘り起こしを進めてきた成果もありまして、近年では毎

年２５件程度の空き家バンクへの申請をいただいておるということで、昨年度は４４件ということで、過去最多

を更新しております。こういったもので、制度としては浸透してきているものというふうには考えております。 

 また、従来から空き家の改修に対する補助金に加えまして、令和３年度からは空き家の片づけという補助金を

創設いたしました。こちらにつきましても、初年度は２件ということで少なかったんですけど、今年度は５件と

いうことで、今現在５件、申請いただいてるということで、こちらにつきましても、空き家の改修とか空き家の

再利用に関することにつきましては、皆様方、だんだん制度が浸透してきて、ああこういう制度を使えば空き家

の利活用とかにつなげられるんじゃないかなということで、そこらあたりのところはある程度成果が出てきてい

るというふうに考えております。 

 それから、あとそれ以外にも民間賃貸住宅の建設の支援とかも過去に行っておりまして、一定の成果は上げて
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きております。 

 しかしながら、移住者のニーズを十分に満たすかというふうなことの観点でまいりますと、実際にはそこまで

は至ってない状況ではないかなと。先ほど議員からのお話もありましたように、家がないということで、和気町

への移住を諦められて、他市町へかわられたといった方のケースも、私自身も把握をしております。そういった

ことから、現状以上の成果を上げていくには、これまでどおりの施策の継続だけでは困難でありまして、新たな

取組を検討していく必要がある時期に来ているというふうに考えております。先ほど議員もおっしゃられました

けれども、住宅地の確保に関しましては、例えば使用してない公共施設や用地を利用した新たな住まいの整備の

検討、実施方法といたしましては、直営、それだけではなくて民間企業へ売却した後の建設、ないしはＰＦＩと

いった官民の共同の手法を用いた住宅の整備、そういったようなものの検討が上がってくるようになると思いま

す。 

 また、空き家の活用につきましても、掘り起こしは継続しつつ、改修の補助に関しましてはどの自治体も似通

った補助内容になっておりますので、ここらあたりも町が特にターゲットとしている子育て世代、そういったあ

たりの方には、例えば優遇措置的にインセンティブを設けて補助額を上げるとか、そういったようなものでこち

らの和気町としての狙いというのを明確にして、そういった方々への速力を上げていくと、そういったような補

助の改正、そういった変更も必要であるというふうに考えております。 

 また、移住される方が最初にアクセスするホームページ等につきましても、各種の申請をウェブ申請ができる

ように改修するといったようなことも、今、具体的に検討をこちらはいたしております。町の移住者の獲得に向

けた方策につきましては、今後もより一層情報収集に努めて、企画とか、そういったものを考えていきたいとい

うふうに思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上、從野議員に対する答弁とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（山本泰正君） ３番 從野議員。 

○３番（從野 勝君） もう時間が残り少なくなってしまったんであれなんですけど、移住者の方は安くなかっ

たらいけんのですよ。そこを踏まえといてもらわないと。土地も安く、それで家を建てるときも建設資金の補助

だとか、いろんな、本当にもう砂糖にアリが来るぐらい、もうとにかくそうしないと、移住者の方も目が肥えて

ます。本当に目が肥えとんです。全国のパンフレットを見ながらやっとんで、非常に肥えとんです。そのあた

り、どこまで立ち入った応援ができるのか、その点について、この前、町長もトップセールスに行ってこられた

と思いますが、それについてちょっと感想をお願いします。 

○議長（山本泰正君） 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） 人口減少の対策として、私、本当に移住者を受け入れるということは非常に有効な手段

だというふうに考えています。そのためにも、多くの課題が山積みはされているんですけども、そのうちの大き

な１つが住まいに関するニーズだと思います。そのニーズに対してミスマッチが生じているということは重々承

知をしているところでございます。解決の、打開にはなかなか至らない状況ではございますけれども、特に住ま

いに関しては移住推進室の努力もございまして、空き家バンクへの登録申請数も増えてはきているという状況で

はございますけれども、新たな取組の実施が必要になるというふうに考えているところです。課題解決へ向け

て、関連する各担当課と事業内容を検討して進めてまいりたいというふうに思います。議員がおっしゃったよう

に、確かに、本荘地区ではなくて、中山間のほうに移住者の方が多く行かれるというのは、言われたように、土

地が安くてというようなこともあるだろうと、物件が安いというようなことがあるだろうと思います。先ほど言

われた町営住宅の跡地なんかも利用してと、使ってないところも、そこを利用したらどうかというようなことも

御提案いただきましたんで、そこも含めて検討をさせていただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いい

たします。 
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○議長（山本泰正君） ３番 從野君。 

○３番（從野 勝君） 今、町長からもお話をいただいたんですけども、人口減を止めるのは移住しかもうな

い。そのためには、本当によそがやっとることを踏襲するんでは全く成り立ちません。来てくれた人たちがもう

ことごとく、それは確かに職員が連れていってくれて、いろんなとこを見せてくれるんですが、なかなか短期間

で決めてしまう、本当にできないそうです。やはり移住してくるってことは、職業をもうなくして来るわけです

から、できるだけ温かい援助をしながらやらないと、子供連れのお母さんたちは本当に大変なんです。だから、

もうきれいごとじゃなくて、本当に親身になって移住対策をする、そこのあたりまで踏み込んだ対策を講じなき

ゃいけないんじゃないかと思いますので、よろしくお願いします。 

 これで私の質問を終わります。 

○議長（山本泰正君） これで從野 勝君の一般質問を終わります。 

 次に、１番 今西宏康君に質問を許可します。 

 １番 今西君。 

○１番（今西宏康君） 質問させていただきます。ちょっと盛りだくさんになりました。でも多くは町民様の代

弁でございますので、聞いてください。 

 まず、項目１の和気町のインフラと環境についてということでございますが、１点目、これは６月議会でも質

問させていただきましたけど、南部簡易水道というのがあります。「本荘地区等」と書いてるの、「等」は消し

てください。あえてもう本荘地区だけ、喫緊の課題と言われておりまして、枯渇しておると。南部水源っていう

のが和気駅の横へありますが、これが福富から入田、それから稲坪、大中山、清水と、それから日室台もあるそ

うですけど、要は本荘地区の南半分がこの利用域になっておる。これでも、特にこの冬場、乾季で全く足りない

ので、私のおる駅前や西森、森だとか尺所だとかというのは上水道になっとんですが、そっから融通しておるん

だけど、これも足りなくなるということで、石生にまた造っておると。南部簡水の、石生に新しいのができるか

らいいんじゃないのかと言われるんですが、そういうもんではないと、この辺のことについて。 

 それから、６月議会では、私は新しい水源を福富のＪＲの高架下のあたりの、初瀬川の一番下でなんか提案し

たりもしたんですが、ちょっと難しかろうと。じゃあ、どうするんだということをお伺いしたいということでご

ざいます。よろしくお願いします。 

○議長（山本泰正君） ３つあるけどええん。 

○１番（今西宏康君） いいです、あとはもう自席でやりますから。 

○議長（山本泰正君） 上下水道課長 田村君。 

○上下水道課長（田村正晃君） それでは、今西議員の一般質問にお答えしたいと思います。 

 本荘地区に限ってということでございまして、上水道確保の施策の有無についてという御質問でございます。 

 本荘地区につきましては、今、議員おっしゃられましたように、南部水源地と、それから田原水源地から給水

を行っております。地区内の給水人口は約２，２００人です。給水量は日量で１，０００立方メートルとなって

おります。しかし、議員おっしゃられましたように、近年では乾季における南部水源の水位が下がっており、田

原水源地から応援給水を行っていると、その時間も長くなってるということでございます。上水の区域からの応

援給水というよりは、具体的には１１時間、今運転をしております。日量約４４０トンを応援しているところで

ございます。以前には、南部水源地の井戸を掘り下げをしたり、それから敷地内に補助井戸を掘ったりしており

ますが、やはり根本的な解決策には至っておりません。このような状況の中で、上下水道課といたしましては、

新たな井戸を整備をすることをせずに、他団体から給水をするということを検討してまいりたいと思っておりま

す。 

 具体的な方法といたしましては、１つとしては、岡山県広域水道企業団から新たな給水ルートを構築するとい
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うのも一つの方法であります。このことについては、岡山県広域水道企業団に打診をしております。新たに受水

が可能かどうか、今、検討をお願いしているところでございます。それから、もう一つの方法として、備前市か

らの受水を受けるという案でございます。備前市は、今、坂根地区に浄水場の整備を行っております。この水を

清水、大中山に受水ができないかと。これも備前市に対して打診をし、検討を行っているところでございます。

このように、本荘地区について、他団体から受水をすることができれば、田原水源地の負担も軽減ができるんじ

ゃないかなというふうに私どもは考えております。いずれの方法もまだ具体的な内容をお示しできる状態でござ

いません。今後、必要な費用、あるいは財源などの検討も必要であると考えております。いずれにいたしまして

も、町民に安心して給水できる仕組みを構築してまいりたいというふうに考えております。 

 以上で答弁とさせていただきます。 

○議長（山本泰正君） １番 今西君。 

○１番（今西宏康君） 上下水道課長、ありがとうございます。備前市から、今、坂根で工事をされておられま

すね。そこにお願いしたというのは、非常に心強いことでございます。まだ工事が終わるまで、再来年ぐらいま

でかかると聞いておりますけれども、吉井川の水を南のほうから補給していただければ、少なくとも一番水が懸

念される清水、大中山の方は安心されると思います。よろしくお願いします。 

 続きまして、この場で２点目、３点目と順番に聞かせていただきたいのですが、その大中山、清水で一番の課

題となっております臭気問題です。これ、前回の議会でも言わせてもらいましたが、町長も現地説明会もしてい

ただいて、住民の方も、いよいよ解決の緒に就くのかということで期待しておるわけです。具体的に、牛ふんの

量が多過ぎる。結果的には、堆肥に恐らくし切れてない。これは調べたら分かります。牧場も大変だと思います

ので、助けてあげるために、この際、バイオマス発電、これは牛ふんをメタン発酵させて、そのメタンガスを燃

やすという、北海道でよくやってるやつですけど。兵庫県の中にもあるようです。何より岡山県笠岡干拓地で、

今、工事をやっております。これは国内最大級のが県内で、笠岡市で造っとる。こういうのを参考にしてはどう

かと。ここもちょうど牧場が１６あるんですけど、全部集めて３，０００頭と言いますから、いかに小林牧場が

大きいかということでございます。それで、バイオマス発電、もしくはより簡単なのは、単に堆肥を作るだけ

と。堆肥と言ってもばかにならないので、これは最近は技術が進んでおりまして。和気町では昔、加三方に小さ

いのがあったようですけども、今はやってないですよな。堆肥の本格的な生産工場というのは、県内にはどうも

ないようです。いろいろ、備前県民局畜産班に聞きましたけども、例えば美咲町に県の畜産研究所がある。そこ

では最新の、これは県の機関ですから、実験的に堆肥をいいのを作っとるそうですが、そんな量が多いわけでは

ない。だから、もう地元で使って終わりだと。あとは高梁市ですとか、県北のほうにそういうところがあるよう

です。組合で、行政が絡んでやってるところがありますけれども。やっぱり進んでいるのはほかの県のようで

す。飛騨牛で有名な岐阜県なんかは、堆肥の生産について民間が乗り出しておると。実は岡山県内にもそういう

業者があると聞いておりますので、こういうのを誘致したらどうかというのが次の質問でございます。よろしく

お願いします。 

○議長（山本泰正君） 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） 大中山地区での臭気問題ということでございますので、小林牧場に係る臭気問題だろう

というふうに推測をいたしております。議員の御提案を真摯に受け止めて、前向きに検討をさせていただきたい

と思います。 

 議員の御提案は、事業体の誘致ということで、バイオマス発電、もしくは堆肥製造の工場などを誘致したらど

うかということの御提案のようでございます。どのような事業体が存在をするのかということも含めて、調査研

究をしてまいりたいというふうに思います。同時に、当事者であります小林牧場の御意向も考慮しなければなり

ませんので、今定例会終了次第、早急に小林牧場ともお話をさせていただく機会を設けて、前向きに検討をさせ
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ていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（山本泰正君） １番 今西君。 

○１番（今西宏康君） ありがとうございます。いや、それが聞きたかったんでございまして、確かに相手のあ

ることで、先様が納得されないとつくれません。太田町長が出ていかれるのがベストだと思っております。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 続きまして、３点目でございますが、町政懇談会でも質問が出ておりました、里山景観復活事業というのが新

しく産業振興課で設けられた補助制度。これは苗木を植えてくださいということですね。地区別に苗木を植えれ

ば２０万円の補助ですか。さくらとか、みかんなんていう話もあるようですが、手を挙げておられる地区があ

る。ただ、これ、私のところに佐伯のほうから複数言われてるんですが、例えば室原すもも園とか、南山方りん

ご園のことを考えてみなさいと。誰が世話をするんだと。苗木を植えるのはいいかもしれんが、花が咲いて実が

なるまでに数年かかる、実が採れるまでに。その間、毎年、下草を刈らないかんでしょうと。それまで、わし、

生きとるか分からんよというようなことを言われる。つまり、手っ取り早く１年でお金になるものをしたいんだ

と。それは今までもいろんな単年作物については補助があるでしょうが、里山景観復活というんですから、やっ

ぱり花が欲しいと思います。景観ですから、花が咲くことが一つ、私は、それで単年作物で補助があまり今まで

気がついてなかったもの、例えば菜の花なんかも考えたんです。これは何かの補助があるようですが。あとは、

花も実もあるということで、実が採れるゴマとかソバとか、ああいうのは結構かわいい花が咲くん。一番お勧め

なのはヒマワリでございますが、これも油が採れる。こういったところで、補助があまりないようですので、こ

れを里山景観復活事業に入れてもらいたいというのが、佐伯のほうのとある区長の御意向。ちなみにヒマワリに

関して言えば、佐伯は昔やってましたので、非常に受けがいいところがあります。田賀とか父井原とかでもやっ

とられますけれども、あとは、これは実は私の関係でやってられたのが、曽根であったり、本地区であったり、

働であったり、あっちこっちでぽろぽろやってられる。こういうのを地区で本気になれば可能性あるんじゃない

かと思いますが、いかがでしょうかという質問です。 

○議長（山本泰正君） 産業振興課長 新田君。 

○産業振興課長（新田憲一君） 失礼いたします。 

 今年度、創設をさせていただきました里山景観の復活事業でございますが、この目的は、各地域の景観整備、

それから遊休農地の再生、再利用、こういったことに御活用いただけたらということで考えたものでございま

す。 

 議員御質問の単年作物、それから野菜などを補助対象にしてはということでございますが、確かに景観整備活

動に非常に取組やすくてスムーズな事業展開につながるかもしれませんが、この事業は地域の継続した景観形成

に資することを目的としておりまして、単年作物というのは作付の年のみの活動で終わってしまうということ、

それからこの事業が３年という時限でやっておりますので、この事業終了とともにその活動も終了してしまう、

こういう心配がございます。今回は、この事業については対象外とさせていただいておりますので、御理解をよ

ろしくお願いしたいと思います。 

○議長（山本泰正君） １番 今西君。 

○１番（今西宏康君） まあそういう回答になるだろうという予想はありましたんで。ただ一応、町民の、区長

の声をお届けせにゃいかんということで、あえて言わせていただきました。また、引き続き可能性を探っていき

たいし、それに応対をしていただきたいと思います。 

○議長（山本泰正君） １番 今西君。 

○１番（今西宏康君） 引き続き、大きな２項目めですが、「和気美しい森」と「天神山」について質問させて

いただきます。 
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 和気美しい森が、先輩議員もコメントされてましたが、大変、最近活況でございます。和気町で、観光施設で

一番、今人気があるんじゃないかなと、私も期待しておりますが、ここに目をつけられ、目をつけられたといい

ますか、こちらの和気町のほうから御縁があって来ていただいたんですが、岡山理科大学の辻教授という方が、

この方は牛窓に住んでられるんですけども、長船の美しい森っていうのがあるんです。長船で獣害予防の実験を

しておったと。和気にも美しい森があるからちょっと来てみませんかというて、大変フットワークの軽い、いい

先生で、もう何度も来てくださってます。もう和気町に移住しようかとまで言われて、本気で言われてるぐらい

で、和気美しい森に泊まり込んで獣害予防の実験をされておる。これ、あまり個別商品名を出してはいけません

が、鹿ソニックというのがあるんですが、これは北海道で成果を上げておる。鉄道の中に入ってくるんです、北

海道では。これを予防するためと。あとイノシシ対策にはいのドンというのがあります。少し適用範囲が違う、

鹿とイノシシとでやっぱり大分性格が違うようでして、それぞれ別の機械がある。これ、両方、和気美しい森か

ら天神山に入る入り口のところにつけておりますが、１０月から実験して１１月、２週間目で、非常に出なくな

ったというのが分かり、さらに２週間置きに辻先生が来られてる。直近では１２月９日に来られてました。私も

このときは行きましたけど。日笠の方も来られて、和気美しい森のお手伝いしてる方なんかも大変期待してお

る。日笠でも鹿が出て、去年やられたから、これ町で取り組んだらどうだと、期待しておられる。これは後で言

います、天神山、田土の区長も同じことを言われております。ということで、和気美しい森をそういう形でＰＲ

したらどうか。ちょうど広報「わけ」の１２月号にも、車につけた分が出てましたけども、まだこれ、今、継続

実験中ですけども、ぜひ和気美しい森をそういう獣害対策の先進地としてもＰＲしてほしいと思いますが、いか

がでしょうか。 

○議長（山本泰正君） 産業振興課長 新田君。 

○産業振興課長（新田憲一君） 失礼いたします。 

 今西議員の獣害対策の先進施設として和気美しい森のＰＲをしてはどうかということについてお答えをいたし

ます。 

 野生鳥獣によります農作物被害につきましては、これは農業収入の低下ということだけにとどまらず、営農意

欲の減退にもつながることから、深刻な問題であるというふうに認識をしております。本町の獣害対策につきま

しては３点ございまして、鳥獣の捕獲による個体群管理、それから防護柵等の設置による侵入防止対策、もう一

個、生息環境管理というのに取り組んでいるところでございます。現在、県内の大学、先ほど今西議員言われま

したが、岡山理科大学のほうが、和気美しい森で鹿、それからイノシシ対策の実証実験を行っているところでご

ざいます。この実証実験は、動物の出没をセンサーで感知いたしまして、それぞれの動物が嫌がる周波の音を発

生させ、追い払うという措置を設置しておりまして、出没状況を調査するものでございます。直近の実験結果を

お聞きしたところ、一定の効果が得られているというふうに伺っております。先ほども少し申し上げましたが、

この獣害対策につきましては、捕獲による個体群管理、それから防護柵の設置による侵入防止対策、それから山

裾の草刈り等によります生息環境の管理、この３点をいかに徹底できるかで対策の効果が左右されるというふう

に考えておりまして、今回の追い払い装置の設置による実証実験は、この３点目の生息環境の管理にあるという

ふうに考えております。野生動物と我々人間の生活エリアの距離を保つことに寄与するものと考えております。

この実証実験については、おおむね１年間というふうにお聞きをしておりますので、実験の成果などを確認した

上で、効果が見込める場合は、導入についても検討いたしたいと思います。また、実験の内容や施設のＰＲにつ

いても積極的に考えていきたいというふうに考えておりますので、御理解をよろしくお願いいたします。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（山本泰正君） １番 今西君。 

○１番（今西宏康君） 課長、ありがとうございます。これは岡山理科大学の平野学長も大変期待しておられ
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る。理科大にとっても、あそこ、獣医学部なんかあるので、動物に関しては知見がある。ですので、県内でそう

いう実績ができれば万々歳であるということでありますし、和気町にとってもいいＰＲ、まさに魅力、ＰＲにな

るわけですから、全国的にですよ。宣伝になりますので。まだ新聞社は来てくれてませんけど。もう少し結果が

出たら、山陽新聞には来てもらいたいなということでございます。引き続きよろしくお願いします。 

 引き続き、２点目の和気美しい森から、もうすぐ天神山城跡に入っていくわけですけれども、これは、実は田

土の区長と話をする中で、資料がございます。ちょっと見てください。Ａ３で表裏の、質問事項２、田土の区長

の案内で上ってまいりました。私も何度か行ったことがありますが、まず左上から始まるんです。左上に、こ

れ、御存じ田土の町道です。ちょうどクリーンボックスがある辺りに入り口があります。天神山城登山口と看板

が出ておりますが、もっと大きいのがあったそうです。もっと大きいのが、県が立てとったのは、ぼろぼろにな

ったから直してくれと言うたら、県が持って帰って何もしてくれんということを言われておりました。こっから

山のほうに向かって上がっていくわけですけども、左へ折れて、さらに右へ曲がる、これがその隣の右側の写真

ですけど、ここに全く案内標識がないので、知ってる人しか上らんのだということを区長が言われました。ここ

に看板、標識をつけてもらいたいというのが、左下の天神山城跡こちらという。これ、カーブミラーのところに

ぜひつけていただきたいということです。それから、見てのとおりで、もうこけがいっぱい生えとる、看板に。

天神山城鳥瞰図というのがありまして、これ、字も読めないので、私、字のところだけ雑巾で拭いただけですけ

ど。こういうのも、いかにも史跡を大事にしていない象徴になっとりますから。その左下もそうです。天神社っ

て、看板はこれ、教育委員会がつけたんでしょうな。この教委の看板は結構きれいですが、肝腎の神様が、これ

では罰が当たるぞという状態になっております。県外の登山客もぽろぽろ来とられまして、ちょうど、県外から

来ましたというて。この後、和気鵜飼谷温泉は入ろうかと思うんだけど、どうでしょうかと言うから、ああ、ぜ

ひどうぞと言うといたんですが。そういう客を増やすためにも、前に和気アルプスとか和気富士の話も同僚議員

からありましたが、天神山を忘れてはいけませんよということを言いたいわけでございまして、一番最後の縦長

の写真は、冬は葉が落ちて吉井川がよく見える。これ分かりますか。真ん中辺に山田小学校跡が見えるわけで

す。ずっと奥のほうが佐伯の盆地のほう。これが夏になると葉が茂って、吉井川が見えなくなる。山田小学校も

見えなくなる。ここの木を切らせてほしいと。これが一番の区長のお願いでした。整備といいますのは、結局、

展望スポット、この三の丸というのが非常に一番いいですが、何か所かあります。ほかのところはもう木が茂っ

てて見えません。昔は見えとったんで、切ったことがあるが、切ったら何か誰かに怒られたと。誰に怒られたん

だって、それも分からないというので、２０年ぐらいたってるということで。林業に力を入れようという今の執

行部の意向もあり、仮に保安林であっても、県の許可さえもらえれば、森林法、私も調べましたけど、切れない

木はないわけです。そりゃあ、県の許可があればですよ。これをやっていただけないかなというお願いです。以

上いかがでしょうか。 

○議長（山本泰正君） 教育次長 万代君。 

○教育次長（万代 明君） 失礼します。 

 天神山城跡は、戦国時代に浦上宗景によって築城された、県下でも規模の大きな山城でございます。また、天

神山は標高４００メートルの山であり、ハイキングに手頃な山として、登山者も多いことを承知しております。

このような点を踏まえますと、文化財の面からも観光の面からも、議員御指摘のとおり、歩道や案内看板の整

備、また景観の維持管理については非常に重要なことだと認識をしております。案内看板につきましては、近

年、老朽化が見られることを把握しております。今後、改めて現地の状況を確認し、補修などの措置について検

討してまいりたいと考えております。ただ、天神山城跡は、歴史的重要性から岡山県の史跡に指定されておりま

す。吉井川中流県立自然公園特別地域にもなっております。また、天神山は個人の所有地も多々ございます。樹

木の伐採など、景観の復興や維持管理につきましては、所有者との協議、岡山県担当課との協議を経て進める必
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要がございます。また、樹木の伐採後は草刈りも課題となってきます。以上のことを総体的に考えながら、どの

ような形がふさわしいのか、検討してまいりたいと思っております。 

○議長（山本泰正君） １番 今西君。 

○１番（今西宏康君） ありがとうございます。岡山県が確かに管理しておる史跡でございます。その割には何

かほったらかされてるというふうに、私はもう最初から思っておりまして、岡山県の教育委員会にぜひお願いを

していただきたいと。知事にも、教育が大事だと知事はおっしゃるんで、文化も、であれば天神山城跡もきれい

にしてくれないと。まあ、こじつけですが、お願いもしていただきたいなと。 

 あと木を切るのについては、間伐でいいと思います。全部切る必要はないので。あと枝を落とすだけでも効果

がありますので、ひとついろいろ、権利関係、ややこしいと思いますけれども、地元の人の悲願です。よろしく

お願いします。答弁はいいです。 

○議長（山本泰正君） １番 今西君。 

○１番（今西宏康君） では、続けて３項目めへ行きます。 

 和気町自体の「魅力化」をと書いてますが、これは言外に和気閑谷高校というのが魅力化、言われてますけど

も、和気閑谷高校の魅力化という前に、自治体自体がもっと魅力化しなきゃいけない。この１項目、２項目、結

局そういうことなんですが。教育問題に入っていきますと、和気閑谷高校というのが、從野議員も言われたとお

り、喫緊の問題である。それについて、町内のとある本を書いたりする、私は有識者と言っていいと思うんです

が、岡山市でセミナーなんかをやってる方ですけど、この方が公営塾、これを高校生以上に拡大して、週１回か

らでいいから、ＥＮＴＥＲ ＷＡＫＥ（エンターワケ）を使ってやってんだったら、高校生以上も、さっき從野

議員が言われたとおり、電車を待ってる間、手持ち無沙汰の高校生を散見するので、彼らの居場所というとちょ

っと言い過ぎですけれども、そういうことで週に１日だけでも私がやりますと、この方、おっしゃるので、ちょ

っと待ってくださいということで、和気閑谷高校の校長にも言いました。校長は、高校生にも声をかけるけれど

も、一応、社会教育ということで、和気町の大人対象にまずやっていただけたらなということでございます。実

際、そのメンバーで集まって１回目のミーティングもやったりもしたんですが。１回、私に言ってこられた御本

人が町長に直訴をしたいとおっしゃられてますので、これは対応をしてあげていただけたらなと思いますが、教

育委員会として、こういう公営塾みたいなものを、ＥＮＴＥＲ ＷＡＫＥ（エンターワケ）で高校生以上を対象

できませんかという、こういう質問です。 

○議長（山本泰正君） 教育次長 万代君。 

○教育次長（万代 明君） 失礼いたします。 

 公営塾的な社会教育の場を高校生以上を対象に広げられないかについてお答えをいたします。 

 公営塾は現在、小学５年生、６年生及び中学生を対象として、火曜日に学び館サエスタで、水曜日及び土曜日

にＥＮＴＥＲ ＷＡＫＥ（エンターワケ）で開講しております。平成２８年に英語に重点を置いた教育を進める

一環として始まり、現在は町の総合計画にも位置づけながら、英語を中心にしながら進めているところでござい

ます。また、和気閑谷高校の魅力化について、現在様々な角度から検討を進めているところでございます。議論

の中では、和気閑谷高校生を対象とした公営塾ができないかということもアイデアとして上がっております。い

まだ提案段階で、形になるか分かりませんが、今後も議論を重ね、研究を続けてまいりたいと考えております。 

 社会教育の分野は、大人が対象だけではなく、例えば社会教育課では、公営塾とは別に小学生を対象としたこ

ども塾を毎年開講し、町内の児童に体験活動の場を提供しております。このような社会教育の場を中学生や高校

生へと広げることについては、今後検討すべき課題であると認識しております。議員御指摘の社会教育の場を高

校生以上にという御提案については、このような側面からもどのようなことが可能なのか、今後検討してまいり

たいと考えております。 
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 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（山本泰正君） １番 今西君。 

○１番（今西宏康君） 次長、ありがとうございました。私、言うの忘れてましたが、この公営塾というのは、

地域おこし協力隊の方の熱意でもってるなと私は感じました。今、女性の方で先頭に立ってやっておられる方が

おられるが、協力隊というのが３年間しかおられない。ずっとおってくれればなと思いながらも、やはり協力隊

ばかりに頼ってちゃいけないと思います。これを付け足していただきます。よろしくお願いします。 

 引き続き、２番目の、これも和気閑谷高校絡みなんです、実は。旧大國家の観光活用と、それから社会教育的

活用と。和気閑谷高校の隣ですので。工事、あと５年ぐらいかかるようですけども、その間に和気閑谷高校がな

くなったら意味がないんですが、あると前提しまして。これを、私が最初に言いたかったのが、和気閑谷高校生

に使わせてあげたい、これが１つ言いたいことと、あと実は１１月９日に、和気町観光ボランティアというグル

ープで研修に矢掛町へ行ったわけです。ここでぴんとくるものがありまして、私も２回目も行ったんですけれど

も、資料がございますが、さっきの写真の右側です。髙草家というんです。議員でも２人ぐらい行かれてるか

ら、釈迦に説法だと思いますが。矢掛町というのは、ちょっと和気町、かなわないんですけども、宿場町でした

から、大名が止まる本陣がある。これがお城に匹敵するぐらいの観光資源なんです。髙草家というのはナンバー

ツーです。これ、脇本陣で、メインなのは石井家というのがもっとすごい。観光ボランティアですから、勉強で

全部大体見させてもらいましたけど、５００円です、入場料が。この髙草家は３００円。小・中学生はどちらも

半額ということで、観光資源になっとるわけです。縮小コピーしたので見えにくいかもしれませんが。あとこの

ほかにも因幡屋という、昔の運送問屋です。古民家になっておりますけど、これを改良しまして、ＤＭＯの事務

局になってる、休憩所にもなっておる、案内所になっておると。あと道の駅なんて、これは近代的な建物ですけ

ど。そういうのが次々できて、ここ四、五年のことですよ、矢掛町がここまで変わったのは。だから、翻って和

気町はというと、矢掛町と比べるべくもないですが、一応髙草家に匹敵する建物です、この旧大國家というの

は。旧大國家をこのように使えるように。さらに、観光ボランティアの方が言われるのは、泊まれるようにして

ほしいと、観光客に。泊まりができるようなことはできないかと。どうでしょうか、お願いします。 

○議長（山本泰正君） 教育次長 万代君。 

○教育次長（万代 明君） 失礼いたします。 

 旧大國家住宅についてです。 

 旧大國家住宅は国の重要文化財に指定されておりまして、国や岡山県の補助を受けながら、平成３０年度より

保存修理を進め、工期も中盤に差しかかっているところでございます。母屋や蔵座敷をはじめ、蔵まで含めて合

計６棟が指定の対象となっており、それぞれの建物を解体、あるいは半解体する方法で保存修理を進めておりま

す。今後は、各建物の柱やはりなどの部材に補修を施した上で組み立てていくことになります。その際、文化庁

からの指導によりまして、耐震補強をすることが条件になっております。耐震補強は、少数の人物が建物入る場

合と、観光のように不特定多数の方が建物に入る場合と、やり方が異なってくると聞いております。そのため、

組み立てて耐震補強を施すことと並行して、活用する方向性を見据える必要が出てきております。和気駅からの

好立地であることも踏まえ、町内外から多数の方を招くことのできる施設として、今後、活用に向けて議論を深

めていく計画でございます。議員の御指摘も参考にしながら検討してまいりたいと考えております。 

○議長（山本泰正君） １番 今西君。 

○１番（今西宏康君） ありがとうございます。ぜひその方向で御検討ください。和気閑谷高校生にも楽しみに

もなるように、検討をお願いします。 

 最後、３番目ですが、これは、矢掛町の先に、ちょっと行ったら福山市がありますけれども、私もこの５月に

バラまつり、ずっと見させてもらいましたけども、日笠にバラ園がありますが、谷口さんですか、谷口造園、そ
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の管理をするところが町外にある。これが町内ではもう手が回らなくなっておると。竹内さんという方ももうか

なりのお年で。ただ、日笠の御婦人方は、皆さん、憩いの場にされとった。かなり立派なもんです、日笠のバラ

園は。ただ、産業振興課、大変お忙しいので、心苦しいところがあるんですが、ぜひ維持してほしいと。私、個

人的にもバラを売ったことがあるので、知っとるんですけれども、実はこの福山市というのは、資料にあります

とおりで、裏のほうです。世界バラ会議というのがあるんです、国際的な、３年に１回やられる。今年はオース

トラリアのアデレードでやって、山陽新聞に出てましたけど、実は３年後は福山市でやる。世界中のバラ、イギ

リスとかヨーロッパは多いんですけれども、来る。それに向けて、推進室が市役所にできております。安原さん

という、女性ですよ、部長は。この方とも会いましたけども、女性が活躍しておるなと。バラとか、男がやるよ

り女性がやるほうがいいんでしょうかね。次長の市川さんという方から詳しく、資料をいっぱいもらいました。

その一つですから。国内にはバラサミットというのがあるんだそうです。和気町みたいにバラを扱ってる自治

体、結構あるようで、福山市が中心になって、年に１回、あっちこっちで、各持ち回りで集まってるんだそうで

す。ですから、ここに和気町も入れてもらって、話を聞いたらどうかなと。あと、市民向けに毎月、バラ大学な

んていうのをやってるようですから、１回、近々に行くのもいいかと思っておりますけれども。栽培の仕方と

か、まちおこしのいろんなやり方、至るところにバラがありますから、福山市へ行きますと。これを参考にして

みたらいかがでしょうかという質問です。 

○議長（山本泰正君） 産業振興課長 新田君。 

○産業振興課長（新田憲一君） 失礼いたします。 

 福山市のバラによるまちづくりというのは、戦後の復興ということで、住民と行政が協働いたしまして、約

１，０００本のバラを公園に植えたと、これがスタートでございまして、今日まで様々な取組によってバラのま

ちづくりというのを進めておられるということは承知をしております。議員おっしゃられたように、剪定講習会

でありますとか、バラ写真のコンテスト、それからこういったことも行われております。２０２５年には、世界

バラ会議の開催地になるということもこのたび決まっておりまして、福山市というのは、非常に有名な自治体で

ございます。 

 本町のバラ園でございますが、日笠上地内にございまして、今年度、３年ぶりにバラまつりというのを開催い

たしました。期間が５月１４日から２９日までの１６日間だったんですが、県内外から多くの方にお越しをいた

だいておりました。地域とのつながりも大事にしながら、これまでと同じような規模で、あまり大きな手間とか

経費をかけず、継続していきたいというふうに考えております。 

○議長（山本泰正君） １番 今西君。 

○１番（今西宏康君） ありがとうございました。もう時間がいっぱいになってしまって、オーバーして、御迷

惑かけますが、住民様の、私は御用聞きに徹するということで議員にさせていただいたので、どうしてもたくさ

んの案件が出てきます。引き続き、皆様方へ、これ、ぜひ町長を筆頭に取り組んでいただきたいとお願いして、

質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（山本泰正君） これで今西宏康君の一般質問を終わります。 

 本日の一般質問は、ここで打ち切り、１２月１４日、午前９時から引き続き行います。 

 本日は、これにて散会します。 

 御苦労さまでした。 

               午後０時０１分 散会 
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               午前９時００分 開議 

（開議の宣告） 

○議長（山本泰正君） 皆さん、御苦労さまです。 

 ただいまの出席議員数は、１２名です。 

 したがって、定足数に達しておりますので、これから本日の会議を開きます。 

（議事日程の報告） 

○議長（山本泰正君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでございます。御了承を願います。 

（日程第１） 

○議長（山本泰正君） 日程第１、昨日１３日に引き続き一般質問を行います。 

 それでは、７番 万代哲央君に質問を許可します。 

 ７番 万代君。 

○７番（万代哲央君） 皆さん、おはようございます。 

 議長の許可を得ましたので、一般質問をさせていただきます。 

 昨日の一般質問を聞いていまして、質問される方、答弁される方、双方とも真剣味があるなと私には伝わって

きました。質問される議員が現場主義に徹して足を運んで感じたことを質問していると、そういった実感を抱き

ました。また、何をやるにも予算が一番だと、そうも思いました。執行部も、優先順位の決定、施策の早期の検

討や決断が求められて課題が山積している、それにもめげず一丸となって頑張っている、そういう姿を私は想像

しながら聞かせていただきました。 

 私は、３つ質問をさせていただきたいと思います。 

 １つ目の質問ですけど、今回実施した町政懇談会についてです。 

 今回実施した町政懇談会、１１月４日から１１月２１日の間、７会場で開催されました。懇談会を通して、町

長、副町長が、町民の皆さんの意見を聞いて痛感したこと、感じ入ったこと、胸に強く響いた意見、町政のヒン

トになった意見等々、御自分なりにまとめてお答えいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（山本泰正君） 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） おはようございます。 

 それでは、万代議員の質問にお答えをいたします。 

 今回は、旧佐伯町で２か所、旧和気町で５か所の計７か所を開催させていただきました。主催者を除いた延べ

参加者数は約３００人、平均で四十二、三人ということでございました。 

 それぞれ、開催地区の実情に関する御意見が出されました。特徴的な御意見を紹介をしますと、例えば山田、

塩田地区であれば、片鉄ロマン街道の整備や農業経営者育成の問題、さらには道の駅構想などが出されました。

佐伯、昭和地区では、町営路線バスの利便性の問題や移動式排水ポンプ車の作動訓練などの意見も出されまし

た。また、石生地区では、和気橋の架け替え問題、吉井川の水質悪化の問題、さらにはボートレースチケットシ

ョップの協力金の使途などの御意見もございました。本荘地区では、和気駅前開発に係る問題で、駐車場の拡張

とエレベーター設置は必ず実現してほしい。また、牧場の臭気問題と水質問題、人口減少と和気閑谷高校の魅力

化、さらには行財政改革の必要性などの御意見もございました。藤野、日笠、和気地区においても様々に多くの

御意見をいただいておりますけれども、時間の関係で割愛をさせていただきます。 

 そのような御意見をいただき、町民の方々の町政に対する関心の高さに改めて敬服をいたしました。その一方

で、町に対する要望が優先をされ、和気町全体を今後どのような方向に進めていくのかという議論はできません

でした。それは、提起者としての私の報告内容に問題があったこともその要因になっていると実感をしていま

す。議会報告と今後の課題ということが中心で、和気町の中・長期的なビジョンをお示しできなかったという点
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もあったと思います。また、懇談会の開催時間、場所なども課題として残されました。今後においても町政懇談

会は継続をしていきたいと考えていますので、議員各位におかれましても様々な御意見を御提案いただければあ

りがたいなというふうに考えているところです。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（山本泰正君） 副町長 今田君。 

○副町長（今田好泰君） 町政懇談会につきまして、今後の町政に取り組む上で私が受け止めた意見、要望につ

いて総括してお答えさせていただきます。 

 各懇談会では様々な御意見や御要望をいただきましたが、多く出された意見はまず農業問題です。現状におけ

る農業経営の厳しさや今後の農地管理に対する不安、また草刈り作業の負担など、御意見をいただきました。こ

ういった背景には、言うまでもなく中山間地域における高齢化が要因となっておると思っております。これとい

った具体策をお示しすることはできませんが、農家が抱える諸問題のみならず、地域コミュニティの維持が困難

になることも懸念されます。今後とも、耕作放棄地対策など、農地を守る上での打開策に取り組み、活力ある地

域の存続を目指してまいります。 

 次に、和気駅前駐車場の拡張と和気駅のエレベーターに関する意見でございます。 

 賛否両論の御意見をいただきましたので、整備の必要性について丁寧に説明を行った上、理解を求めてまいり

ます。 

 次に、町営バス運行の御意見です。 

 路線やダイヤの見直し、土日運行の要望などをいただき、今後のアンケート調査などを参考に検討してまいり

ます。 

 最後に、和気橋の架け替えに関する御意見です。 

 ６０年を経過する和気橋について、不安であるとの御意見をいただいております。以前から岡山県に対し要望

を続けており、現在実施している耐荷力照査の結果を踏まえ、町としてどのような対応を取るべきか、関係者と

も相談の上、検討したいと考えております。 

 また、御意見の中で、和気町の人口が１万３，０００人程度になっており、統計では２０４５年には１万人を

割り、高齢化率も５０％を超える。そうなると、魅力ある和気町をつくるのは難しいと思う。もちろん職員は考

えていると思うが、町民の中で個別課題に興味がある方との意見交換の場を設けて意見を出してもらうことで、

町としても動きやすくなるのではないか。様々な課題を町民に訴えかけ、町民参加型の意見交換を行ってほしい

との御意見をいただきました。この御意見は、これからの町政運営の参考として取り入れていきたいと考えてお

ります。 

 以上、簡単でございますが、私の総括答弁とさせていただきます。 

○議長（山本泰正君） ７番 万代君。 

○７番（万代哲央君） 今答弁いただきました。ありがとうございます。 

 約３００人の方が出席されたということですから、皆さんそれぞれ自分の思っておられることを発言されたん

だと思います。 

 今聞いていた諸課題につきましては、以前から言われていること、また人口減少の問題や子育てのこととか、

いろいろあったんだろうと思います。今聞いていた範囲では、割と５０代とか６０代とか７０代とか、そういう

世代の方が多かったのかなというような感じで、若い人は、子育てとか、そういうことは今おっしゃらなかった

ので、どうなんかなというふうなことをちょっと思いましたけども、その中で、私が今聞いた中で、町長が言わ

れた、全部はちょっと覚えてないんですけど、一番印象に残ったことは、中・長期的なビジョンというのを示す

ということができなかったというようなことですが、私もこの町政懇談会で町長がそういったビジョンみたいな
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ものを示されるのかなというふうに思っていました。また、期待もしておりました。そういうのがなかったんで

すけど、これはこれからおいおい、そういうものは必ず自分で考えられたことが出てくると思いますので、日々

業務をする上でみんなから聞いたことをよく精査されて、短期、中期、長期と分けてビジョンをつくっていただ

きたいなと思います。 

 これは私ごとですけど、ちょっと余談事みたいになりますけど、私はビジョンといいますか、これからのまち

づくりで一番大切なのは幹線道路の整備だと思います。役場へ通じる道とか和気駅の南口、便利に通じるような

幹線道路、これを、道路網の整備、インフラ整備、これが今一番大事なことじゃないんかなと。もちろん所々の

大事な課題はたくさんありますけども、何年、何十年とかかるような、そういった幹線道路の整備に向けて頭を

使っていただきたいなというふうに私は思っております。 

 今後とも、この町政懇談会というのは続けていかれるんだろうと思います。 

 一つ、余談事かもしれませんけど、二、三日前にうちに用事があって来られて、それで用事が済んで帰られよ

うとしたんですけど、またこっちを振り向いて、私のそばへ来て、その人は町政懇談会に来られておった人です

けど、その人が、町長が地元へ出向いていろんな話をしてくれると、それはええことじゃろうというふうに私に

言うて、それからちょっと間を置いて私に問いかけるように、そうじゃろうと言うて帰られました。その背中を

見とると、何か満足げに帰られたような、そういうような気が私はしました。 

 今後とも、町政懇談会を継続していくというのは、継続していくことが肝腎であるということは誰もが納得さ

れているんじゃないんかなと思うんですけど、そういう中で、皆さんの意見を聞いて、その意見を反映させて、

タイムリーなといいますか、クリーンヒットが打てるような施策というのをやっていけるかどうかというのが今

後試されるんじゃないんかなと思いますので、そういうことで頑張っていただきたいと思います。 

 今日は、こういう質問は、一般質問じゃなくて、全員協議会とかで町のほうから積極的に提案していただけれ

ばいいと思うんですけど、そういう取りまとめもまだこれからなのかなと、こう思いますが、今日はライブ配信

もありますし、録画の配信もありますので、多くの方に町長、副町長の生の声を聞いてもらえるというのも意義

があるんではないかなと思って質問させてもらいました。 

 先日来、地元で人に会ったりして、皆さん言われるのは、この町政懇談会のどういう意見が出たか、そしてど

ういう回答をされたか等々を取りまとめた報告書みたいなものを行政区ごとに回覧という形でお渡しするという

ようなことを懇談会の終わりのときに言われたと思うんですけど、意見では、広報わけ等に掲載してほしいと、

そして各区に配布してもらえんかというようなことを、直接私に言われた人もおられますし、電話でそういうこ

とも聞きました。昨日も広報の質問が出て、その答弁で、町民が見たい情報を多くの町民に見てもらうと、これ

が広報の一つの在り方だというような答弁もあったと思いますので、この点、町長にお尋ねしたらいいんかなと

思いますけど、広報に載せて配布していただけるかどうか。これは町民の皆さんの声ですから、多分多くの皆さ

んの声だと私は受け止めておりますけど、どのように思われるかお聞かせいただければと思います。 

○議長（山本泰正君） 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） 万代議員のほうから再質問をいただきました。 

 おっしゃるとおりです。まず、参加者の方は、高齢者といいますか、若い子育て世代の方というよりは５０代

以降の方が多かったというのは全くそのとおりでございまして、それを感じまして、今後はどのような場所や時

間帯でやればいいのかなということも今検討させていただいています。例えば、土日のお昼にするだとか、それ

から一つ、教育長とも御相談させていただいたんですけども、学校の参観日の後にやるだとか、入学式の後にや

るだとかというような、いろんな場面場面を考えてみたいなということを思っています。 

 それから、中・長期的ビジョンが示されなかったというのは、非常に私も報告不足だったなというふうに思っ

てます。私は、人に優しいまちづくりを目標として行政運営を進めていきたいと考えています。基本は、２０２
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１年３月に策定をいたしました和気町の総合計画に基づいて進めていきたい、それを少しでも進化をさせていき

たいというふうに考えていますけども、各分野分野で、安心・安全のまちづくりをどうするか、教育文化分野で

はどのようにするかとか、子育て福祉分野、人権協働の分野ということで、いろいろ考えて、今後ビジョンを練

り上げていきたいというふうに考えています。 

 今後の懇談会の在り方は、先ほど述べさせていただきましたけども、今回行った懇談会の報告につきまして

は、どのような形で町民の皆様にお返しをしようかなと考えています。そのときに言わせていただいたのは、各

地域で回覧をしていただこうかなというふうなことも考えていましたけれども、広報には、多くのことは載せる

ことはできませんけれども、特徴的な点につきましては、広報に載せて皆様に見ていただくというふうにしたい

と思います。 

 もう、どのような意見が出されたかということは取りまとめをしています。あと、それに対する町としての回

答といいますか、御返事についてまだ、この議会が終了後、進めていきたいと思いますので、いま少し時間がか

かるかもしれませんけれども、広報に載せてお知らせをするということはお約束をさせていただきたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

○議長（山本泰正君） ７番 万代君。 

○７番（万代哲央君） よろしくお願いいたします。 

 ２つ目の質問です。 

 旧石生小学校の跡地、建物は今現存していないわけですけど、その旧石生小学校の跡地と旧石生幼稚園の跡地

の環境整備について質問させていただきます。 

 要旨明細は分かりにくいことしか書いてないんで、説明させていただきます。 

 私は、旧幼稚園の前にある田原井堰資料館、この資料館が今後も今のままの状態であることに強い懸念を持っ

ている一人です。 

 私も現場主義ですので、館長にお願いして、何年かぶりで資料館の中の展示品とか書庫の状態、それから有識

者の方の蔵書等を見学させていただきました。整理すればもっと充実した資料館になることは間違いないと確信

いたしました。 

 閉館しているのではないんですけど、見学者は減少しております。今年度は岡山市から１団体１７名が、昨年

度は備前市の観光協会、これは館長がいろいろＰＲして、そして来られたということですけど、備前市の観光協

会ともう一つの団体で３５名ということが芳名録にありました。それから、５年前の平成２９年度の記録では、

個人、団体、県内、県外合わせて見学者２３４名ということでした。コロナ禍という現状もありますけど、だん

だん資料館の存在自体が忘れられつつあるというのが実態ではないかと、何とかしたいなというのが今日の質問

につながっております。 

 地元の方と時々雑談をするんですけど、そういう話の中で、質問にあるように、旧石生学園の跡地をまず整備

することが大事じゃないかなと。資料館も含めて、資料館もまた復活させなければいけないけども、その手がか

りとしては跡地をまず整備しようと、そういうのが大事じゃないかというような話をしました。桜とかもみじを

植えて、多くの人が集まって、わいわいと集うような環境づくり、それをすることから始めようじゃないかとい

うような話をしました。 

 また、旧石生の幼稚園、これは、今建物が３部屋ぐらいあったと思いますが、これは町内の趣味同好会の作品

展示等に利用していただいて、今は何か染物の同好会の方に時々使っていただいておるというようなことも聞き

ましたけども、徐々にではありますけども、にぎわいを取り戻すことが大事ではないかというような話をしまし

た。 

 今後は、地元のまちづくり協議会と、それから跡地の検討部会がありますから、そういった関係者の方と跡地
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をどうしたらよいかと話し合うところから始めていきたいと、そう思っております。 

 また、資料館を管理する教育委員会の意向も含めて、今後検討する必要があります。その資料の本元でありま

す県指定の史跡の旧田原井堰の遺物と現存の田原用水等々、これを保護、保存、維持管理していくことは町の責

務だと私は思っております。 

 和気町にある、ほかのどこにもないこれらの宝物を町内外に広くＰＲして、にぎわいのまちづくりを醸成する

ためには、今後多くの人に資料館の見学をしてもらって、満足してもらえるように資料館の中身をリニューアル

する、そういう必要性があると思います。それと同時に、それと一体的に跡地をどう環境整備するかと、それを

検討する必要があります。このことに関して町の見解をお聞かせくださいという質問です。答弁をよろしくお願

いします。 

○議長（山本泰正君） 副町長 今田君。 

○副町長（今田好泰君） 旧石生小学校と旧石生幼稚園の跡地の環境整備についての御質問でございます。 

 今年の８月４日付で、石生地区４区の区長名で、７項目について町長宛てに要望書をいただいております。そ

の中の１項目に、小学校の統廃合による跡地整備の早期実施を望むとの要望がございまして、８月１８日に館長

に立会いをお願いし、町長と私と担当者で現地の確認を行いました。同日、区長に、広場と旧石生幼稚園の利用

について再度関係者で相談していただくようお願いをいたしました。 

 翌日の１９日、区長が来庁されまして、相談結果について報告を受けております。内容につきましては、旧石

生幼稚園の園庭と広場の間にある排水路へのグレーチングの設置、広場内への夜間照明の設置、道路を隔てた地

区館前の空き地についての利用は了承する。最後、旧幼稚園のＩＰＵ利用は了承するという報告がございまし

た。 

 それを受けて、１１月上旬、館長へ内容について報告をしております。グレーチングについてはもう設置済み

でありまして、広場内への夜間照明は令和５年度に設置する予定ですと。旧石生幼稚園については、ＩＰＵか

ら、トレーニングルームとしての利用を検討したが、床がウエートに耐えられないなど改修費がかさむことから

利用できないとの回答があった旨をお伝えをしました。 

 先ほど議員から、田原井堰資料館の見学者減少について強い懸念をお持ちであり、そのためには広場の整備等

が大切であると今御意見をいただきました。旧石生幼稚園は、石生地区館の分館として位置づけられて利用され

ているのが現状でございます。石生地区館内に併設されている田原井堰資料館は、現在は見学希望を受け開館を

いたしております。和気町資料館条例では、関連資料を展示して、広く一般に公開し、郷土文化の維持向上を図

るとの設置目的がうたわれています。そのことに関連し、見学者の増員を図っていくための跡地の有効利用につ

いて、地元と町で話合いの場を持つ必要があれば対応させていただきます。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（山本泰正君） ７番 万代君。 

○７番（万代哲央君） 今答弁していただきまして、これまでに４区から出ている要望、それについての説明あ

るいはその要望に応えていただいているというような答弁だったと思います。ありがとうございます。 

 私が質問させていただいてるのは、その上で、加えて、今後は、跡地と資料館というものを念頭に置いて、跡

地と資料館のリニューアルということを視野に入れて一体的に整備していくということを思ってるわけですけ

ど。 

 昨日、私も、この質問をしたらどういう御答弁をくれるんかなというようなことも思いながら考えていたんで

すけど、ちょっと聞いていただきたいんですが、こういうことかなと思うんですけど、結局は、地元にあるまち

づくり協議会とか、それから跡地の検討会とか、それでよく話し合って、その結果を町に伝えて、そして、その

部会にも来ていただければいいんですけど、町から、そうやって決めたことを、今度は、町の跡地検討会です
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か、それのほうに開催をお願いして、予算もかかることだと思うんで、それも徐々に整備していくということに

なると思うんで、一応町の跡地検討委員会に議題として上げることになるんじゃないかなと。議題っていうか、

内容は、旧石生学園の跡地利用と田原井堰資料館利用の一体的な整備についてこういうプランがあるんだけどど

うでしょうかというようなことを、町の検討委員会で諮る必要があるんじゃないんかなというようなことをちょ

っと昨日思ったんですけど、そういう手順で進めるのが一番いいんじゃないかなと思うんですが、いかがでしょ

うか。 

○議長（山本泰正君） 副町長 今田君。 

○副町長（今田好泰君） 石生のまちづくり協議会や跡地検討部会の中で話を持って、その意向について町のほ

うにお願いすると。その内容について、学園跡地協議会がいいかどうか分かりませんけども、そういった意見、

御意向があれば、教育委員会の考えもありますので、その中でその意向を基に話を持つことは大切だと思ってお

ります。 

 ですから、あそこの資料館の利用について前向きにどういった取組ができるか、これから検討していくことは

大切なことだと思っておりますので、またそういった組織の中で話がありましたら、また町のほうに御一報くだ

さいましたら、その会の中にも参加もしたほうがいいということであればさせていただきますので、また情報を

いただけたらと思います。 

○議長（山本泰正君） ７番 万代君。 

○７番（万代哲央君） そういうことでよろしくお願いいたします。 

 それでは、３つ目の質問です。 

 ちょっと分かりにくい質問になるんじゃないかなと思ってちょっと恐縮してるんですけど、時間もないんで簡

単にやらせていただきますが、３つ目の質問で里山周辺の整備促進ということなんですが、このタイトルを聞い

ただけじゃちょっと分かりにくいんですけど、不要な雑木等の伐採する場合の補助金の制度をつくってはどうか

という質問であります。 

 明細にありますように、居住している建築物、つまり宅地とか納屋とか倉庫などです。そのような建築物に倒

壊による被害を与えるおそれのある立木の伐採や、所有する里山の竹やぶの竹の伐採とか、クヌギとかナラなど

の有用林の育成を妨げる樹木の伐採等に係る費用に補助金を交付する制度をつくってはどうかという質問です。

住宅リフォームの補助金制度がインドアの支援なら、このような危険木の伐採を支援する制度はアウトドアの補

助金制度だと思います。また、移住・定住支援が町にはありますけど、同様に危険木の伐採というのは、長年住

み続けている世帯が今後、子世代、孫世代と住み続けることにつながって、世帯の定住化を支援する補助金の制

度であると考えております。この事業につきまして質問したいということでございます。答弁よろしくお願いし

ます。 

○議長（山本泰正君） 副町長 今田君。 

○副町長（今田好泰君） 居住している建物等に倒木による被害を与えるおそれのある立木を伐採するとか、竹

やぶの下刈りなどに助成金を交付する制度をつくってはどうかという御質問でございます。 

 県内では、吉備中央町において里山整備促進事業の補助制度がございます。集落に接した天然林について、補

助額を補助基本額または委託料のいずれか低い額の３分の２以内とし、補助基本額として、下刈りでは１０アー

ル当たり１万５，０００円、危険木伐採では委託に限りまして１か所当たり１５万円となっております。こうい

った要綱がございます。補助対象者は町内の森林所有者または森林管理者で、事業完了後、下刈り等の自主的整

備を行うことが要件となっております。 

 同様の制度導入につきましては、町内の現状を把握した上、判断する必要があると思っております。今後、里

山において高齢化が進み、作業が困難な方への支援策として有効であるか研究してまいります。 
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 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（山本泰正君） ７番 万代君。 

○７番（万代哲央君） 分かりにくい質問だと思うんで、答弁のほうも仕方に困るんじゃないかなと思います。

町内の現状を把握した上で判断するという答弁、それしかできないんじゃないかと思う。結構でありますけど

も。 

 吉備中央町の例が出ましたけど、ここにちょっと聞いてみたんですけど、もう自宅の敷地の中にある老木と

か、台風などがあった場合は倒れる危険があるというような木、それから家の裏の里山等々の木、そういうもの

を伐採することにほとんどこの補助金を充てているというようなことでありましたんで、また検討をよろしくお

願いします。 

 あともう一つは、皆さんもよく見る光景だと思うんですけど、台風とかの後、あるいは台風じゃなくても、日

常的にでも、通勤、通学路が山に接してる場合、そこから枝が出て通りにくいとか、材木がそこで倒れていると

かというようなことがあると思うんですけど、そういうことを、伐採するあるいは枝打ちをするというようなこ

とでも、地元でできるというような制度をつくっておりますので、これも併せて、これは交通等に支障木がある

場合の伐採除去の補助金交付要綱ということで定めておりますので、こちらのほうの検討もお願いしたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

○議長（山本泰正君） ７番 万代君。 

○７番（万代哲央君） それでは、私の一般質問、これで終わります。 

○議長（山本泰正君） これで万代哲央君の一般質問を終わります。 

 次に、２番 尾崎智美君に質問を許可します。 

 ２番 尾崎君。 

○２番（尾崎智美君） 一般質問をさせていただきます。 

 前回に引き続き、水道水の品質や安全性についての質問をいたします。 

 セラミックが主成分である水質改善剤を使った実験が高い効果を示したと聞きました。どのような効果があっ

たか教えてください。 

○議長（山本泰正君） 上下水道課長 田村君。 

○上下水道課長（田村正晃君） それでは、尾崎議員からの質問に対してお答えをさせていただきたいと思いま

す。 

 今回調査を行いましたものは、県外の業者が調査を実施いたしております。この業者は総社市の総社宮の池で

水質改善の実証実験をしたことがありまして、それを町の水道施設に利用ができないか、応用ができないかとい

うことで御提案をいただきました。いきなり町の水源地の井戸を使って調査をするっていうことは、衛生的な

面、それから安全性の担保がされてないということで、それはお断りをさせていただいたところです。それなら

ば、毎日飲み水として使っていない井戸である個人井戸であるならば、仕組みは同じようなものですので検証が

できるんじゃないかなということで考えまして、私の自宅の井戸で検証を行いました。私の井戸は、トイレ、そ

れから庭への散水等に使っておりますので、井戸の水を使った分だけ湧いてくるというような形ですので、水源

地の井戸の構造と似ているということから実験をスタートをさせていただいたとこでございます。 

 本日、井戸水の水質検査の結果報告書をお手元に配付をいたしておるところでございます。 

 今年の８月から、セラミックスを主成分とする水質浄化剤がどれくらいの水質を向上させるか検証をしており

ます。大まかな理屈といたしましては、土の焼き物であるセラミックが媒体となって水のクラスターを細かく分

けることによって水質を改善するものであります。何かを井戸の中に投入して混ぜるとか、そういうものではあ

りません。写真のように、井戸水の中に、プラスチック製の容器に５００グラム、これが入っておりますが、セ
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ラミックスを２個、計１キロ、井戸水の中に漬けるような形でつり下げております。 

 裏面には、水質検査の結果表をここにお示しをさせていただいておりますが、一般細菌の数、それから大腸菌

の数、好気性細菌の数、嫌気性細菌の数を調べております。一般細菌でいいますと、大腸菌の数、それぞれ調べ

ておりますが、１ミリリットル当たり、一般細菌につきましては３，０００から、１か月後には３７０と、それ

から２か月後には、井戸水の水質基準を大きく下回る５３、それから３か月後には７という数字になっておりま

す。減少率としては９９．８％と、大きな改善が見られたところでございます。同様に、好気性細菌、それから

嫌気性細菌の数も減っておりますし、大腸菌の数もこのように数値が減少してるところでございます。 

 以上で検査結果の報告とさせていただきます。 

○議長（山本泰正君） ２番 尾崎君。 

○２番（尾崎智美君） 非常にいい効果が出たということですね。そうしてみますと、町の水源地でも実験して

みるといいんじゃないかなとは思いますが。水の流量が違うとか、様々条件は違うとは思いますが、先ほどの答

弁にもありましたように、何かを投入するというよりかは、水に漬けておくだけなので、効果があるかないかは

別としまして、安全性の問題は少ないんじゃないかなと思いますので、１度検討してみたらどうかなと思いま

す。全ての水源地でなくても、数か所でやってみたらいいんじゃないかなとは思うんですが、そのあたりの意見

をお聞かせください。 

○議長（山本泰正君） 上下水道課長 田村君。 

○上下水道課長（田村正晃君） 以前から、水質改善に何かいいものはないかということでいろいろ考えており

ました。今回、実験でいい結果が出たっていうことはうれしく思ってるんですが、まだ３か月でございますか

ら、まだ長期的に検査をしていくっていう必要はあるんじゃないかなって思ってます。 

 全国的にもこの方法でやっている自治体っていうのはないと思いますので、継続して、今度は我々が、水源地

で水質検査をしております岡山県広域水道企業団、このあたりについても協力をいただいて進めていきたいとい

うふうに思ってます。 

 今議員がおっしゃられましたように、この安全性が担保できるというようなことであれば、今度は町の水源地

でも実証実験が可能というふうに考えております。まだ３か月でございますから、今の段階では具体的なスケジ

ュールっていうのはお示しできないところでございます。 

○議長（山本泰正君） ２番 尾崎君。 

○２番（尾崎智美君） 分かりました。そうですね。町独自でやってみるより、課長がおっしゃるように、県の

広域水道企業団と協力してやってみるほうがいいんじゃないかなというふうに思います。ぜひその方向性でやっ

ていただきたいと思います。うまくいけば、県の水道企業団にとっても非常に喜ばしいことだと思いますし、全

国にそれが波及する可能性もあるかもしれませんのでね。 

 前回の一般質問で、水道の水質改善のために町内に分散している水源一つ一つに紫外線照射の設備を造ったり

フィルターの設備を造ったりするというのは非常に費用がかさむので、統合したらどうでしょうかという提案を

しましたが、これがうまくいくようであれば、もうその必要もなく、水質改善が安い費用でできるんじゃないか

なというふうに思います。まだ検証がされてないという段階ですので、あれこれ思い巡らせるのも取らぬタヌキ

の皮算用ということになるかと思いますので、そのあたり、今後期待しながらお願いしたいと思います。 

 そのあたり、今後の希望というか、予算がかなり削減できるんじゃないかというようなあたりをちょっとお聞

かせください。 

○議長（山本泰正君） 上下水道課長 田村君。 

○上下水道課長（田村正晃君） 限られた予算の中でおいしい水を提供するっていうことは我々の責務だと考え

ております。しかし、施設の統合っていうお話がございましたが、これにも費用がかかってまいります。それ
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で、議員が言われましたように、紫外線滅菌、それからフィルターによる浄化と、そういった施設によるものに

ついても、これはランニングコストがどんどんかかってまいりますので、そのあたりのこともあります。しか

し、こういったセラミックによる水質改善ができていけば、そのあたりの費用っていうのは削減できる可能性も

あるというふうに考えております。そのあたりは今後またしっかり検証してまいりたいと思います。 

○議長（山本泰正君） ２番 尾崎君。 

○２番（尾崎智美君） 既存の方法だけでなく、新しいことを模索してるということで、今後の水道行政に希望

が持てるような気がいたします。このセラミックの方法がうまくいけば、同じような悩みを抱えてる自治体は全

国各地あると思いますんで、そういったところの光明にもなるかと思いますので、ぜひとも和気町がよき先進事

例となるようにお願いしたいと思います。 

○議長（山本泰正君） ２番 尾崎君。 

○２番（尾崎智美君） 和気駅北口の開発についての質問に移ります。 

 まだ議員経験が十分でない私にとって、いろんな地域の皆さんの意見をお聞きすることができた町政懇談会と

いうのは、私にとって非常によい勉強になりました。その中でも、和気駅の開発に関する意見や質問が複数あり

まして、町民の関心の高さを感じました。推進すべきという意見をお持ちの方や反対の意見の方もいらっしゃい

ましたが、声を上げられた人の数だけでいいますと、若干、エレベーターの設置を願ってる方のほうが多いよう

に思いました。 

 高齢者、障害者、乳幼児の子育て中の人にとって、エレベーターの存在はありがたいことだろうと思います。

しかし、その方々の不便を解消するために果たして本格的なエレベーターが必要なのだろうかというふうな思い

はあります。エレベーターというより、昇降機といいましょうか、ホームエレベーターのグレードの高いような

ものを設置して、このエレベーターは高齢者、障害者、ベビーカーをお持ちの方の専用のものです。階段の上り

降りが不自由でない方はできるだけ階段を御利用くださいといったようなパネルを設置して、必要な方だけ利用

していただくようにしてはいいんじゃないかなというふうに思っております。そのほうが、初期費用もかかりま

せんし、年間の維持管理費用、ランニングコストも電気代も安くつくんではないかなと思います。分不相応な豪

華なエレベーターではなくて、小さな町には小さなエレベーターが似合うんではないかなというふうに思いま

す。 

 そこで、１つ目の質問なんですが、昇降機とかホームエレベーターのような簡易的なエレベーターではなく

て、本格的なエレベーターを検討してるという理由についてお聞かせください。 

 続いて、２つ目の質問に移ります。 

 和気駅の北側の駐車場に関する質問です。 

 和気駅北側の駐車場の正式名称は、和気町営駐車場条例によって和気駅前駐車場と決められていますが、和気

駅南駐車場と区別しやすいように、駅北駐車場というような形で表現させてもらいます。 

 町政懇談会の中で、町民への説明の中で駐車場の使用率についての説明がありました。コロナ禍になり使用率

が減少したが、徐々に利用者が増えてきて、今年は駅北駐車場の使用率が１１４％に増えてるという説明があり

ました。例えば、電車の乗車率が１００％というのは、定員とされる数だけ乗客が乗ってるということを示して

おります。具体的には、座席が全部埋まり、立ってる人も、つり革につかまってる人も全員いるというような状

態ですね。その状態が１００％として、お盆やゴールデンウイークになりますとニュースで乗車率２００％とい

ったような報道がされますが、それは定員の２倍が乗ってるということです。となると、駐車場の使用率が１１

４％というのはどういう状態なんでしょうか。恐らく、１４％の車が枠外に止めてるということではないんだろ

うとは思いますが、そのあたりのことをお聞かせいただきたいと思います。 

 飲食店でも家電量販店でもコンビニでも、適切な駐車場の台数を考えるときに、一番店が混むとき、言い換え
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れば一番駐車場がにぎわうときに満車になるかどうか、そのことが重要ではないかなというふうに思います。そ

のときでも１台、２台と空いてるんであれば、お客さんを逃がしてない効率のよい商売ができてるということだ

と思います。飲食店でいうなら、昼の最も混む時間帯に合わせて余裕を持って駐車場を契約しておきたいところ

ですが、駐車場の契約費用も考えましてバランスを取らなければなりません。そうしたことから考えますと、気

になるのは、駐車場が満車になる日がどれぐらいあるのかということ、それと満車状態はどれぐらい続くのかと

いうことです。満車でも、しばらく待ってれば空くのとそうでないのとでは違うと思いますので。 

 ２つ目の質問に移ります。北口の駐車場の使用率が１１４％というのは、どういう計算でそうなるのかという

質問と、それに付随して、満車になった日数ですね。これは、１分でも満車になってた瞬間があればその日はカ

ウントするといった感じで、トータルの満車になった日数を教えていただければと思います。さらに、分かれ

ば、満車になった瞬間があった日は何分ぐらいの満車時間があったかというのを教えていただきたいと思いま

す。入出庫の時刻とかは、機械で管理してますので、そういった記録がなければ仕方ありませんので、分かる範

囲で答弁いただけたらと思います。 

○議長（山本泰正君） 都市建設課長 西本君。 

○都市建設課長（西本幸司君） 失礼いたします。 

 尾崎議員の御質問にお答えいたします。 

 まず１点目の、小型のエレベーターではなく、本格的なエレベーターが採用予定である理由はについてでござ

いますが、設置を検討しているエレベーターにつきましては、これからＪＲとの協議を進めていく段階であり、

詳細設計も発注しておりませんので、現段階ではどのような規模でどのような設備になるかは決まっておりませ

ん。今後、規模等につきまして十分検討してまいるところでございます。和気町といたしましては、車椅子の方

や荷物を持ったお年寄り、妊婦の方々が快適に乗っていただけるためのエレベーターの設置をというふうに考え

ておるところでございます。 

 ２点目の和気駅前駐車場の使用率が１１４％の計算方法についてでございますが、令和４年４月から１０月の

７か月間の駐車台数の合計１万４，１４０台を利用日数２１４日で割り１日平均利用台数を算出した数値である

６６台を、さらに駐車枠の５８台で割った数値でございます。 

 和気駅前駐車場が満車になった日数と満車状態の時間平均についてでございますが、町営駐車場に導入してお

ります機械式出入庫管理のシステムにつきましては算出することができませんので、御理解をお願いいたしま

す。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（山本泰正君） ２番 尾崎君。 

○２番（尾崎智美君） ありがとうございます。 

 エレベーターの設置を望む町民の声が多いことは分かります。ですが、エレベーターの受益者は限定的ではな

いんかなというふうに思います。和気駅にエレベーターがないのは格好悪いとか、立派なエレベーターがあると

誇らしいといった町民の声もあるようですが、限られた予算での町政運営ですので、町の中心街にだけではな

く、辺地と呼ばれる地域のほうにも目配りをしていただいたらと思っております。決してエレベーターの設置に

反対してるわけではありませんが、防災都市公園と比較して、比較するのは適切ではないかもしれませんが、収

入が見込める防災都市公園の計画と、全く収入が見込めない、年間維持費がかかるエレベーターという違いもあ

りますので、そのあたり総合的に判断いただいたらと思います。 

 エレベーターに関しては、こちらの都合だけではなくて、ＪＲ西日本さんの意向もあるかと思いますので、ま

だこれから検討ということですので、町民の意見とかも聞きながら進めていただけたらと思います。 

 それから、駐車場の使用率に関してですが、計算式は分かりました。町民も１１４％と聞くと、さすがに１
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４％の車が枠外に止めてるというふうには思ってないとは思いますが、その数字だけを聞くと、満車の状態が常

態化してるんじゃないかなというふうな印象を受けるかと思います。数字はうそをつかないが、うそつきは数字

を使うということがよく言われますが、誤解させるのが目的ではないとは思いますが、町民が実態を誤解しない

ような丁寧な説明をお願いできたらと思っております。 

 民間では、駐車場の状況把握に稼働率という指標を使うようです。具体的には、２４時間営業の駐車場です

と、１番の駐車枠に１２時間車が駐車した場合は稼働率５０％といった、そういった計算になります。１０台分

の駐車スペースがあれば、１０台分の稼働率の平均がその駐車場の稼働率ということになりますので、当然なが

ら、稼働率という計算でやりますと、１００％を超えることはありません。稼働率が７割あれば、もう駐車場経

営としては非常にいいということを聞いております。 

 あと、回転率という指標もありまして、飲食店の回転率と同じような考え方ですが、喫茶店など、お客さんが

ゆっくりと過ごす店は回転率が低くて、ファストフード店のように短時間で食事を済ませる店は回転率が高いと

いうことになりますが、これは１日のお客さんの数割る客席数というのが回転率になりますので、今回お示しい

ただいた計算式はどちらかというと回転率に近いのかなというふうに理解しました。 

 １時間の駐車場料金が何円というような感じで決められてる駐車場の場合は、回転率はあまり売上げに関係な

くて、稼働率、どれだけの時間駐車スペースに車が止まってるかということが大きく影響しますが、この本町の

駐車場のように朝から晩まで止めても１００円というような料金体系ですと、回転率というのが大きく影響する

んではないかなというふうに思います。 

 和気駅の利用者の利便性でいうならば、ちょっと別の方向からの意見にはなりますが、駐車場の空き状況をス

マートフォンやパソコンで確認できるアプリもあるというふうに聞いております。駐車場の精算機を改造する必

要があったりというようなことがあるかもしれませんので、そのあたり、費用は私も分かりませんので、そうい

うのでも検討してみてもいいかなというふうに思っております。 

 いろいろ申しましたが、町にとってよい方向に検討していただいて、町民や議会に対して丁寧な説明をお願い

できたらと思います。何か答弁があれば結構ですが、特になければ構いませんが。ないですか。 

○議長（山本泰正君） ２番 尾崎君。 

○２番（尾崎智美君） 新型コロナウイルス対策についての質問に移ります。 

 ワクチンに関しては、多くの専門家が接種を推奨しておりますので接種された町民の方も多いかと思います

が、専門家の中にはワクチンを推奨しない方も数多くいらっしゃいます。全国有志医師の会という団体もその一

つでありまして、先月の２３日、その医師の会が乳幼児への新型コロナワクチン接種に反対する声明を出しまし

た。会見を行いました。その時点でもその会には医療関係者１，２７３名が名を連ねておりまして、決して小さ

い声ではありません。しかしながら、主要メディアはワクチンを推奨しておりますので、ほとんど報じていない

ようです。私としては、尾身会長がトップを務める新型コロナウイルス感染症対策分科会としっかり議論を闘わ

せてほしいと思っております。分科会のメンバーの中には、ワクチンに慎重な人は入ってないようで、非常に偏

ってるというふうに思います。分科会の体をなしてないというふうに私は思っておりますが。 

 ワクチン慎重派の人の意見はユーチューブやツイッターでも厳しく制限されていて、言論統制状態にあるよう

な感じも受けております。そういった方は、ワクチンのことをお注射とかクワチンというような隠語で表現しな

がら意見を発信し続けております。 

 国会でも動きがありまして、子どもへのワクチン接種とワクチン後遺症を考える超党派議員連盟という会が発

足しました。その会長は立憲民主党の川田龍平参議院議員ですが、１０月１８日にワクチンの推進派と、反対派

も含めた慎重派による討論会が実現しました。この討論会の内容はユーチューブとかニコニコ動画で見ることが

できるんですが、その９０分の内容ですが、これを見ていただければ、恐らく誰もがワクチン慎重派の言い分の
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ほうが納得できて、推進派の意見はちょっと無理があるんじゃないかなというふうに感じるのではないかなとい

うふうに思いました。 

 推進側の専門家として、テレビで頻繁に見る長崎大学の森内浩幸教授が参加されました。森内先生は１５分ほ

どスライドを使って説明しましたが、いつもテレビで発言してるのと比べて非常に推奨のトーンを落としたよう

な発言をされておりました。反対派にかなり意見を寄せてきた感がありました。しかも、遅れて参加して、忙し

いからと非常に早口で説明をまくし立てた後、自分の持ち時間を終えた後は、それに対する反論も受けないまま

退席をされました。森内先生は予定があり退席されたとのアナウンスがありましたが、多くの人は逃げたとの印

象を抱いたと思います。しかしながら、森内先生は、ほかのワクチン推進派の専門家が参加を断る中、断らずに

出てきただけでも立派ではないかなと思います。 

 放送法第４条には、意見が対立してる問題についてはできるだけ多くの角度から論点を明らかにすることとい

うふうにありますが、いかに放送法が守られていないかということが分かります。このようなマスメディアが好

き勝手な報道をする時代、私たちが賢くなっていかなければならないというふうに思います。 

 ほかの国会議員からも声が上がりはじめまして、日本維新の会の柳ヶ瀬参議院議員が国会で追及しておりまし

たが、５年間ファイザー社の社長をしていた人がワクチンの部長をしておりまして、ワクチンの分科会におい

て、小児に努力義務を課さないでどうすると強く主張していたということです。利益相反の疑いはあるかと思い

ます。 

 今年の６月の議会でも取り上げましたが、ワクチンに関しては、厚生労働省がＰＣＲが陽性になった人に対し

て、ワクチンを接種してるかどうかにもかかわらず、接種日が曖昧な人を全てワクチン未接種としてカウントし

ていたことが明らかになりました。こうした間違った集計方法によって、実際よりワクチンの未接種者がより感

染しやすいというようなふうに見えて、感染予防効果が高く見えるようになっておりました。 

 あと、不思議と大きく報道されないんですが、超過死亡の極端な増加が問題となっております。 

 日本では、年間に約８０万人が生まれ、約１３０万人が亡くなります。前年に比べてどれだけ多くの方が亡く

なったかという数字が、それが超過死亡数ということになりますが、昨年はこの超過死亡者数が６．８万人とな

りました。これは東日本大震災の２０１１年に記録した超過死亡者数を大きく上回り、戦後最大となりました。

その前年よりもさらに５％多く亡くなられたということで、戦後最大となりました。今年の超過死亡者数は、さ

らにその記録を塗り替えるペースで、もう１０月の時点で既に前年の超過死亡数を超えております。 

 この超過死亡の傾向は、日本だけではなく、全世界で見られるそうで、世界各国でも超過死亡が増大してるこ

とが話題となっております。残念ながら、海外と比べても日本の超過死亡者数は顕著だということで、イギリス

の科学誌ネイチャーでも、日本で報告されたコロナ死亡の６倍以上に当たる１０万人を超す超過死亡はばかげて

いるというふうな記事が掲載されました。 

 一部の専門家は、それはワクチンが原因だと言います。その根拠として、ワクチンの接種の増減と死亡者数の

増減が非常にはっきりリンクしてるからです。名古屋大学の名誉教授であり名古屋小児がん基金理事長でもある

小島勢二先生らによると、その相関係数は０．９９という非常に極めて高い相関関係が認められるというふうな

ことをグラフとともに発信しております。 

 岡山県の超過死亡者数を調べて分析した医師によりますと、岡山県でも国と同様の超過死亡の傾向が見られた

ということです。 

 そこで気になるのが和気町の超過死亡者数ですが、しかし和気町は、日本全国の人口に比べましては約１万分

の１と母数が非常に少ないので、統計的には結論めいたことは出せません。例えば、サイコロの１の目が出る確

率は６分の１ですから、６万回サイコロを振ったら大体１万回ぐらい１の目が出るんですが、６回しか振らなか

ったら２回ぐらい出ても一度も出なかっても別に不思議ではないということですので、ですからあくまで参考と
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しての数字になるかと思いますが、和気町の超過死亡の現状を教えていただき、分かれば予想される原因にも言

及していただきたいと思います。 

 ある町内在住の女性が調べてくれた数字によりますと、和気町でも前年により多くの超過死亡の傾向が見られ

たそうです。ちなみに、その女性の方は子供へのワクチン接種には否定的な方です。 

 あと、分かればで結構ですが、新型コロナワクチン接種後に亡くなられた町民の数とか、それから接種後１か

月以内に亡くなられた町民の数もお願いしたいと思います。 

○議長（山本泰正君） 健康福祉課長 松田君。 

○健康福祉課長（松田明久君） 失礼いたします。 

 それでは、尾崎議員の新型コロナウイルス感染症対策についての御質問にお答えいたします。 

 まず、１点目の町内の超過死亡の原因とワクチン接種後の死者数についてでございますが、本日お配りをして

おります資料を御覧ください。こちらは平成２５年からの和気町の人口と死亡者数の、年度でなく、年単位の推

移をまとめたものでございます。棒グラフが総人口の推移、折れ線グラフが年別の死亡者数となっております。 

 死亡者数につきましては、年によってばらつきはございますが、大体２２０人から２５０人程度で推移をして

おります。 

 コロナワクチンの接種でございますが、令和３年２月から医療従事者などへの優先接種がスタートし、一般の

高齢者への接種は令和３年５月１７日から開始をしております。コロナワクチン接種開始前の令和２年と開始後

の令和３年を比較すると死亡者数は減少しておりますが、令和３年と令和４年を比較すると死亡者数が増加して

おります。令和４年は１１月末までの実績でありますので、１２月中に亡くなられる方も含めると、最終的には

２８０人を超える人数になるかと思われます。 

 令和４年の死亡者数が増加している要因としては、様々な要因があるかとは思います。新型コロナウイルス感

染症が今年の１月以降急激に感染拡大をしていることや、それによる受診控え、また外出の自粛など、様々な要

因も含めたものであるというふうに考えております。 

 次に、コロナワクチンの接種が始まって以降の死亡者数のうちワクチンの接種履歴のある方の人数についてで

ございますが、１２月５日時点で２９９名おられまして、年齢構成としましては大半の方が高齢者となっており

ます。ただし、亡くなられた方の中で、ワクチン接種後の副反応疑い報告や健康被害救済制度の申請を受けてい

る方はございません。 

 なお、接種後１か月以内に亡くなられた方の人数は把握しておりませんので、御了承ください。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（山本泰正君） ２番 尾崎君。 

○２番（尾崎智美君） ありがとうございました。 

 超過死亡の原因究明は国の仕事になるかと思います。丁寧な資料もありがとうございました。多いとはいえ、

参考程度にしかならないというふうには思っております。というのが、令和３年は、全国的に見たら超過死亡が

増えてるのに、和気町は減っておりますのでね。ですから、人口が少ないところですので、そういった差が出て

くるのかと思います。あと、副反応の方が非常に少ないということで、それは喜ばしいことだと思います。 

 超過死亡の話をいたしましたが、町内の状況では、ワクチンの副反応で苦しんでる方はあまりいらっしゃらな

いのかなと思いますが、新型コロナに感染してその後の後遺症に悩まれてる方とか、いろんな悩みをお持ちの方

もいらっしゃるのではないかなというふうに思っております。そこで、そういった方のため相談窓口を設けては

どうですかというふうな提案をさせていただいてるんですが、提案ではあるんですが、県にも国にも似たような

相談窓口がありますので、別に本町で独自にそういったものをつくっていただきたいというような意味ではあり

ません。ですので、質問通告にも、相談窓口を設置してほしいという表現ではなくて、検討してほしいというよ
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うな感じで、弱めた感じで書いております。主に、県との仲介役の窓口のような形でいいんじゃないかなと思い

ますが、県の担当部署に回されるとしても、町民としても、町に何かコロナに関して、ワクチンに関して、それ

からマスクとか、そういったことに関してちょっと相談がある方は、そういった窓口があると心強く感じたり身

近に感じたりして相談しやすくなるんじゃないかなというふうに思いますので、簡単に部署的にコロナの何でも

相談窓口みたいな感じでつくっていただいて、コロナの後遺症、ワクチンの副反応、それから健康上の理由でマ

スクが着用しにくい方からの相談を受けたり、それから逆にマスク依存症になっているということも、町内では

ありませんが、結構問題となってるということも聞きますので、あとそれからワクチン接種をどのにしようかと

いうふうに悩まれてる方、そのあたりのところ、広い守備範囲で相談窓口を検討いただいて、そういった何でも

相談窓口みたいなのができたらいいんじゃないかなというふうに思っております。何かそのあたりでちょっと考

えがあればお聞かせください。 

○議長（山本泰正君） 健康福祉課長 松田君。 

○健康福祉課長（松田明久君） 失礼いたします。 

 コロナ感染症に罹患後に不安を抱える患者に対する治療と、それからケアの手順につきましては、現在のとこ

ろ国内では標準化されておりませんので、かかりつけ医のほうを御紹介いたしまして、そちらのほうで慎重に経

過観察と対応療法を行いまして、必要によっては専門医、専門の医療機関を紹介するというような対応をさせて

いただいております。 

 いずれにしましても、新型コロナウイルス感染症に関しましては、住民の方もいろいろな面で不安を抱えてい

る方が多くいらっしゃると思います。今後も、医療機関と十分に連携し、町民の皆様への情報提供に努めるとと

もに、相談があった場合には適切な対応が取れるように取り組んでいきたいというように考えております。 

○議長（山本泰正君） ２番 尾崎君。 

○２番（尾崎智美君） ありがとうございます。 

 サッカーのワールドカップを見ても分かるように、諸外国では元の日常を取り戻しております。よそはよそ、

うちはうちということでしょうが、私たちが中国のコロナ政策を見てちょっと異常に思うように、海外からはそ

う思われてるかもしれません。 

 以上で一般質問を終わります。 

○議長（山本泰正君） これで尾崎智美君の一般質問を終わります。 

 ここで場内の時計が、１０時４０分まで暫時休憩といたします。 

               午前１０時２２分 休憩 

               午前１０時４０分 再開 

○議長（山本泰正君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 次に、４番 神﨑良一君に質問を許可します。 

 ４番 神﨑君。 

○４番（神﨑良一君） それでは、議長より許可をいただきましたので、質問させていただきます。 

 太田町政が発足して８か月余り経過しまして、先日、先ほどからも御報告等ありましたが、町長は町政懇談会

を実施されてきました。その中で町長は、小さなことからこつこつと、こういう言葉を言われて、確かにいろん

な、町政の中で小さなことを、目を細かく優しい町政というか、それを目指してされているので、私もそういっ

た観点というか、目線で、小さいことに絞りながら御質問をさせていただきたい。 

 今日は３問、各種団体への補助金、助成金についてと貸出し自転車についてと告知放送についてであります。 

 まず、１問目の各種団体への補助金についてでありますが、１点目、町内のどのような団体に幾ら補助や助成

をしていますか。２点目、その金額はどのように決められていますか。３点目は、来期、その補助金の金額等増
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額の予定、計画があるのならば、どのような団体に増となるのか、その３点についてお聞かせください。 

○議長（山本泰正君） まち経営課長 寺尾君。 

○まち経営課長（寺尾純一君） 失礼いたします。 

 それでは、神﨑議員から御質問いただいております各種団体への補助金、助成金等につきまして、事前にお伺

いしていた部分についてを含めましてお答えさせていただければと思います。 

 現在、まち経営課のほうでは町の協働事業提案制度というものを実施しておりまして、毎年、各種団体様のほ

うから提案を募りまして、提案のほう内容を審査させていただきまして、補助対象というふうなものを決めてお

ります。神﨑議員のほうからサンシュユの関係ということでもお伺いしておりましたので、サンシュユに関する

補助金といたしましては、サンシュユを育てて気を和する郷を作る会、その会が実施されるサンシュユの植栽等

に関しまして、町の協働事業提案制度の補助対象として、平成２５年度から２７年度までの３か年、各年度２０

万円、計６０万円の補助をさせていただいております。 

 この補助事業そのものは、公益的、社会貢献的な事業であって、地域課題や社会的な課題の解決が図られるも

の、先進性や先駆性、新たなアイデア、そういったような新しい視点からの取組があるもの等に対するスタート

アップ支援的な補助を行う、そういったものでございます。 

 補助金額の設定につきましては、これは補助制度の実施要綱で年額２０万円の上限が設定をされております。

対象団体の決定に当たりましては、先ほど申し上げましたとおり、１０月の末頃から１２月の上旬頃にかけまし

て募集を行います。募集の行い方は、町の広報誌、それからホームページ等に募集記事を上げて募集をかけてお

るものでございます。書類による１次審査、それからプレゼンテーションによる２次審査を経て、対象団体が決

定されます。今後、地域課題の解決につながるような先進的な取組が数多く提案された場合には、１事業当たり

の補助額の変更というのは考えておりませんが、例年大体２件から５件ぐらいの補助枠を取っておりますけれど

も、その補助枠の増額というのも検討してまいりたいというふうに考えております。 

 ただ、これまで申し上げた状況を考えますと、協働事業提案制度では、過去に採択されたものと類似した事業

につきましては採択が難しい事業となっております。もし新たな提案というようなことで、事業の内容が違うと

か、取組が新しいものであるとか、そういったようなものであれば、また再度の採択は可能であるというふうに

考えております。 

 以上、神﨑議員への答弁とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（山本泰正君） 副町長 今田君。 

○副町長（今田好泰君） それでは、私からは、住民課で扱っております和気町地球温暖化対策事業補助金につ

いて説明をさせていただきます。 

 この補助金の目的は、和気町の地域特性を生かした地球温暖化対策を推進し、地球温暖化防止に地域から貢献

するため、自主的に地球温暖化防止活動を実施する団体に対し補助金を交付するものとしており、団体の要件と

しましては、１０名以上の町内在住者であり、また岡山県知事から委嘱を受けた岡山県地球温暖化防止活動推進

員が３名以上在籍していることとなっております。今現在、和気町においてこの条件に当てはまり補助金を交付

している団体は１団体のみとなっております。 

 補助金の交付額につきましては１０万円を上限として要綱で定めておりまして、実際に補助金を交付している

団体から実績報告時でいただく決算書等を拝見いたしましても、その額は適正なものであると考えております。

補助金の増額につきましては、現在は考えておりませんが、今後、必要に応じて増額の検討も行っていきたいと

考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（山本泰正君） ４番 神﨑君。 



- 73 - 

○４番（神﨑良一君） それでは、再質問をさせていただきます。 

 例規集の１万６，２５１ページなんですが、そこから和気町補助金等交付規則というのが平成１８年に決めら

れておりまして、それには補助金を交付している団体名がずっとあります。実際は、今具体的な話として、この

リストには載ってないんですけども、協働事業の提案ということで、和気町のサンシュユの会が約１０年前に発

足し、３年間、補助金２０万円の６０万円を受けて事業をしてきたということが一つと、それから地球温暖化事

業の対象で１者というのが、これが和気町環境保全事業推進協議会という、これが１０万円の補助金を受けなが

らやっているということで、この２団体があります。現状、どちらの団体も町の規則にのっとりというか、従順

にやっとるんですけども、ここに来て政府が言い出した脱炭素運動というか、脱炭素に向けての地方づくりだと

か、それから和気町自身のことをいえば、この前の町政懇談会でも、３地区ぐらいから耕作放棄地の対策という

ことで、各区長かその他の方から提案というか、お願いが町にありまして、その中でも、先ほどの副町長のお答

えの中に、御報告の中にもありましたが、具体的な策が出せない状況なのでいろいろ検討していきたいというお

言葉もありました。なので、ヒントになればと思って私は今回質問させてもらってますが、先ほどあったＮＰＯ

法人和気サンシュユの会については、新規ではないし、先ほどの協働事業について言えば、同種案件ならば補助

の対象にもうならない、それから継続事案ならばそれはならないということでお答えいただいたんですが、今般

サンシュユの会は、日本薬用機能性植物推進機構という、千葉大学の先生や長崎国際大学の薬学部の先生等が代

表理事を務める一般社団法人ですけども、そこから生薬としてサンシュユを納入したいというオファーがあった

と聞いております。当然、こうなってきますと、今までの人数で、かつ今までの機械でもってサンシュユを、皆

さん、どっちかというとボランティアに近い形で生育され、収穫され、加工されて出しておった段階だとある程

度の限界があるなと。町にどれだけ資するか、町のためにどれだけになるかということを再検討いただくため

に、再度、新しい機械を導入するだとか、新しい事業計画だというようなことを、既案件ではありますが、申請

をしたならばどう回答をいただけるのか、方向性をお示しください。 

○議長（山本泰正君） 産業振興課長 新田君。 

○産業振興課長（新田憲一君） 失礼いたします。 

 サンシュユの会のほうからは、このたび、事業計画でありますとか、サンシュユの会の目標とされているこ

と、概要のほうはお聞きをしております。ただ、先方から町に対しての補助金等の申入れというのは今のところ

ございません。この団体のこれからの取組といいますのが、本町の目指すことと合致するのであれば、支援につ

いても検討してまいりたいというふうに考えております。 

○議長（山本泰正君） ４番 神﨑君。 

○４番（神﨑良一君） 今、新田課長のほうから、町に資するものというか、そういうことであればということ

なんですけど、もう少し御説明すれば、今、益原から日笠へ越えていく道の向こうに市倉があります。市倉には

もうサンシュユの木は植わってあって、毎年、黄色い花と秋の赤い実はつけております。これから北へ上がって

いきます。木倉へ上がっていって、ずっと上がれば和気美しい森です。和気美しい森までの田んぼを黄色い春の

花と赤い秋の実で染めて、和気美しい森へのいざない道路として考えるというようなことも彼らは言っておりま

す。ある程度、そういう話は進みつつあります。そういうふうなことが和気の観光だとか荒廃地の対策になるの

ではないかと私は強く思います。なので、新規案件、それから今言った町へ資すること大なる理由を持って、再

度申請を上げたいと思っておりますので、そのあたりは可能性があるように私は受け止めました。いや、それで

も既案件で、もう済んだ話だから駄目だよと言うんだったらはっきり言ってください。それであれば私はもう別

のことを考えないといけないので。そう思いますのと、あともう一つは、地球温暖化関係で、和気町の環境保全

事業推進協議会は、ミカンの苗木を荒廃地に植えて、草刈りができないお年寄りの田畑をお借りしてやっており

ます。これも実施をして２年たちましたので、ある程度知名度も上がって、それなら私とこもという声が上がり
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つつあります。 

 この前の町政懇談会の藤野地区での懇談を聞かれたと思いますが、髙原区長がおっしゃってました。ちょうど

大田原のコミュニティに下りるところの荒廃地が何年も日笠地区の人に頼んどるけど、もうできなくなったんだ

と。ここの草を刈ったり、維持をしてくれる人はおられんのかと。それを地域でやろうとしとるけど、なかなか

できないので町はということだったけども、副町長は考えるということでおっしゃられたけども、具体的な策と

いえば、このどちらか、サンシュユでもいい。あそこはサンシュユ、でもそこだけになるからまた問題はありま

しょうけど、ミカン畑をつくってやったらどうなのかなということなので、この和気町環境保全事業推進協議会

のほうは、補助金は今１０万円です。今お聞きしたら２０万円までということなので、２０万円の増額を。この

団体は、もし再度これだけの申込者があるから、苗木を買いたいからやらせてくれんかと言うたらどうなんでし

ょうか。そのあたりの回答。サンシュユが新事業でとか、環境保全事業団が今度苗木を買い増ししたいからと言

った場合は、申請は通らせてくれるんでしょうか、どうでしょうか。 

○議長（山本泰正君） まち経営課長 寺尾君。 

○まち経営課長（寺尾純一君） 失礼いたします。 

 まず、サンシュユの会が再度新規にということで。 

 先ほど申し上げましたのは、同じ内容のものを継続して、採択期間が終わった後にというのは、この協働の提

案事業では採択は難しいというふうに申し上げておりますので、新たな展開があるとか、違うようなもの、内容

が違ってくるということであれば、それは御相談いただきたいというふうに思います。 

 ただ、議員のほうに踏まえていただきたいと思いますのが、あくまで先ほど申し上げたスタートアップ的な支

援ということですので、後には、例えばそれが継続的に５年、１０年、２０年と続いていくようなものではござ

いません、こちらの補助金は。ですので、その間に、例えば産業振興課長が申し上げたように、町としてバック

アップするというようなことになってくればというふうな形で、その間に話を進めていただけるというようなこ

とでよければいいのではないかなというふうに考えております。よろしくお願いいたします。 

○議長（山本泰正君） 産業振興課長 新田君。 

○産業振興課長（新田憲一君） このたび、今年度なんですけど、里山等の利活用促進事業ということで、これ

は、荒廃農地とか荒れた山林に地域を挙げて苗木を植栽していただくことで景観復活を目指していきましょうと

いう事業を立ち上げさせていただきました。荒廃農地の対策では、農地法の関係がございますので、植えて大丈

夫な木とそうでない苗木があると思うんですけど、そのあたりはクリアできれば可能かと思います。その事業を

使って、地域で取り組んでいただくことで可能かと考えております。 

○議長（山本泰正君） ４番 神﨑君。 

○４番（神﨑良一君） これは最終質問です。 

 まさに、昨日おっしゃった里山景観復活事業、これについて同僚議員から質問があったときに、景観の復興や

荒廃地の削減に役立つ点、それと単年度ではなく、経年というか、何年かやる事業だということでお聞きしたの

で、まさに今産業振興課長が言ってくれたので、この２つの事業、例えばサンシュユの会が景観復活だというこ

とで、サンシュユの木が該当するかどうかです。だから、それを調べてというか、サンシュユの木が該当するか

せんか、もうすぐ分かるでしょう。それのことと、それから、環境保全事業推進協議会はミカンです、ミカンの

木です。これが該当するかどうか。それが該当するんであれば、２０万円の枠ですから、その申請ができるかど

うか。これが最後の質問です。よろしくお願いします。 

○議長（山本泰正君） 産業振興課長 新田君。 

○産業振興課長（新田憲一君） 里山等の利活用促進事業なんです。これは要件が、地域を挙げて取り組んでい

ただく、区長とか地域の代表の方に中心になってやっていただく、これが一つ条件でございます。 
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 それから、苗木の件なんですが、農地法の関係と私は言いましたが、サンシュユというのは収穫できる作物と

いう中に今含まれていないというふうに思っておりまして、これは農地に植えるのは対象にならない、農地に植

えれないというふうに私は考えております。かんきつ類、ミカンとか、そういったものは、これは農地に植える

ことは可能かというふうに考えております。 

○議長（山本泰正君） ４番 神﨑君。 

○４番（神﨑良一君） 続きまして、２問目に行きます。貸出し自転車について。 

 昨今、ロマン街道の利活用が叫ばれてる中、ロマン街道は歩く、走る、自転車だろうと、こう思います。そう

いった状況の中で、和気町が保有する貸出し自転車、台数は何台あって、その利用状況はいかがでしょうか。 

 ２点目、その台数は今後、今後いうても１年、２年、数年を見通して、十分足りていますか。 

 ３点目、壊れた自転車や古くなった自転車は、廃棄にして新しく買うのか、修理をして使うのか、どのように

なっているのかという点を御質問させていただきます。お願いいたします。 

○議長（山本泰正君） 産業振興課長 新田君。 

○産業振興課長（新田憲一君） 失礼いたします。 

 神﨑議員の貸出し自転車についての御質問にお答えをいたします。 

 まず、１点目の現在の台数と利用状況についてですが、町内のレンタサイクルにつきましては、駅前の観光協

会と、それから益原多目的公園、和気鵜飼谷温泉の３か所で行っております。台数は、和気町の観光協会のほう

が２１台、それから益原の多目的公園が２６台、和気鵜飼谷温泉が９台というふうになっております。 

 このレンタサイクルの利用状況についてでございますが、観光協会のほうは、令和３年度、コロナ禍で貸出し

を中止していた期間もございまして、年間で６４６台の利用となっており、本年度は１１月末現在で７４８台の

利用となっております。益原の多目的公園のレンタサイクルにつきましては、令和３年度が５８２台、本年度は

１１月末で５８４台というふうになっております。和気鵜飼谷温泉のレンタサイクルにつきましては、今年度か

ら運用を開始しておりまして、１１月末現在で１４台の利用ということになっております。 

 現在の台数で十分かという御質問でございますが、貸出し報告書の内容や各施設の貸出し窓口の状況を確認し

ておりまして、レンタサイクルの台数が足りなくなるということは年間を通じてほとんど見受けられないことか

ら、現状の台数で問題ないというふうに考えております。 

 ３点目の壊れた自転車、古くなった自転車の対応はどうなっているのかという点についてでございますが、故

障した自転車は、基本的には修理ということで対応しておりますが、修理できない場合や、老朽化して走行に支

障が出るような自転車につきましては、買換えで対応をしております。 

 なお、老朽化した自転車も近年増えてきておりますので、利用者の方に気持ちよくサイクリングを楽しんでい

ただけるよう、できるだけ早期に一定量の買換えを行いたいというふうに思います。 

 以上、御答弁とさせていただきます。よろしくお願いします。 

○議長（山本泰正君） ４番 神﨑君。 

○４番（神﨑良一君） 現在の台数は、２１台、２６台、９台ということで５６台。これだけあれば別に問題は

ないとは思うんですが、今年の秋、和気を訪れたサイクリングチームというか、ロードチームだったか、そうい

う方が２０台ほど借りたいと言って借りようとしたら、当然、今言うように、例えば和気でしょうから、和気だ

と２１台しかないので、五、六台か、何台か分かりませんけど、ぼろぼろだったということで、せっかく和気に

来たのにみんなで乗れんかったわと。だから、仕方がないので、備前まで行って備前で借りたら、きれいなのが

いっぱいあったよと。 

 一遍、分からないけど、台数を増やせじゃなくて、こういうものは多いときに合わせて増やすもんでもないだ

ろうからいいんだけど、備前のその自転車がどうなっとるか、私もまた行ってみたいと思うんで、皆さんもまた
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見られたらいいんですけど、向こうは納得して和気の自転車は納得せんかったという事実があるので、そこらあ

たりをもう一遍、客目線で利用者目線で把握してほしい。 

 これだけあれば、２０人来ても、例えば益原にあるやつを一時的に３０人用に増やして。そういう場合は広報

で言うとかなあかんけど、２０人以上はとか、１０人以上は和気町のとか観光協会のほうに事前予約をしてくだ

さいねというようなことをいただいて、担当者が準備できるようにしてもらっといて、きれいな自転車を２０台

用意するとかね。そういけば、和気に観光に来た方を逃すことはない。せっかくＰＲだ何だというて言ってきて

もろうても、最終的には和気じゃなくてよそへ行きましたというんでは元も子もない話なので、これは強い教訓

として皆さん理解をしておいていただいて、受入れ体制の充実を再構築していただきたいと思います。そのあた

り、もしお考えがあればお願いします。 

○議長（山本泰正君） 産業振興課長 新田君。 

○産業振興課長（新田憲一君） 御指摘ありがとうございます。 

 他市の自転車の状況もぜひ見させていただきたいというふうに思います。 

 それから、神﨑議員おっしゃられるように、事前に情報があれば、今３か所でやってますが、一ところに集め

て皆さんに借りていただけるような、こういったことも現在もしておりますが、今回対応できなかったというこ

とで、それを反省で徹底していきたいというふうに思います。ありがとうございました。 

○議長（山本泰正君） ４番 神﨑君。 

○４番（神﨑良一君） それでは、３問目、告知放送について質問をさせていただきますが、この概要について

は、今般の議会全員協議会で根本的にやり直すということをお話を聞いてるので、再度ということにはならない

んですが、ただこの一般質問は皆様、町民の方が聞かれているので、分かりやすく、告知放送システムについて

は変更する。そして、どの点が改良されて、利点はどこなのか、経費的にはどうなのかという、町民目線のお答

えをいただければと思います。 

 私は今般、この告知放送システムはいつ、幾らかけて設置されたかとか、今の問題点は何かとか、遡って３回

目の放送が聞けるようにということで質問しましたが、そのあたりは全てクリアにされてるように私は全員協議

会での説明でお聞きしました。これを私に答えるというよりは、町民の方に分かるようにいただければ私への回

答になるかと思うので、そのあたり、簡明に分かりやすく、今回の告知放送システムの更新ということについて

お答えいただければと思います。 

○議長（山本泰正君） 財政課長 海野君。 

○財政課長（海野 均君） それでは、神﨑議員からいただきました御質問、告知放送について３点、順を追っ

てお答え申し上げます。 

 既に全員協議会において概要については述べさせていただきましたが、改めて、今回いただいた御質問の内容

について分かりやすくということで御説明のほうを申し上げます。 

 まず、今の告知放送システムはいつ、幾らかけて設置されたのかについてお答え申し上げます。 

 現在の告知放送システムは、平成２１年度事業として実施し、平成２３年３月に竣工し、同年４月から運用を

開始しております。当時、告知放送システムと併せて、町内全域に光ケーブル網も整備し、整備費用は光ケーブ

ルの整備も含め約１６億円となっております。 

 次に、２点目、今の問題点は何かという御質問ですが、町民の皆様から、放送が鳴らなかった、放送が聞き取

りにくい、端末が故障したなど様々な御意見をいただき、問題点として捉え、改善に取り組んでおります。 

 最大の問題点は機器の老朽化であり、老朽化に伴う告知放送システムの更新であると考えております。既に整

備から１１年以上が経過し、役場内に設置している放送配信のためのセンター施設は令和４年度末で保守が終了

いたします。また、地区内のアンテナとなる地区制御装置、各家庭に配付している端末機は既に製造が終了して
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おります。修理も令和６年度末までの対応となり、新たな告知放送システムの整備が急務であり最大の問題であ

るというふうに考えております。その対策として、令和５年度中に機器の更新を行い、令和６年度からの運用に

向けて、本年度、準備のほうを進めているところでございます。 

 ３点目でございます。遡って３回目の放送が聞けるようにならないかというような御質問ですが、現在、直近

の１回のみの録音が可能であり、再生して放送を聞くことができます。ところが、今の告知端末の性能の問題

で、御質問のように録音回数を増やすことができません。このような問題を解決するため、新たな告知放送シス

テムでは録音を複数回できる機能を付与するよう検討しております。 

 現在の告知放送システムは、運用開始から１１年以上が経過し、町民の皆様に定着したシステムであり、災害

時等の有事の際には情報伝達手段として欠かせないものとなっております。新しいシステムの導入に当たって

は、確実に情報伝達ができること、１０年先を見据えた仕組みとすること、高齢者などデジタル弱者にも配慮す

ることなどを念頭に置きつつ、皆様からの御意見を生かしながら、町民の皆様にとってこれまで以上に利便性の

高いものにしたいと考えておりますので、御理解のほどよろしくお願いいたします。 

 最後、御質問の中で、どの点が改良されて、利点がどこにあるかというようなところを御質問いただきまし

た。 

 現在、音声のみの告知放送ということで、これまでも幾つか御質問いただいた中で、文字情報、文字として災

害時等の情報、あるいは文字として、遡って３回あるいは５回、複数回、文字あるいは音声で聞けるような、時

代に合ったような形で、文字情報も含めた更新というものも今後検討してまいりたいというふうに考えておりま

す。 

 以上、答弁とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（山本泰正君） ４番 神﨑君。 

○４番（神﨑良一君） 今のシステムを新しく替えることによって、音声のみではなく文字ということで、かな

り広範囲なというか、利便性が高いものと思われます。 

 それで、１０年間を見据えたと言うんであれば、映像、画像とかはどうなんでしょうかというのが１点目と、

前回の平成２１年のこの告知放送システムは、光ケーブルを引くのも併せとるから１６億円と。ただ、１６億円

かかっとるけど、大半が国からの補助か何かがあったと思って、町の負担は、僕の記憶違いだったらおかしいん

だけど、数千万円か、小さな金額だったかなと思うんで、そのあたりと、要は今回はどのくらいの費用になっ

て、どのぐらいの町民負担というか、一般資金が出るのかなと、そのあたりをお知らせください。 

○議長（山本泰正君） 財政課長 海野君。 

○財政課長（海野 均君） まず１点目、映像、画像につきましては、現在の専用端末であれば音声に限るとい

うことで、今後スマートフォンあるいはタブレットであれば、映像については、ＵＲＬ等で誘導すれば、それぞ

れ端末のスマートフォンあるいはタブレットで、災害時等の危険箇所の映像であったり、そういったことでもＵ

ＲＬの添付で対応できるかな、そういった更新も考えていかないといけないというふうに考えております。 

 ２点目の費用について。 

 前回、全員協議会で資料のほうをつけておりますが、確かに１６億円のうち、国庫のほうが１４．７億円程

度、残りは地方債で、一般財源が１００万円程度でありました。今回も、国庫にするか地方債にするか。国の財

源があれば国庫が充てれるんですけれども、国が財源がないということでは地方の地方債。地方債を借りるメリ

ットとして、長い間、１０年、１５年、後年度に負担いただくようになるんですけれども、一時的にそういった

お金を利用しながら、後年度の負担もしていただきながら、なるべく町費、一般財源の負担の少ないような形で

検討しております。 

 具体的な金額につきましては、現在、詳細な設計システムの内容について検討している段階で、もうしばらく
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時間がかかりますので、現在のところまだ具体的な数値というのは算出できてない状況となっております。 

○議長（山本泰正君） ４番 神﨑君。 

○４番（神﨑良一君） 以上で質問を終わります。 

○議長（山本泰正君） これで神﨑良一君の一般質問を終わります。 

 次に、９番 西中純一君に質問を許可します。 

 ９番 西中君。 

○９番（西中純一君） 導入でございます。こういう記事が山陽新聞に、広域路線バス、来春から運賃値下げと

いうのが１１月９日の東備版に出ておりました。これは導入です。 

 まず１番目、和気町内のバス、地域交通の改善をどうするかという質問でございます。 

 マイカーを持って運転できる方はあまり問題を持っておられませんけれども、高齢者やマイカーを持たない人

は今、特に佐伯地域なんかは大変不便な状態であります。日笠なんかも同じだと思うんですけど。かつては片上

鉄道や宇野バス、そしてＪＲがあり、町のバスはほんの一部だったわけでありますが、マイカー普及により、公

共交通の赤字化、そして経営悪化により路線廃止や廃業が続いたということであります。 

 町内でも、佐伯からも岡山のほうに宇野バスが出たり、あるいは日笠地域の湯の口までバスが出ていた、ある

いは町営のバスが室原から日笠地区公民館まで来ていたということがあったと思います。現在は、マイカーやタ

クシーのほかは町営バスが、大きな比重を占めるようになりました。しかしながら、空車が多い、あるいは買物

に不便とかというクレームをよく聞きます。そういうことで、ぜひこれは、いうたら買物だとか病院へ行くとか

ということをするためには、このバスが便利にならないとどうにもならない。住んでる人の権利というか、糧と

して本当にもっと便利にしていくべきだと思います。 

 まず１問目というか、一つの質問でございますが、現在の町営バスというのは、スクールバスと幼稚園バス。

大体、スクールバスが７時過ぎから８時前まで、幼稚園バスが８時前後に、その後、子供を乗せてそれぞれの学

校、幼稚園に運んでいると。その空いた時間を使って運行してるというのが現実だと思いますが、ですからこの

時間を見ると、佐伯地区から行く場合で、大体９時ぐらいに出るような格好、あるいは８時台に出るものでも、

病院に着くのが９時前とかというふうな格好になってるんですよね。ですから、これがちょっとミスマッチを生

んでいる原因ではないかと。本来は、高齢者はもっと早く、スクールバスと同じ時間に病院へ移動したい。この

場合は、増便ということが必要になるわけ。あるいは、小学生や幼稚園の子供と一緒に移動する、混乗というん

ですが、ように制度設計を変えなければこの問題は解決しないのではないか。そのような制度設計をしていくべ

きではないのかというふうなことが一つお聞きすることであります。 

 高齢者から物が渡されるのではないかとか、いろいろな苦情があって、混乗ということはちょっと無理だとい

う保護者の意見もあったということでやられてないというのもあるわけでありますが、地域によっては、それに

よって救われる場合もあるんじゃないかなっていうふうに思っております。 

 それからもう一つは、さっきこの記事にありましたが、佐伯地域では一部、この和気閑谷高校に通う生徒の利

便性、赤磐地域から、特に吉井から来る生徒の利便性も図るということで、もう改善が、共同便を増やす、周匝

から和気へ来る昼間の便、それから塩田の診療所から周匝まで行く便を１便ずつ増便するというふうな改善があ

るわけでありますが、佐伯地域では、そういう山陽方面あるいは吉井方面へもバス便を用意してほしいというこ

とがあるわけです。 

 それから、デマンドタクシーを復活してほしいという声もあるわけですけども、代替案とすれば、歩行が難し

い人には、タクシーチケットを配って、そのタクシーを利用していただいて希望するところへ行かれると、そう

いうことも必要ではないかなと思っております。 

 以上、交通の問題で質問いたします。 
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○議長（山本泰正君） 危機管理室長 河野君。 

○危機管理室長（河野憲一君） 失礼いたします。 

 西中議員の和気町内のバス、地域交通の改善をどうするかという御質問にお答えをさせていただきます。 

 まず、空車が多い、それから買物に行くのに不便である、それからスクールバスの空いた時間で使用するので

はなく、その同じ時間に病院や買物に行けるように制度設計を変えなければいけないのではないかという御質問

でございます。 

 この町営バスにつきましては、西中議員がおっしゃいますとおり、スクールバスの空き時間を有効に活用しよ

うということで、交通弱者、それから運転免許証を持たない方々などの通院や買物への手段の確保として、平成

３１年１月から約３か月、試行運転を行いまして、同年の４月から本運行を開始して、今現在４年目を迎えてい

る状況でございます。 

 令和元年度は、３万人を超える御利用をいただきました。それから、令和２年、３年度は、新型コロナウイル

スの影響もありまして、若干ですが、利用者の減少は見られましたが、年間約２万５，０００人の方々に御利用

をいただいております。 

 この定時定路線バスが運行されたことをきっかけに免許を返納されたりする方もおられるなど、ある程度の成

果は上げていると認識をいたしているところでございます。 

 スクールバスを優先として運行をいたしておりますので、学校行事によりまして町営バスの時間を変更して対

応させていただくこともございますが、学校とも協議をしながら、少しでも運行時間の変更が少なくなるように

努めておりますし、運行時間変更の周知につきましても、問合せがあった場合などは分かりやすく丁寧に御説明

をさせていただいております。 

 運行から４年を迎える中で、令和３年５月には、長時間乗車の解消でありますとかトイレ休憩の確保、それか

ら佐伯、和気間の便数を２３便から１２便へと集約化を図るなどの改正を行いまして運行している状況でござい

ます。 

 御利用いただける全ての方に満足していただくことはなかなか難しいことではございますが、今後も町営バス

の利用促進に努めてまいりたいと考えております。 

 現在の運行形態からスクールバスと路線バスを切り離して運行するとなりますと、当然、車両、それから運転

手の確保などが必要になってまいります。これには当然、多大な費用もかかってまいります。現状の利用状況、

それから変更した場合の財政的な問題を考えますと、現時点ではスクールバスを優先として引き続き町営バスの

運行を行ってまいりたいと考えておりますので、御理解をいただきたいと思いますが、今年度中にアンケート調

査を町民の方に実施することといたしております。町民の皆様から御意見等をいただきまして、今後も利用促進

に努めるとともに、より多くの方に利用していただくことができるように見直しの検討を行ってまいりたいと思

いますので、よろしくお願いをしたいと思います。 

 ２点目の山陽、それから吉井、周匝方面のバスの便を用意してほしいと、赤磐市の福祉バスに連絡するような

便を用意してほしいということで、あと家から歩いて出られない困難の人にはタクシーチケットというような御

質問でございますが、現在、佐伯、熊山駅間で町営バス佐伯熊山線を運行いたしております。これは、通勤、通

学に朝たくさん乗っていただいてるような状況でございます。それから、赤磐市の広域路線バス赤磐和気線も周

匝から和気駅まで運行しておりまして、これも佐伯の企業の従業員の方、それから通学に御利用をいただいてい

るところでございます。この赤磐市の広域路線バスにつきましては、来年４月から早朝便、それから塩田地区へ

の往復などの便数の増加に加えまして、従来の料金を半額程度とする見直しを行う予定になっておりますので、

町営バスとの連絡も取れまして、利用者の方々には非常に利用しやすくなるというふうに考えております。 

 議員がおっしゃいました山陽方面につきましては、現時点では特に予定を考えてはおりませんが、赤磐市との
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協議も必要となってまいります。先ほど御説明させていただきましたとおり、今年度中のアンケートの調査の実

施の結果によりまして、また、それから町政懇談会でのバスのお話もあったと思います。こういうことを参考に

しながら、利用者をはじめ町民の方々の声をお聞きしまして検討を行ってまいりたいというふうに考えておりま

す。 

 それから、タクシーチケットにつきましては、これにつきましては、関係部署とも協議を行いながら検討して

まいりたいというふうに考えております。 

 平成３０年３月に策定をいたしました地域公共交通網形成計画の中で、本町の公共交通形成の基本方針の一つ

にＪＲ和気駅周辺への人の流れをつくるというものがございます。今後、町民の利便性に加えまして、商業施設

や飲食店等とも連携をした魅力的なまちの中心拠点を創出して生活の質の向上を目指していくことといたしてお

りますので、御理解いただきますようよろしくお願いいたします。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（山本泰正君） ９番 西中君。 

○９番（西中純一君） 既に、広域路線バスである程度改善されると。それで、この件については、和気閑谷高

校の生徒だけではなくて、岡山方面に行かれる方も、通学用に周匝から佐伯庁舎に来る便もできると。それによ

って、７時に佐伯庁舎から熊山駅へ出る、そういうふうなのができるんで、それから料金も安くなるので、部分

的ではありますが、改善される。これは非常に歓迎しているものでございます。 

 しかしながら、全体の流れでいうと、さっき言いましたような、スクールバスの空いた時間ということになる

と、その当時の町長も言われてましたけど、空いたバスが走ると言ってもやるというふうに言われておりました

けど、空いたバスでは駄目だと私は思います。 

 地域交通というのは、住み続けるための元気な足を確保するということで、あるこういう本をちょっと読みま

したけれど、全部はまだ読んでないんですけれど、３割、４割ぐらいの人が、人というか、乗車が満たるよう

な、そういうふうな、ある程度収入もあるような形で運行しないと継続性が、ＳＤＧｓ、持続可能なという言葉

がよく使われるわけでありますが、長続きしないというふうに思いますので。 

 もちろん今でも、町営バスが５，０００万円ほど、スクールバスが１，８００万円ほどですか。ですから、合

わせると６，９００万円ほど使ってるわけなんで。もちろん、増便をすると人件費とあるいはバスを購入とかの

費用がかかるんで、財源問題もあるので簡単にはいかないとは思うんですけれど、春に少し改善するわけなんで

すけど、今後そういう見直しといいましょうか、そういうアンケートとかも取りながら、住民の声も聞きなが

ら、今後、そういう見直し、そういうことを、ある程度長期的な見通しといいましょうか、するお考えはあるの

かどうなのか。その辺をちょっと、どちらでも、担当者でも町長でも、あったらお願いしたいというふうに思っ

ております。 

 交通というか、足の考えというのは、地域に、特に佐伯地域の場合は若干ちょっと方向が違う点があるんです

よね。赤磐市の赤坂まで、以前の町の場合はバスがあって、その当時まだ宇野バスがあったもので、そこから岡

山市へ出ていくということも可能だったんです。それが今は、宇野バスももうなくなって、共同便がまた、美作

市から赤磐、岡山へ出るにはあるんですけれど、なかなか難しいんではあるんですけれど、岡山まで行って帰る

と２万円以上タクシー代かかるとか、いろいろと困ってる方も本当にいらっしゃるので、ぜひその辺はいろいろ

検討をしていただきたいと思います。 

 うちの地域、私は宇生っていうとこに住んでおりますが、美作岡山道路があるので、もちろん万富へも出られ

るし、美作岡山道路があると、非常に昭和地区は、西のほうへ、瀬戸へ行こうと思うと、赤磐市の野間の辺まで

行くと、宇野バスへ乗れば瀬戸駅まで出られます。それに運んでもらえればね、ネオポリスまで。そういう、若

干、状況が和気の真ん中とちょっと違うんで、その辺も含めて、今後見通しが、変える展望というか、考え方、
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設計を変えるかどうか、その辺の見通しはどうなんですかね。お願いします。 

○議長（山本泰正君） 危機管理室長 河野君。 

○危機管理室長（河野憲一君） ありがとうございます。 

 一般質問の冒頭に、過去の経緯とかということを西中議員のほうからおっしゃっていただいたと思います。私

も存じておりますが、まずこの町営バスがスタートして、そのスタート前にも、いろんなことで協議を行いなが

らスタートをさせました。その後、４年を迎えてると言いましたけども、その中で新型コロナウイルスの影響を

受けて、もう３年目を迎えてというような形で運行しております。その中で、スタートさせた中で、いろんな御

意見をいただいて、令和３年５月に改正を１度させていただいております。また、今の状況から、少し協議をし

ながら、来年度４月に向けて、一旦そういうものを改正できる、それから利用料が安くできるというふうな改善

をさせていただいてきております。時代とともにいろんなニーズも変わってくる可能性もございますし、それか

ら先ほど申し上げましたとおり、町政懇談会、それからアンケートの結果、御意見をお聞きしながら、ニーズに

合わせたように、可能な限り、できる限り近づけていけたらなというふうに思います。限りはあるかもしれませ

んが、そのように進めてまいりたいと考えておりますので、御理解よろしくお願いいたします。ありがとうござ

います。 

○議長（山本泰正君） ９番 西中君。 

○９番（西中純一君） だから、しつこいようですけれど、要するにどこかの時点で、また町民の利用者の意見

とかを集約して、そういうコンセプトというかね。細かな変更というのは、区長方から意見を聞いたりして、停

留所をどこかに動かすとか、そういうことはどうもされてるんですけれど、大きな改善をするということについ

ても、どっかの時点でまたそういうことはあるというふうに考えてよろしいんですよね。もう一遍そこだけ。 

○議長（山本泰正君） 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） 西中議員の質問について御答弁したいと思います。 

 先ほど言われたように、その時期を見て検討をしたいということは、私は町長になるときからそのようにお伝

えをしてます。 

 バスの路線を増やしたり、時刻変更や料金変更をするという場合には、町民の代表の方や、それから他の交通

業者で構成をする地域公共交通会議で合意をしなければならないということになっていますので、そのような場

合にはそうした会議の中で検討をさせていただくというようにしたいと思います。 

 議員のほうから出されているタクシーチケットだとかデマンドの関係につきましても、先ほど担当課長のほう

からも出ています、今年度中にアンケートをしますので、本当にもう全く乗ってないような路線を走らすのはい

かがなものかと私も考えていますので、そうしたところにつきましてはまた検討をしていきたいということで、

アンケート調査を見ながら進めていきたいと思っています。 

 また、赤磐や、それから赤坂のほうへの生活圏もあるんだということでございますので、その点につきまして

も、どのぐらいの方が利用されるのかということも多分アンケート中で出てくるだろうと思いますので、そうい

うところも検討をしていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（山本泰正君） ９番 西中君。 

○９番（西中純一君） デマンドだとかチケットを配るか、そのどちらになるか知りませんけど、そういう細か

い手直しについては、アンケートを取りながら、もう来年度あたりにやられるということで、一歩前進してると

思います。また、それから長期的には、利用者の意見を聞きながら、地域公共交通会議で共通理解をして、タク

シー業者とか、そういうところとも調整しながら、新たないい交通システムというものについて考えるような方

向だということなので、近い将来、ぜひそれについてもお願いをしたいというふうに思います。 

 次の質問にまいります。 
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 ２番目は、人権条例に基づく事業の縮小、廃止をするべきではないかということであります。 

 まず、人権条例でありますが、この条例というのは、人権尊重のまちづくりに関し、町及び町内に暮らす全て

の者の果たすべき役割を明らかにするとともに、施策の基本となる事項を定めることにより、同和問題をはじ

め、子どもの問題・女性問題・障害者問題・高齢者問題・在日外国人問題等すべての人権問題解決への取組を充

実することによって、差別のない真に人権が尊重される社会を実現することを目的とすると、この条例の最初に

この目的が出ているわけであります。そして、これは、国の事業、昭和４４年、１９６９年に同和対策事業特別

措置法が実施をされ、１９９２年、平成４年に終了しております。同種の事業が、延長するとか、いろんなこと

が行われたわけでございます。事業を終了する中で、継続してまだ事業をしなければならないという、その当時

の藤本町長が平成７年に諮問をいたしまして、審議会もあり、平成９年、１９９７年にこの条例が制定されてい

ると。その中間答申もちょっと読み直したわけでありますが、そこに、これは、和気町における今後の同和対策

推進施策の在り方というのが、平成７年、１９９５年、諮問委員会が設置されて、その中間報告が１９９５年８

月に出ております。それを読みますと、地域住民の生活環境整備と物的事業の推進により実態的差別はほぼ解消

したと言えると。しかし、心理的差別は完全に解消された状態はなく、今後取り組んでいく必要があるというふ

うなことが述べられて、平成９年にいろいろ審議があり、条例がつくられたということで、その中間答申でも言

わば実体的な差別はほぼ解消したというふうに言われている。だから、心理的差別が残っているのでまだ事業を

しなければならないというふうに言われているわけでありまして、それ以後、また二十何年たっているわけであ

ります。２７年ですか。ですから、もうそろそろ、効果がどうかという問題はあるんですけれど、今大体３，１

００万、２００万円程度、人権事業といわれるもの、隣保館管理費だとか集会所管理費だとか、あるいは推進

費、そういうもんで使われております。が、そのことについてはもう廃止をするべきではないと私はかねがね思

っておりますし、お聞きしているわけであります。そういうことで、そのことはどのようにお考えなのか、この

まま続けなければならないって言われるのか、その辺を一つはお聞きしたい。 

 それからもう一つは、運動団体への補助金というのがありまして、補助金そのものは３００万円です。それか

ら、人権研修旅費というのが２００万円あります。これはもうそろそろすぐにでも廃止すべきだと。そういうも

のは、それぞれの各団体の自主的なお金というか、手弁当で実施するべきではないかということであります。 

 今回の決算、９月議会では実はあんまり言わなかったんですけど、もう一遍昨日見てみますと、２００万円の

旅費は９３万円しか使っていなかったんですよね。１００万円以上、１０６万円ぐらいですか。不用額がこの９

月の決算議会では出ておりました。あまりそのことについて私は言わなかったんですけれど、そういうことで、

現実的にも使っていないというふうなことなんで、ぜひその補助金とか旅費というのはもう廃止をして、それぞ

れの持出しとしてやられるというんであれば、それらの団体で自主的にやっていただきたいというふうな話で

す。よろしくお願いします。 

○議長（山本泰正君） 教育次長 万代君。 

○教育次長（万代 明君） 失礼いたします。 

 差別は改善している。事業の縮小、改善をという点について答弁させていただきます。 

 和気町では、合併前の旧和気町において、平成９年、１９９７年に和気町人権尊重のまちづくりに関する条例

を制定し、組織的、計画的に研修や啓発を進めてまいりました。この条例は合併後も引き継がれ、現在において

も本条例に沿った研修、啓発に取り組んでいるところでございます。 

 近年、情報化の進展に伴い、インターネット上での差別事象が続発するようになっております。新型コロナウ

イルス感染症の拡大に伴って感染者への誹謗中傷が問題になったことも記憶に新しいところでございます。 

 また、和気町では、５年に１度、人権問題に関する意識調査を実施しております。その中で部落差別を見聞き

したような経験の有無を問うたところ、およそ２０％の方があると回答されておりました。以上のように、人権
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問題に関する状況は時代とともに変化をしており、今なお完全に改善されたという状況にはないと考えておりま

す。 

 国においても、様々な差別が今なお存在することを念頭に、平成２８年、２０１６年に、障害者差別の解消の

推進に関する法律、ヘイトスピーチの解消の推進に関する法律、部落差別の解消の推進に関する法律のいわゆる

人権三法を施行しており、差別の解消に向けて取組を進めているところでございます。 

 意識調査では、人権研修への参加の有無と様々の問題をクロスして分析をしております。一例で申しますと、

先ほどの人権三法の認知度について尋ねた結果に、研修会の参加の有無を掛け合わせての分析をしております。

その結果、研修会に参加したことのある方のほうが、していなかった方よりも、知っていると答えた方が多かっ

たことが分かりました。つまり、研修に参加したことがある方は、参加されなかった方に比べて総じて人権課題

に対するアンテナが高くなっていることが判明しております。 

 これらのことから、人権課題に取り組むには研修や啓発を計画的に進めていくことが重要と考えております。

引き続き、人権が尊重される社会の実現を目指し取り組んでまいりますので、御理解をよろしくお願いいたしま

す。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（山本泰正君） 総務課長 永宗君。 

○総務課長（永宗宣之君） 失礼をいたします。 

 私のほうからは、運動団体への補助金と旅費はすぐにでも廃止すべきではないかとの御質問にお答えをさせて

いただきます。 

 団体への補助金、旅費の支援についてでありますが、部落解放同盟和気町協議会は人権問題の解決に向けて先

進的に取組をされておられます。その内容は人権尊重のまちづくりに寄与するものであると認識をしておりま

す。今後も引き続き、行政との協働によりまして事業を推進をしてまいります。したがいまして、現状では廃止

等は考えておりません。 

 先ほど西中議員の御発言の中で、個別に令和３年度の旅費が１００万円以上の不用額を生じているではないか

というような御指摘もございましたが、この点につきましては、昨今の新型コロナの影響で、県外におけます研

修会、大会、こういったものの開催が見送られた、あるいは参加を見送ったために不用額が生じておるものでご

ざいまして、コロナ前の平成２９年度、３０年度まであたりは予算額に近い金額の執行ということでございまし

た。御報告を付け添えさせていただきます。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（山本泰正君） ９番 西中君。 

○９番（西中純一君） あまり思うような答弁が得られないんですけれど、今の隣保館管理費、集会所管理費、

それから人権啓発推進費ですか、そういうのを使っていろいろ事業をやっているわけなんですけれども、なかな

か、地区研修というのを佐伯地区でも今はやってるんですけれど、これで本当に差別がなくなる、そういうもの

か、どうも何となく納得がいかないというんですか。最近の問題は、人権軽視でも、ＬＧＢＴだとか、それから

高齢者のいじめというんですか、いろいろと多岐にわたりますよね、人権というのは、人権ということであれ

ば。だけど、本来的には、書かれているのは、同和問題をはじめとしたという同和問題なんですよ。そういうと

ころで、隣保館では、三者同教というのも月に１回ぐらいですか、やってるんですけど、本当に実が上がってい

るのかどうなのか、その辺はなかなか私たちが、特に私は今総務文教常任委員会じゃないんで、総務文教常任委

員会には何か資料が出ているのかもしれませんけど、そういうものがないんですけれども、その辺の何か資料と

いうか、そういうものはもう何もないんですかね。議員全部に配るとか、そういうふうな。その辺ちょっといつ

も不思議に思う。前も、決算ではちょっと聞いたことがあったんですけれど。この間は落語家の方が講演された
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そうですけど、何かあればちょっと。次長、教育長でもいい。 

○議長（山本泰正君） 教育長 徳永君。 

○教育長（徳永昭伸君） 失礼します。 

 三者交流同和教育研修会も含めて、町内では様々な研修会を行っております。そのための資料等も十分つくっ

ておりますし、またまとめもしております。議員が言われるように、それが見えにくいということであれば、い

つでもそういうものをお出しすることもできますし、我々教育委員会としましても、同和問題をはじめ、現在

様々な人権問題が世の中に存在をしております。その一つ一つの解決を目指していくことが町民の幸福につなが

るものと思っております。 

 ともに支え合い助け合う共生社会、そういう和気町になるように人権教育・啓発が重要であると考えており、

今後も教育・啓発により一層取り組んでいきたいと思っておりますので、御理解をしていただけたらと思いま

す。よろしくお願いします。 

○議長（山本泰正君） ９番 西中君。 

○９番（西中純一君） 時間がなくなったんでもう何も言えないですけれども、ぜひとも本当の意味で差別がな

くなるために、もう不必要な事業は廃止すべきだと思っております。ぜひともお考えをよろしくお願いいたしま

す。終わります。 

○議長（山本泰正君） これで西中純一君の一般質問を終わります。 

 以上で、一般質問は全て終了しました。 

 明日は、午前９時から本会議を再開しますので、出席方よろしくお願いいたします。 

 本日は、これにて散会します。 

 御苦労さまでした。 

               午後０時０１分 散会 
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               午前９時００分 開議 

（開議の宣告） 

○議長（山本泰正君） 皆さん、御苦労さまです。 

 ただいまの出席議員数は、１２名です。 

 したがって、定足数に達しておりますので、これから本日の会議を開きます。 

（議事日程の報告） 

○議長（山本泰正君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。御了承を願います。 

 ここで、去る１２月１３日、議会運営委員会を開き、協議した結果を委員長から報告を求めます。 

 議会運営委員長 山本君。 

○議会運営委員長（山本 稔君） 皆さん、改めましておはようございます。 

 それでは、議会運営委員会の委員長報告を行います。 

 去る１２月１３日火曜日、本会議終了後、本庁舎３階第１会議室において、委員全員出席、執行部より町長、

副町長、担当課長出席の下、議会運営委員会を開催いたしました。 

 まず、特別委員長並びに各常任委員長から付託案件２４件について審査報告がありました。この後、各委員長

から委員長報告がございます。 

 なお、今回、討論の申出はございません。 

 次に、追加議案として条例改正１件及び補正予算１件の２件が、本日追加提案されますので、よろしくお願い

します。 

 また、閉会中の調査研究の申出が、議会運営委員会、各常任委員会及び各特別委員会から提出されております

ので、本日議題といたしております。 

 以上、委員長報告といたします。 

○議長（山本泰正君） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、委員長の報告に対する質疑を終わります。 

 委員長、御苦労さまでした。 

（日程第１） 

○議長（山本泰正君） 日程第１、議案第９１号から議案第１１２号までの２２件及び請願２件を一括議題と

し、各常任委員長及び和気鵜飼谷温泉事業特別委員長に審査結果の報告を求めます。 

 まず、総務文教常任委員長に報告を求めます。 

 総務文教常任委員長 居樹君。 

○総務文教常任委員長（居樹 豊君） それでは、総務文教常任委員会の委員長報告を行います。 

 令和４年第６回和気町議会定例会におきまして、当委員会に付託されました議案７件及び請願２件につきまし

て、去る１２月９日午後１時から和気町議会議事堂におきまして、委員全員出席、執行部より町長、副町長、教

育長及び各担当課長出席の下、慎重に審査したその結果を御報告申し上げます。 

 初めに、議案第９１号和気町職員定数条例の一部を改正する条例についてでありますが、審査の結果、特に質

疑もなく、全会一致で原案可決であります。 

 次に、議案第９２号地方公務員法の改正に伴う関係条例の整理に関する条例についてでありますが、審査の結

果、特に質疑もなく、全会一致で原案可決であります。 

 次に、議案第９３号和気町非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例についてであり
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ますが、審査の結果、特に質疑もなく、全会一致で原案可決であります。 

 次に、議案第９４号和気町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例についてでありますが、審査の結

果、特に質疑もなく、全会一致で原案可決であります。 

 次に、議案第９６号和気町教育振興基金条例の制定についてでありますが、審査の結果、全会一致で原案可決

であります。 

 なお、審査の過程において、次のような質疑、答弁がありました。 

 委員から、年間２，０００万円から３，０００万円程度の収入があるようだが、全てを基金に積立てて、大き

い事業があるときに一括して使用する予定なのか。また、いろいろな教育関係の経費に充当していくと、残りは

ほとんどなくなると思われるが、現段階での方針について聞きたいとの質疑に対し、具体的な中身については現

在検討中であるが、教育のために積み立てていくので、町民に対して見える化が必要であると考えているとの答

弁がありました。 

 また、別の委員から、このお金を使って給食費の無償化を行うことについては賛成だ。また、和気中学校と佐

伯中学校の生徒が和気閑谷高校に進学する場合に学費の補助を行っては。また、将来の和気町を背負ってくれる

子供たちに投資をしたらよいのではないかとの質疑に対し、給食費の段階的な無償化に活用したい。限られた財

源に優先順位をつけながら、町民に分かる形でやっていきたい。現在、和気閑谷高校の存続に向けて、あらゆる

方法を取りながら、いろいろ知恵を出しながら取り組んでいる。今回の提案を踏まえてプロジェクト会議で検討

していくので、基金の活用も含めて方向性を出していきたいとの答弁がありました。 

 次に、議案第９７号和気町放置自動車等の発生の防止及び適正な処理に関する条例の制定についてであります

が、審査の結果、全会一致で原案可決であります。 

 なお、審査の過程において、次のような質疑、答弁がありました。 

 委員から、告発等を行って費用請求をするときに、移動や廃車に係る費用は業者が処理するだろうが、町の施

設に保管した場合の費用について、基準があるのかとの質疑に対し、現在、基準等は規定していないが、例えば

住民の迷惑や危険を及ぼすような場所に放置された場合に、庁舎の駐車場等へ移動する作業が発生することも想

定されるので、その経費については当該所有者へ請求することもあるが、詳細なことはこれから決めたいとの答

弁がありました。 

 次に、議案第１０２号令和４年度和気町一般会計補正予算（第７号）についてでありますが、審査の結果、全

会一致で原案可決であります。 

 なお、審査の過程において、次のような質疑、答弁がありました。 

 委員から、固定資産税の増額について、これは北山方の旧ゴルフ場であるが、これから、何年間になるのかと

の質疑に対し、北山方のメガソーラーについて、２億２，０００万円を超える金額が１社から入ってくる。な

お、償却年数は１７年間であるとの答弁がありました。 

 また、同委員から、償却期間において、定額法定率や減価償却により、毎年、額が減るのではとの質疑に対

し、償却資産については、毎年、一定率の減価償却がなされて、年々減額となっていくとの答弁がありました。 

 次に、請願第４号学校生活において内閣、文部科学省、厚生労働省の方針に則ったマスクの自由化や黙食の緩

和が徹底されるよう求める請願書でありますが、審査の結果、賛成多数で趣旨採択であります。 

 なお、審査の過程において、次のような質疑、答弁がありました。 

 委員から、実際の現状はどうなっているのか。教育委員会から学校現場の現状について教えてほしいとの質疑

に対し、国、県からの通達により、マスクの着用については、身体的距離が十分に取れないときは原則着用とな

っている。しかし、活動場所や活動場面に応じてめり張りのある着用が行われるよう、学校・園に指示をしてい

る。 
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 また、給食時の黙食については、飛沫を飛ばさないとか、換気を行うとか、机を向かい合わせにしない等の工

夫を行い、大声での会話はしないなどの対策を行った上で、児童・生徒間でも会話を行うことができるよう指示

をしているとの説明がありました。 

 同委員から、提出議員の思いもよく分かるが、現在も感染者が日に日に増えてる状況でもあり、趣旨採択とし

たらという意見がありました。 

 次に、請願第５号何処の中学生も自由にクラブ活動ができるように求める意見書の提出を求める請願書であり

ますが、審査の結果、賛成多数で趣旨採択であります。 

 なお、審査の過程において、次のような質疑、答弁がありました。 

 少子化になって子供たちも苦労していて、やりたい部活動ができない状況である。ここで継続審査にすると、

２月に選挙があるので廃案になるため、もう一度、選挙後に全員が一致で賛成できるような請願にして国に送り

たいので、今回は趣旨採択をお願いしたいとの意見がありました。 

 別の委員から、私も趣旨採択でお願いしたい。子供たちのために何とかしたいが、和気町議会単独で提出する

効果があるのかどうか、この運動を県下全域に広げて、国に対して岡山県全域で出せるような体制をつくってや

ってほしいとの意見がありました。 

 以上、簡単ですけども、総務文教常任委員会の委員長報告といたします。 

○議長（山本泰正君） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、委員長の報告に対する質疑を終わります。 

 委員長、御苦労さまでした。 

 次に、議案第９１号から議案第９４号まで及び議案第９６号並びに議案第９７号の６件は、討論の申出がござ

いませんので、討論を省略します。 

 お諮りします。 

 議案第９１号から議案第９４号まで及び議案第９６号並びに議案第９７号の６件を一括して採決したいと思い

ますが、御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認め、これから採決します。 

 議案第９１号和気町職員定数条例の一部を改正する条例について、議案第９２号地方公務員法の改正に伴う関

係条例の整理に関する条例について、議案第９３号和気町非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を

改正する条例について、議案第９４号和気町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について、議案第

９６号和気町教育振興基金条例の制定について、議案第９７号和気町放置自動車等の発生の防止及び適正な処理

に関する条例の制定について、以上６件に対する委員長の報告は、原案可決であります。６件は、委員長の報告

のとおり決定することに御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第９１号から議案第９４号まで及び議案第９６号並びに議案第９７号の６件は、委員長の報告

のとおり可決されました。 

 次に、請願第４号及び請願第５号の２件について、討論の申出がありませんので、討論を省略します。 

 お諮りします。 

 請願第４号及び請願第５号の２件を一括して採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 
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               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認め、これから採決します。 

 請願第４号学校生活において内閣、文部科学省、厚生労働省の方針に則ったマスクの自由化や黙食の緩和が徹

底されるよう求める請願書、請願第５号何処の中学生も自由にクラブ活動ができるように求める意見書の提出を

求める請願書、以上２件に対する委員長の報告は、趣旨採択であります。２件は、委員長の報告のとおり決定す

ることに御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって請願第４号及び請願第５号の２件は、委員長の報告のとおり趣旨採択とすることに決定されまし

た。 

 次に、厚生産業常任委員長に報告を求めます。 

 厚生産業常任委員長 西中君。 

○厚生産業常任委員長（西中純一君） 改めまして、おはようございます。 

 それでは、厚生産業常任委員会の委員長報告を行います。 

 令和４年第６回和気町議会定例会におきまして、当委員会に付託されました議案１５件につきまして、去る１

２月９日午前９時から和気町議会議事堂におきまして、委員全員出席、執行部より町長、副町長及び各担当課長

出席の下、慎重に審査した結果を御報告申し上げます。 

 初めに、議案第９５号和気町手数料徴収条例の一部を改正する条例についてでありますが、審査の結果、全会

一致で原案可決であります。 

 なお、審査の過程において、次のような質疑、答弁がありました。 

 委員から、手数料を２００円から１０円に下げる理由については理解できた。１０円になった根拠と、コンビ

ニで交付する際、事務的な手数料は幾らかかるのかとの質疑に対し、１０円の根拠は、コンビニのマルチコピー

機の利用料の最低金額が１０円であることから設定した。また、コンビニ交付１件につき１１７円の手数料をＪ

－ＬＩＳに支払っているので、今回の料金改正により町の負担が増えることになるとの答弁がありました。 

 次に、議案第９８号和気町土地改良事業等分担金徴収条例の制定についてでありますが、審査の結果、特に質

疑もなく、全会一致で原案可決であります。 

 次に、議案第９９号和気町県営土地改良事業分担金徴収条例の一部を改正する条例についてでありますが、審

査の結果、全会一致で原案可決であります。 

 なお、審査の過程において、次のような質疑、答弁がありました。 

 委員から、今回、条例を３つに分けた理由は何かとの質疑に対し、町が施工する農林水産省所管の土地改良事

業については、関係する２つの条例で運用していたが、今回、顧問弁護士の指導等により整理するもので、条例

に施行規則を設けて、町施工分の農林事業を運用していくものだ。また、今回の一部改正条例についても、県営

土地改良事業の条例と２つの条例で運用しているが、同様に運用していくため、体系の見直しを行うものであ

る。次に、国土交通省所管事業の関係条例についても、同様に見直しを行い運用していくため、関係条例の整理

を行ったとの答弁がありました。 

 次に、議案第１００号和気町急傾斜地崩壊対策事業分担金徴収条例の制定についてでありますが、審査の結

果、特に質疑もなく、全会一致で原案可決であります。 

 次に、議案第１０１号和気町下水道事業の地方公営企業化に伴う関係条例の整備に関する条例についてであり

ますが、審査の結果、全会一致で原案可決であります。 

 なお、審査の過程において、次のような質疑、答弁がありました。 
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 委員から、下水道事業が地方公営企業化することに伴い、根本的に何が変わるのかとの質疑に対し、下水道会

計も、上水道や簡易水道会計と同様に貸借対照表や損益計算書などのスタイルとなる。令和５年度からは地方公

営企業法の適用になるので、予算決算の様式は全て変わっていくとの答弁がありました。 

 次に、議案第１０２号令和４年度和気町一般会計補正予算（第７号）についてでありますが、審査の結果、全

会一致で原案可決であります。 

 なお、審査の過程において、次のような質疑、答弁がありました。 

 委員から、子ども家庭相談室をつくるための改修工事１４５万円について、益原多目的公園内の子育て支援セ

ンターを改修するものかとの質疑に対し、国は今年度中に子ども家庭総合支援拠点を設置する努力目標を掲げて

いて、悩める保護者との相談場所の確保などが設備の条件であり、役場本庁舎内の一室を改造して相談できる場

所をつくるもので、プライバシーに配慮し、相談時に子供が遊べるスペースも確保する計画であるとの答弁があ

りました。 

 また、同委員から、開設される子ども家庭相談室の対象はとの質疑に対し、国では２本あって、１つ目が母子

保健法による妊婦や出産までの方々が対象の子育て包括支援センターで、子ども家庭総合支援拠点は児童福祉法

によるもので、令和６年度からはこの２つが一体化した子どもセンターをつくることで、国が進めている。役場

庁舎内でも一括して出産から子育てまでを対象に一連の窓口ができるような形を準備している。中学生程度まで

を対象に相談ができる体制整備を行いたいとの答弁がありました。 

 また、別の委員から、観光費３，６８０万円の増額について、指定管理者、ロマンツェに毎年２，０００万円

を補助していくのかとの質疑に対し、これまで令和２年度及び３年度と２，０００万円ずつ補助してきたが、今

年度もコロナの影響や燃料費の高騰により２，０００万円以上の赤字が出る見込みとのことから、補助したいと

の答弁がありました。 

 また、別の委員から、ロマンツェへの補助金について、現況を打破するための具体的な対策の提示はあったの

か否かとの質疑に対し、令和４年度の収支予定について、赤字額が２，０００万円を超えるとの提示がなされた

ため、補正をお願いしている。集客方法など、改善計画等についても協議しているとの答弁がありました。 

 また、同委員から、議会として２，０００万円を認めるとなれば、指定管理者にはかなりの責任があると思わ

れる。これまで１０年以上やってきて、再契約したばかりであり、やる気を見せてほしいし、もう少し工夫が欲

しいとの質疑に対し、ロマンツェから今後の対策等についても資料提出がなされている。今回の２，０００万円

については、令和３年度の実績、９月までの実績と１０月以降の予約状況を見込んだ結果、２，２７０万円ほど

の赤字になるもので、人件費や事業費等をカットして対応している状況だとの答弁がありました。 

 また、同委員から、家庭の省エネ対策加速化事業補助金について、エコキュート以外の対象製品はどういった

もので、補助は２分の１なのかとの質疑に対し、蓄電池が対象になっていて、補助率は１０分の１であるとの答

弁がありました。 

 また、別の委員からは、林業振興費において、ナラ枯れに対する対応とはとの質疑に対し、町内でナラ枯れが

確認をされ、駆除するための事業費を岡山県の１０分の１０の補助で計上し、施行するとの答弁がありました。 

 次に、議案第１０３号令和４年度和気町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）についてでありますが、審

査の結果、特に質疑もなく、全会一致で原案可決であります。 

 次に、議案第１０４号令和４年度和気町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第２号）についてであります

が、審査の結果、特に質疑もなく、全会一致で原案可決であります。 

 次に、議案第１０５号令和４年度和気町介護保険特別会計補正予算（第２号）についてでありますが、審査の

結果、全会一致で原案可決であります。 

 なお、審査の過程において、次のような質疑、答弁がありました。 
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 委員から、一般会計からの繰入金はどうやって決まっているのかとの質疑に対し、主なものは、職員の人件

費、介護保険料の町の負担分であるとの答弁がありました。 

 また、別の委員からは、高額介護サービス等費の増額理由はとの質疑に対し、今年度、一月当たり約２５０件

の実績があって、令和３年度と比較するとほぼ同じ件数であるが、一月当たりの支給額は１０万円以上の増額と

なっているため、このたび補正をお願いしているとの答弁がありました。 

 次に、議案第１０６号令和４年度和気町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）についてであります

が、審査の結果、特に質疑もなく、全会一致で原案可決であります。 

 次に、議案第１０７号令和４年度和気町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）についてでありますが、

審査の結果、特に質疑もなく、全会一致で原案可決であります。 

 次に、議案第１０８号令和４年度和気町特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）についてで

ありますが、審査の結果、特に質疑もなく、全会一致で原案可決であります。 

 次に、議案第１１０号令和４年度和気町上水道事業会計補正予算（第４号）についてでありますが、審査の結

果、特に質疑もなく、全会一致で原案可決であります。 

 次に、議案第１１１号令和４年度和気町簡易水道事業会計補正予算（第４号）についてでありますが、審査の

結果、全会一致で原案可決であります。 

 なお、審査の過程において、次のような質疑、答弁がありました。 

 委員から、人件費の増額について、職員が１名増になっている理由はとの質疑に対し、４月１日の人事異動に

より職員が１名増えているが、水道業務については夜間の対応もあり、今回の増員によりローテーションが少し

緩和された。また、業務自体も更新工事などにより増えているとの答弁がありました。 

 また、別の委員からは、５，６００万円の増額は物価高騰による資材費の高騰なのかとの質疑に対し、当初の

工事費の総額が１億８，６００万円で、合計して今回２億４，０００万円となり、３割ぐらい高騰している。設

計に当たり見積り単価を徴しているが、資材等の高騰があり、今回、費用の増額になっているとの答弁がありま

した。 

 次に、議案第１１２号町道路線の認定についてでありますが、審査の結果、全会一致で原案可決であります。 

 なお、審査の過程において、次のような質疑、答弁がありました。 

 委員から、旧朝日町住宅の跡が整備されることに伴い、新たな道路が町道になる件について、区画割りなどの

状況はどうなっているのかとの質疑に対し、吉井川側に１０区画、これは賃貸で、後日、買取りも可ということ

であります。反対側に宅地分譲で９区画整備される予定で、建築基準法に基づき、今回の町道認定により分譲宅

地の売買が開始される予定だとの答弁がありました。 

 以上、厚生産業文教常任委員会の委員長報告といたします。 

○議長（山本泰正君） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、委員長の報告に対する質疑を終わります。 

 委員長、御苦労さまでした。 

 次に、議案第９５号、議案第９８号から議案第１０１号まで、議案第１０３号から議案第１０８号まで及び議

案第１１０号から議案第１１２号までの１４件は、討論の申出がございませんので、討論を省略します。 

 お諮りします。 

 議案第９５号、議案第９８号から議案第１０１号まで、議案第１０３号から議案第１０８号まで及び議案第１

１０号から議案第１１２号までの１４件を一括して採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 
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               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認め、これから採決します。 

 議案第９５号和気町手数料徴収条例の一部を改正する条例について、議案第９８号和気町土地改良事業等分担

金徴収条例の制定について、議案第９９号和気町県営土地改良事業分担金徴収条例の一部を改正する条例につい

て、議案第１００号和気町急傾斜地崩壊対策事業分担金徴収条例の制定について、議案第１０１号和気町下水道

事業の地方公営企業化に伴う関係条例の整備に関する条例について、議案第１０３号令和４年度和気町国民健康

保険特別会計補正予算（第２号）について、議案第１０４号令和４年度和気町国民健康保険診療所特別会計補正

予算（第２号）について、議案第１０５号令和４年度和気町介護保険特別会計補正予算（第２号）について、議

案第１０６号令和４年度和気町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）について、議案第１０７号令和４

年度和気町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）について、議案第１０８号令和４年度和気町特定環境保

全公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について、議案第１１０号令和４年度和気町上水道事業会計補正

予算（第４号）について、議案第１１１号令和４年度和気町簡易水道事業会計補正予算（第４号）について、議

案第１１２号町道路線の認定について、以上１４件に対する委員長の報告は、原案可決であります。１４件は、

委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第９５号、議案第９８号から議案第１０１号まで、議案第１０３号から議案第１０８号まで及

び議案第１１０号から議案第１１２号までの１４件は、委員長の報告のとおり可決されました。 

 次に、和気鵜飼谷温泉事業特別委員長に報告を求めます。 

 和気鵜飼谷温泉事業特別委員長 神﨑君。 

○和気鵜飼谷温泉事業特別委員長（神﨑良一君） それでは、和気鵜飼谷温泉事業特別委員会の委員長報告を行

います。 

 令和４年第６回和気町議会定例会におきまして、当委員会に付託されました議案２件につきまして、去る１２

月８日午前９時から和気町議会議事堂におきまして、委員全員出席、執行部より町長、副町長、担当課長出席の

下、慎重に審査した結果を御報告申し上げます。 

 初めに、議案第１０２号令和４年度和気町一般会計補正予算（第７号）についてでありますが、全会一致で原

案可決であります。 

 次に、議案第１０９号令和４年度和気町和気鵜飼谷温泉事業特別会計補正予算（第３号）についてであります

が、全会一致で原案可決であります。 

 なお、２議案の審査の過程において、次のような質疑及び答弁がありました。 

 冒頭、担当課長の補足説明に引き続き、委員から、１，６８０万円を繰り入れることについて、現在の見通し

はどうなのか。この繰入れで本当にいけるのか。入浴客や宿泊客の動向はどうなっているのかとの質疑に対し、

今年度はコロナによる休館や時短営業はない。令和３年度に比べると、宿泊、日帰り温泉ともにプラスで推移し

ている。コロナ前の令和元年度と比較すると、完全には戻り切ってはないが、１０月１１日から全国旅行支援割

が始まり、１０月についてはコロナ前の宿泊者数に戻りつつある。この割引の適用により、多くの方が宿泊され

ている状況だ。今後も燃料費等の高騰により厳しい運営が続くが、今回の旅行割支援を受けて、売上確保をやっ

ていく、経費の削減に努めていくとの答弁がありました。 

 また、別の委員から、一部事務組合から和気町に移管されて以降、町からの繰出金の合計金額は幾らになるか

との質疑に対し、平成２５年度以降、約２億４，２４７万円である。内訳は、令和２年度からの地方創生臨時交

付金４，５００万円と平成２８年度に発生したポンプ事故への補填分３，０６７万円、令和２年度からのコロナ
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禍による赤字補填分１億６，６８０万円であるとの答弁がありました。 

 また、別の委員から、現在のレストランの在り方について、現在の形態で続けていくか、もう少し前向きに運

営方法を検討していくと変わっていくんではないかとの質疑に対し、現在のコロナ禍により、旅行や宴会のスタ

イルも変わってきた。時代の流れに早急に対応できるよう、職員も研究している。メニューについても、おいし

い料理の提供を目標に研究している。利用者の意見を営業に反映できるよう努力していくとの答弁がありまし

た。 

 また、同委員から、温泉職員の接客について改善が必要なのでは。和気鵜飼谷温泉を和気町のシンボルとして

取り組んでいく気持ちを職員に持ってほしいとの質疑に対し、職員教育については徹底していくとの答弁があり

ました。 

 そのほか、経営改善に向けて、第三者による審議会を設置して前向きに進めていけばとか、ＳＮＳをもっと活

用して宣伝すべきではといった意見、今後のくみ上げポンプの改修計画等についても質疑がありました。 

 以上、和気鵜飼谷温泉事業特別委員会の委員長報告といたします。 

○議長（山本泰正君） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、委員長の報告に対する質疑を終わります。 

 委員長、御苦労さまでした。 

 次に、議案第１０２号は、討論の申出がありませんので、討論を省略します。 

 これから議案第１０２号令和４年度和気町一般会計補正予算（第７号）についてを採決します。 

 議案第１０２号に対する各委員長の報告は、原案可決であります。議案第１０２号は、各委員長の報告のとお

り決定することに御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第１０２号は、各委員長の報告のとおり可決されました。 

 次に、議案第１０９号は、討論の申出がありませんので、討論を省略します。 

 これから、議案第１０９号令和４年度和気町和気鵜飼谷温泉事業特別会計補正予算（第３号）についてを採決

します。 

 議案第１０９号に対する委員長の報告は、原案可決であります。議案第１０９号は、委員長の報告のとおり決

定することに御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１０９号は、委員長の報告のとおり可決されました。 

（日程第２） 

○議長（山本泰正君） 日程第２、議案第１１３号和気町長等の給与等に関する条例の一部を改正する条例につ

いてを議題とし、提出者の説明を求めます。 

 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） 本日、追加提案をしております、議案第１１３号の和気町長等の給与等に関する条例の

一部を改正する条例についてでありますが、税額算定に必要なデータ入力を怠り、町県民税を誤徴収していた問

題により、町民の信頼を著しく損ねた責任の一端を表して、町長及び副町長の給与を減額するため、改正するも

のであります。 
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 以上、説明を申し上げましたが、詳細につきましては担当課長に説明をさせますので、御審議、御議決賜りま

すようよろしくお願いいたします。 

○議長（山本泰正君） 次に、議案第１１３号の細部説明を求めます。 

 総務課長 永宗君。 

○総務課長（永宗宣之君） 議案第１１３号説明した。 

○議長（山本泰正君） これから議案第１１３号の質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ４番 神﨑君。 

○４番（神﨑良一君） それでは、３点お聞きします。 

 このような条例改正をしなければならなかった誤徴収の具体的な内容、どのような誤徴収だったのかというこ

とと、その原因は何だったのか。 

 ３点目は、その対策はいかにするのか、この３点についてお答えをお願いします。 

○議長（山本泰正君） 総務課長 永宗君。 

○総務課長（永宗宣之君） 失礼をいたします。 

 まず、このような事態が起こった原因は、内容はどういったものであったかということでございます。 

 税務署におきまして確定申告をされたデータが、その内容が和気町役場税務課のほうにデータとして送付をさ

れてまいります。その送付されたデータに基づいて、町県民税、住民税の修正、賦課をする必要がありましたけ

ども、その時期に修正をすることなく、適正な時期にその処理ができていなかったということで、住民の方々に

過徴収、もしくは減額という、住民税に対して誤徴収という事態が発生をしたと。これが昨年の４月から本年９

月までということになっております。 

 この発生原因でございますけども、事務担当職員が適正な時期に事務を行っていなかったということでござい

ます。事務をする必要性を認識しておりましたが、それが適正にできていなかったということでございます。 

 続いて、第３点目の対策でございますけども、改めまして各業務において、複数の人間でチェックができるよ

うな体制を、再度、構築、確認するように指示をいたしたところでございます。 

○議長（山本泰正君） ４番 神﨑君。 

○４番（神﨑良一君） 当然、確定申告をした内容については、瀬戸税務署ですか。どこになるのか分かりませ

んが、そこからメール等で来るんですか。そのあたりの事務的なこと言うと、これからの対策として、複数でや

るっていうか、今までだって複数でやることになってると思ってるんですよ、私は。複数でやらんような事務が

あるのかという、逆に聞きたいぐらいで、何で複数でできてなかったのかが問題なんだ。担当の人が１人おっ

て、それが１年半強も放置されてること自体がおかしかろうというんが、本当におかし過ぎて、何なのかなとい

う。だから、複数でやれば防げるのかどうかも、ちょっと疑問な点もあります。何かもうちょっとずしんと、こ

ういうことが長期にわたって放置されてたということが物すごく心配な話なので、その対策について、ダブルチ

ェックだというような言い方だけでは、到底私は納得がし難い。納得するも何もないんですけど、何かもうちょ

っと真剣味が欲しい、何か回答が欲しいです。町長、どうですか。 

○議長（山本泰正君） 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） この問題につきましては、１０月１９日の臨時議会終了後の全員協議会で御説明を一度

させていただいているということでございます。それ以降、税務課においても、以前からもこの業務ができてい

るかというようなことは、担当の職員に課長のほうから投げかけるということもしていました。その場合に、で

きていますという返答があれば、なかなかそこの個人が担当してるところをチェックをすると、コンピューター

を開けてチェックをするというようなことができていなかったというようなこともございますけれども、今後に



- 97 - 

おいては、そういうところも含めて、担当課長のほうも目を配る。それから、職員間でも、常々情報交換しなが

ら職務をしていくというようなことを進めていっているところでございます。ダブルチェックだけでは甘いので

はないかということでございますけれども、それを確認するシステムというものが構築をされてないということ

で、やはりそれはマンパワーによってやるということになりますので、情報交換しながらやっていくということ

で、今後、そのようなミスは出ないように努めてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（山本泰正君） ４番 神﨑君。 

○４番（神﨑良一君） 分かりました。説明は十分分かるんですけど、システムの構築が一番大事で、私たちみ

たいに民間企業が長いと、当然これは紙ベース、紙媒体で普通やって、個人の、その担当者の今月１か月間にせ

なあかんことというて書いて、そのマル・ペケをやったかどうかを課長が見る。結果がどうかって見る。課長の

仕事について、チェックしたのかを、部課長って、今回、部長はおられませんし、今度、部課長制になるってい

うんだったら、３段階チェックぐらいにして、紙をというか、ネット上に今度はなりますけど、ネットの中でそ

の印が済みになっとんかどうかというようなことになると思います。ただ、担当者がしてもないのに済みにされ

ると、そりゃあいけんから、そこら辺はダブルチェックかなと思いますけど、普通はシステムを構築するという

のが具体的な話なので、そういうふうにリストがあって、そのリストのチェックでっていうことになると思うん

ですよ、基本的には。だから、そういうことがきちっと、努力するとか頑張るというのは、これはもう、頑張る

ことは失敗もします。だから、どうしてもそういうシステム的に、日々の管理、週の管理、月の管理、四半期の

管理、６か月の管理、１年の管理っていくようにいけば、そこでもう複数回どころじゃない管理になってきます

から、そのどこかで、あ、これ抜けとったなとか、何かできてないなというようなことを、釈迦に説法みたいな

話をしますけど、そういうふうにしていただいて、私は決して今回の役席者の上の方々も分からない、それでな

ってすぐのような話で、また前任の方の時代も含まれた中で減俸なんかというのは、私、あまり本意じゃないの

で、されたくない話なので、責任を取るという気持ちは分かるけども、そんなことよりは、１０分の１減らすよ

りは、紙に書いたシステムをこうこうしたとかという、具体的なそういった話のほうが欲しかったなと私は思い

ました。もう回答要りません。 

○議長（山本泰正君） ほかに質疑はありませんか。 

 ３番 從野君。 

○３番（從野 勝君） この問題が発生した後の事後処理に、問題があったかないかについてお尋ねしたいんで

すが。何もなかったですか。 

○議長（山本泰正君） 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） 事後処理につきましては、担当の課長と、それからその当事者が、それぞれ家庭を回ら

せていただいて、おわびをしたということでございます。それで、当然払っていなかった方については、全く問

題もなく払っていただけたし、それから少なく徴収、こちらがしてなかった方につきましても、そういう事情だ

ったということで、快くということまではいかなくても、問題なく、また税金を払っていただいたということに

なっています。全て、もう現在完了しているということでございます。 

○議長（山本泰正君） ３番 從野君。 

○３番（從野 勝君） 町長のほうまで報告が上がってなかったんかも分かりませんけども、これはもう誠に言

いにくいことなんじゃけども、非常に対応がお粗末。たまたま私のところへ、どういうことでこうなったんだっ

ていうようなことがありまして、おまけにその人は２５万円も追徴されたんですよ。それで、職員の対応が非常

にお粗末だったというような話もあって、非常に立腹されて。そういうことを言うなと、そりゃあまあそういう

こともあるだろうというような話はしたんだけど、こういう問題が起きて、今、町長、副町長が責任を取られ

て、減給１か月というようなことをされとるわけですが、それよりももっと前に、当然、こういう問題が起きな
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いようにするのは当たり前のことなんだけど、人間ですから、幾ら、何重の網をかけとっても漏れることはあり

ます。その漏れたときに、減給すればいいん、それも大切なことなんじゃろうけど、トップが、町長まで出てい

くかどうかというのは問題があるけども、せめて副町長ぐらいのとこまでが一番先に、特に払うほうはあまり怒

らんと思いますよ。取り過ぎとったから、すいません、お返ししますというほうはさほどこたえんと思うけど、

急にですよ、本人の意思でなくて町の間違いで急に取られるんですから、そりゃあもう考え方が違うと思うんで

すよ。だから、そういうとこに対するお断りの仕方、これがあるんじゃないかと思う。だから、そういうことを

併せて、今後こういう問題が起きたときには、必ず率先して、副町長、泥をかぶるって言ったら言い方が悪いか

もしれませんけど、そういうところへぜひ一番先に顔を出して断りをするという、それが和気の職員の意義だと

思うんですよ。問題が起きた、一番にトップが行って断りをする。そうすりゃあ、ほかの職員も、町長、副町長

に迷惑かけるわけだから、そういうことをしちゃあならんと思うて、もう少し真剣に仕事をするんじゃないです

か。今、それが必要なんじゃないかと思いますよ、私。いろんなとこでいっぱい問題を起こしとる。もう少し職

員の教育、これをしっかりやってもらいたいと思います。もう回答いいです。 

○議長（山本泰正君） ほかに質疑はありませんか。 

 １番 今西君。 

○１番（今西宏康君） すいません、基本的なことなんですが、顧問の税理士とかが見てくれるとか、そういう

制度はないわけですか。基本的なことですいません。 

○議長（山本泰正君） 暫時休憩といたします。 

               午前９時５７分 休憩 

               午前９時５８分 再開 

○議長（山本泰正君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 総務課長 永宗君。 

○総務課長（永宗宣之君） 町の税務事務の執行におきまして、税理士等の専門職、こういった方にその中身、

作業等の確認をいただくといったようなことはやっておりません。相談等、指導等は、税務署のほうに対しては

させていただいておりますが、通常の役場における税務事務に関して、税理士等にその内容について御相談する

ことは行っておりません。 

               （１番 今西宏康君「分かりました」の声あり） 

○議長（山本泰正君） ほかに質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第１１３号を会議規則第３９条第３項の規定により、委員会付託を省略したいと思いますが、御異議あり

ませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第１１３号は、委員会付託を省略することに決定しました。 

 次に、お諮りします。 

 議案第１１３号を討論を省略し、採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認め、これから採決します。 

 議案第１１３号和気町長等の給与等に関する条例の一部を改正する条例について、原案のとおり決定すること
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に御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第１１３号は、原案のとおり可決されました。 

 ここで場内の時計が、１０時１５分まで暫時休憩といたします。 

               午前１０時０１分 休憩 

               午前１０時１５分 再開 

○議長（山本泰正君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

（日程第３） 

○議長（山本泰正君） 日程第３、議案第１１４号令和４年度和気町一般会計補正予算（第８号）についてを議

題とし、提出者の説明を求めます。 

 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） それでは、本日追加提案しております、議案第１１４号の令和４年度和気町一般会計補

正予算（第８号）についてでありますが、この補正は、既定の予算に６，８０９万４，０００円を追加し、予算

総額を９３億５，２９８万円とするもので、主な内容は、歳入においては、普通交付税の追加、出産・子育て応

援交付金に係る国庫補助金及び県補助金の追加、歳出では、財政調整基金積立金の追加、出産・子育て世帯への

経済的支援策としての給付金に係る事業費の追加を行うものであります。 

 以上、説明申し上げましたが、詳細につきましては担当課長に説明をさせますので、御審議、御議決賜ります

ようよろしくお願いいたします。 

○議長（山本泰正君） 次に、議案第１１４号の細部説明を求めます。 

 財政課長 海野君。 

○財政課長（海野 均君） 議案第１１４号説明した。 

○議長（山本泰正君） これから議案第１１４号の質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ４番 神﨑君。 

○４番（神﨑良一君） 基本的なところなんですけど、国のほうで第２次補正予算が確定したので、６，４００

万円、今度増えるということで、我々がいただく普通交付税が増えたということで、そのうちで、補助率、いろ

いろ言われたんだけど、その６，４００万円のうちの４００万円を使って、今年度の単年事業として子育て支援

のほうをしたいというように聞こえたんですわ。かつ来年以降も継続的にやっていく事業なので、あと６，００

０万円を残して貯金しとくんかなというふうに聞こえたんですけど、この解釈は間違ってますか、どうでしょう

か。 

○議長（山本泰正君） 財政課長 海野君。 

○財政課長（海野 均君） すいません、説明がちょっと言葉足らずだったんですが、この普通交付税の６，４

００万円余りにつきましては、国のほうで補正予算が成立して、物価高騰に係る費用が各自治体等で発生してい

る状況、物価高騰に係る事業についての交付で、原資となる所得税、法人税等の伸びも国のほうで補正予算で増

額計上しておりますので、国のほうの原資が増えたこと、あるいは物価高騰に対する各自治体への支援というこ

とで、別途、普通交付税のほうの追加交付があります。この子育て交付金につきましては、先ほど６分の１、３

分の２と、国、県からもこちらの事業については充当されているので、交付税とは別に子供の事業に関しては国

のほうで支援、措置されるということで、御理解いただけますでしょうか。 

○議長（山本泰正君） ４番 神﨑君。 
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○４番（神﨑良一君） 理解できました。ありがとうございます。 

○議長（山本泰正君） ほかに質疑はありませんか。 

 ６番 居樹君。 

○６番（居樹 豊君） 今、この一番後ろの資料を見て、４０人というのは、今年、特に、私、今聞いてますの

は、子供の出生が少ないということで、一応、年間通じて４０人ということでされとるというのは分かります。

それで、冒頭にありますように、この施策は継続的に実施するということで、これはもう今年度、来年度、これ

からもずっと、これは恒久的に制度としてやるという理解を今しましたけども、間違っとったら言ってくださ

い。 

 それから、これは細かい、今年度４月１日から、町独自の出産祝金制度、これの、参考までに、分かるあれ

は、今現在で子供が何人ぐらい、この４０人ベースじゃと思うんですけども、それ、もし手持ちにありましたで

よろしい、なければ別に構いませんけども。ということで、第１子、第２子ありますけども、もしその辺の細か

い、あまり細かいことを聞くのは悪いんですけども、第１子の場合もあるし第２子もありましょうけども、その

内訳まで分かればということ。 

 それから、もう一つは、今、同僚議員が言いましたように、６，０００万円というのを取りあえず財調に入れ

とくということですけど、この時期、これを有効に、物価高騰、町民に対するいろんな支援の仕方があるけど

も、その辺はどういう検討をこれからされるんか。いろんなやり方が、今回、今までの分でしたら水道代とかあ

りますけど、今度は、例えば町民全体に、私はちょっとこの前、変なことを言いましたけども、町民１人当たり

に１万円、１億２，０００万円、１億３，０００万円ということもありますけども、それと財調をうまく活用し

て、その辺の検討はこれからされるんか、こんなことを考えとるというのがあれば、消費期限もありましょう

し、今まで過去の実績があるから、その辺を含めて、こんな考え方をしとんだというのがあればぐらいで結構で

す。考え方みたいなものを、時期を含めてお願いしたいと思います。 

○議長（山本泰正君） 健康福祉課長 松田君。 

○健康福祉課長（松田明久君） 失礼いたします。 

 今回の出産・子育て応援交付金でございますが、こちら、恒久的なものでございますので、来年度以降も事業

は続きます。今年度においては、応援ギフトということになっておりますが、現金給付ということで考えており

ます。来年度以降につきましては、現金がいいのか、また出産に限定したクーポン、ギフトというものがいいか

というあたりにつきましては、今後検討していきたいというように考えております。 

 それから、出産祝金の実績についてでございますが、１１月末現在で出生の方が２８人いらっしゃいます。出

生数は把握しておりますが、第１子、第２子については、今手持ちにございませんので、すみませんがお伝えす

ることができません。今後、今年度中に、あともう４か月ほどございますので、１２人ぐらいの出生が見込まれ

るということで、今年度については４０人、１０万円の４００万円ということで予算計上をさせていただいてお

ります。 

○議長（山本泰正君） 財政課長 海野君。 

○財政課長（海野 均君） 議員からの御質問で、今回、歳出で財政調整基金への積立金が６，０００万円ある

と。その原資としては、国から普通交付税が６，４００万円余り、歳入で上がってきました。国の考え方とし

て、先ほども申し上げたんですけれども、物価高騰対策、緊急経済対策、特にコロナに特化して、補助金、交付

金というような形のひもづけではなくて、一般財源としての普通交付税の交付ということで、残りも１、２、３

月と期間も短いので、こういった事業に具体的にという検討はしておりません。というのが、一般財源として入

ってきておりますので、これまでの事業に充ててきて、たまたま和気町、今、歳入歳出が調整が取れて、余った

ような形で財政調整基金へ積み立てていると。そうなると、また来年度以降、こういったことに有効に活用させ
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ていただこうというふうに考えております。一旦、積立金として積み立てておいて、来年度以降の状況に応じ

て、歳入歳出予算の調整として考えていこうというふうに思っております。 

○議長（山本泰正君） ６番 居樹君。 

○６番（居樹 豊君） 内容は分かりました。ただ、お願いといいますか、要望としては、物価高騰ということ

で、できることなら、別にこの年度に限りません。新年度に分けてでもよろしいけども、町民に広く渡るような

形で。昨日、聞きますと、財政調整基金も今約２５億円ということで、和気町にもあるようですので、それらを

うまく有効活用という形で、執行部のほうで検討していただければというように思います。 

○議長（山本泰正君） 答弁はよろしいな。 

 ほかに質疑はありませんか。 

 １番 今西君。 

○１番（今西宏康君） また基本的なことを聞きますが、これ、国から出てるということは、全ての自治体で同

じようなことをやっとられるんでしょうね。というのが、例えば赤ちゃんを連れて引っ越してこられた場合と

か、どうなるのかなとふと思ったもんで、ちょっと教えてください。 

○議長（山本泰正君） 健康福祉課長 松田君。 

○健康福祉課長（松田明久君） 失礼いたします。 

 近隣で言いますと、赤磐市、それから備前市については、１１月の議会のほうで予算計上をするというように

聞いております。当然、全国規模での事業ですので、全ての市町村において、予算措置のほうはなされるという

ように考えております。 

○議長（山本泰正君） よろしいですか。 

 １番 今西君。 

○１番（今西宏康君） 市町村によって、自治体によって金額が違うとか、有利不利が違うとか、細かい現金支

給ができるできないとか、そういうとこまで一緒なんでしょうか。 

○議長（山本泰正君） 健康福祉課長 松田君。 

○健康福祉課長（松田明久君） ギフト、もしくは現金かということにつきましては、実施する市町村によって

違うかと思います。金額につきましては、それぞれ出産時の５万円、それから出産後の５万円という、金額は決

まっておりますので、金額については同一というふうに思います。 

               （１番 今西宏康君「分かりました」の声あり） 

○議長（山本泰正君） ほかに質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第１１４号を会規則第３９条第３項の規定により、委員会付託を省略したいと思いますが、御異議ありま

せんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第１１４号は、委員会付託を省略することに決定しました。 

 次に、お諮りします。 

 議案第１１４号を討論を省略し、採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認め、これから採決します。 
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 議案第１１４号令和４年度和気町一般会計補正予算（第８号）について、原案のとおり決定することに御異議

ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第１１４号は、原案のとおり可決されました。 

（日程第４） 

○議長（山本泰正君） 日程第４、議会閉会中の調査研究の申出書についてを議題とします。 

 皆様のお手元に配付のとおり、議会運営委員会及び常任委員会並びに特別委員会より、議会閉会中の調査研究

の申出書が提出されております。 

 お諮りします。 

 議会運営委員会及び常任委員会並びに特別委員会が、議会閉会中においても調査研究できるよう承認すること

に御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（山本泰正君） 異議なしと認めます。 

 したがって議会運営委員会及び常任委員会並びに特別委員会が、議会閉会中においても調査研究できることに

決定しました。 

 以上で、今期定例会に付議されました事件は全て終了しました。 

 閉会に当たり、町長から挨拶がございます。 

 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） 令和４年第６回和気町議会定例会の閉会に当たり、一言御挨拶を申し上げます。 

 今回提案いたしました条例改正１１件、補正予算１０件、道路認定１件、そして本日追加提案をいたしました

条例改正１件、補正予算１件につきまして、慎重に御審議いただき、御議決賜り、誠にありがとうございまし

た。 

 議員の皆様方におかれましては、年の瀬を迎え、何かとお忙しいとは存じますが、健康に留意をされ、ますま

す町政発展のためお力添えを賜りますようお願いを申し上げ、閉会の御挨拶といたします。大変ありがとうござ

いました。 

○議長（山本泰正君） 閉会に当たり、一言御挨拶申し上げます。 

 皆様方におかれましては、今定例会に付されました案件につきまして、終始熱心かつ慎重に審議を重ねられ、

大変お疲れのことと存じます。 

 皆様には、初議会以来、本日までの４年間にわたり１６回に及ぶ定例会とさらに臨時会において、慎重かつ熱

心に審議され、また執行部の皆様には誠意を尽くした説明をいただき、終始、緊張感がある議会運営がなされ、

最後の定例会も無事、閉会の運びとなりました。厚くお礼を申し上げます。 

 我々議員は、来る２月２８日をもって任期満了となります。御勇退される議員各位におかれましては、今後ま

すます健康に留意され、和気町発展のため御指導、御協力あらんことを切にお願いを申し上げます。 

 さらに、来る町議選に出馬を予定されている各位におかれましては、来年２月１９日執行の選挙において当選

の栄位を得られ、全員そろって再び議場で活発な議論がなされることを心より念願いたす次第でございます。 

 最後になりましたが、皆様の御健勝と御多幸な新年を迎えられますことをお祈りいたしまして、閉会の挨拶と

いたします。 

 それでは、これをもちまして令和４年第６回和気町議会定例会を閉会いたします。 

 大変御苦労さまでございました。 
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               午前１０時４１分 閉会 
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